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大仙市議会企画産業常任委員会会議録 
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 ６番 秩 父 博 樹   ８番 冨 岡 喜 芳  １１番 小 山 緑 郎 

１７番 児 玉 裕 一  ２１番 渡 邊 秀 俊  ２５番 鎌 田   正 

２７番 橋 村   誠 

 

欠席議員（０人）       

 

説明のため出席した者 

企画部長 五十嵐秀美  総合政策課長 佐々木隆幸 

総合政策課参事 佐々木英樹  総合政策課副主幹 加藤健一郎 

総合政策課副主幹 木 村 愼 吾  総合政策課副主幹 茂 木 和 久 

総合政策課主席主査 煙 山  斉  総合政策課主査 茂 木 賢 司 

次長兼まちづくり課長 高 橋 正 人  まちづくり課参事 田口美和子 

まちづくり課副主幹 高 橋 靖 弘  情報システム課長 山 本  聡 

情報システム課主幹 藤 井 大 志  男女共同参画室長 伊 藤 栄 子 

男女共同参画室主席主査 山 田 太 郎    

 

議会事務局職員出席者 

主席主査 佐 藤 和 人    

 

審査案件 

１ 議案第３０号  大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について 

２ 議案第３６号  平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号） 

３ 議案第４５号  平成３０年度大仙市一般会計予算 



- 2 - 

 

          午前 ９時５８分 開  会 

○委員長（秩父博樹） おはようございます。 

  まだ定刻前ですけど、皆さんお集まりのようですので始めたいと思います。 

  本日は、大変ご多用のところお集まりいただきましてありがとうございます。 

  ３月に入って、雪も大分落ち着いてはきましたけど、まだまだ寒い日が続きますので、

風邪など引かれないようによろしくお願いいたします。 

只今から、企画産業常任委員会を開会いたします。 

  今次定例会の委員会審査の日程につきましては、お手元に配付の日程表に従って審査

してまいります。１日目は企画部、２日目は農林部・経済産業部及び農業委員会事務局

所管の議案審査を行ってまいります。 

予算案は課ごとに説明・質疑を行い、討論・表決につきましては、２日目の農業委員

会事務局の審査終了後に一括で行うことといたします。 

なお、正確な会議録作成のため、発言の際はマイクのスイッチを入れてからお願いい

たします。 

 

○委員長（秩父博樹） はじめに、五十嵐企画部長からご挨拶があります。五十嵐部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 改めまして、おはようございます。 

  今年は、先ほど委員長の方からもありましたけれども、雪が大変で、我々公務員とし

ても災害から豪雪まで対応しなければできない。本来であれば市民にこの場を借りてご

尽力に対して御礼申し上げたいというところでございます。 

  さて、今３月に入りましたら雪解けも進み、我々も春を感じてきてるところでありま

す。こういった状況の中で、３０年度は企画部にとって、また重要な年でもあるなとい

うところでおります。最初に企画部としてくるのがやっぱり人口減少という言葉が大変

重く、我々も常日頃各課横断的に実施してるところなんですけれども、なにしろ１課で

はできないという業務でありまして、このあとも横断的に各課それぞれにこういった業

務について、我々企画部として応援しながら、それの一助となるよう努めてまいりたい

なというふうに思ってるところです。 

  また、市長からは施政方針演説の中で「すべての地域がすみずみまで元気になるまち

づくり」と、そして「市民の皆様が将来に希望が持てるまちづくり」を基本理念にあげ
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られております。これの一助となるよう、我々も努めてまいりますけれども、ちょっと

余談になりますけれども、私たち２月は平昌オリンピック拝見させていただきました。

その中で、パシュート競技のチーム力、それとカーリングでの協同という力を私感じた

ところであります。その姿を見て、我々職員に解したら一同でその任に当たって若干な

りとも遂行していかなければできないというところを感じたところでもあります。そう

いったことを踏まえて、３０年度やらなければ出来ない事業たくさんある中、若干紹介

しながら報告させていただきたいと思います。 

  総合政策課では、（仮称）花火伝統文化継承資料館のオープンでございます。この資

料館につきましては、平成２６年度に計画策定から現在まで４年間の歳月を経ておりま

す。ご案内のとおり、８月５日オープンできるというところで「はなび・アム」という

愛称も決定しまして、我々もその準備に今進めているところであります。ご案内のとお

り、開館まで５ヶ月余りとなりましたけれども、多くの市民の皆様も期待を寄せている

ところでもありますし、なんといってもこの施設、観光客の皆さんからリピーターにな

っていただいて、再度来ていただきたいという資料館にしたいなというふうに思ってお

るところです。これからは準備に万全を期しながら事業を進めてまいりたいなというふ

うに思っております。 

  次に、総合政策関係なんですけれども、農業と食をテーマとした活性化基本構想の関

係であります。昨年３月、市議会において補正予算で議決をいただき、農業と食をテー

マとした活性化基本構想の策定にかかわる調査を現在しております。３月２２日までの

工期として進めており、我々今まだ途中段階のものを見ておりますが、これも昨日後藤

議員が予算質疑で話されて総務部長が答弁された内容なんですけれども、３０年度にお

いては、この基本調査を元に農業と食をテーマとした活性化基本構想をまとめるという

話をされております。どこが策定するかまだ決まっていないんですけど、内容を見なが

ら今後企画産業常任委員会の管轄に入ってくる、農林部とか企画部が作成しなければで

きないものと思っておりますが、その内容を見てから花火産業に続く基本構想を策定し

なければできないというところで、この経費については補正予算対応となりますけれど

も、そういった考え方でおりますということを報告させていただきたいと思います。 

次に、まちづくり課関係でございます。 

地域枠の拡大、そういったものはありますけれども、平成２９年１月から地域おこし

協力隊を１名採用していまして、４月から３名を追加しまして、４名体制で新しい視点
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で地域の活性化に取り組んでいきたいなというふうに思っておるところです。 

次に、移住定住促進事業については、２８年度策定した大仙市移住定住アクションプ

ランに基づいて、引き続きいろいろな業務については支援してまいりますけれども、新

たな部分で、移住コーディネーターの設置と無料職業紹介事業所の設置をしたいという

ふうに思っております。これは仕事や住まいなど多岐にわたるサポートをするほか、移

住者受け入れ態勢を整備するため、地域住民を対象に地域研修会などを実施したいなと

いうふうに思っております。年度途中になるかと思いますけれども、そういったものを

３０年度内に確立していければなというふうに思っております。 

次に、情報システム課関係です。 

マイナンバー制度によるセキュリティ強化を図りながら、この対策も実施しておりま

す。これには運用に支障無いように努めております。この電算システムは、ほかの業務

なんですけれども、電算システムの関係の更新については多額の費用が掛かって、我々

本来でいけば５年リースが切れた段階で、６年目には新しいシステムなり、ハード、ソ

フト入れなければできないんですけれども、現在の予算状況からしても更新できないと

いう状況にあり、一般財源の抑制にも努めております。ただ、心配な点一つあります。

昨日の風で、光ケーブルなんかは断線されていて、我々が右と左こう、光ケーブルは支

所間結んでいるんですけれども、たまたま右側切れて、左側から支所間をバックアップ

できる状況をとっておりまして支障なかったんですけれども、この光ケーブル１５年な

ってまして、それを接続する機械なんかは劣化、そういったものが心配されて、いつ更

新しなければできないという大きな懸案事項にもなっております。多分光ケーブルを、

あの当時十何億ですので、それを敷くとすれば、再度敷き直すとか、器具の更新とかあ

れば多額の費用が掛かるという心配があります。こういったものも情報システム課では、

状況を見ながら判断していかなければできないという、多額のシステムの費用と、外で

もそういった状況になっているということを報告させていただきたいと思います。 

最後に、男女共同参画推進室の事業なんですけれども、これも挽野利恵議員が昨日質

問されておりまして、我々市が積極的に、この婚活事業に支援していくということを市

長が述べられております。それと昨年度リニューアルした「大仙婚シェルジュ」という

婚シェルジュの方７名おりますけれども、そういった方々が自ら相談業務にも入ってま

すし、私は挽野議員から民間委託というところの話も若干されてますけれども、民間の

方々７名が自らこういった業務に携わっていただいてるので、そういった方々を中心に
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この事業をまとめていければなというふうに思っております。それと秋田県の方から一

般社団法人秋田結婚支援センターのサテライト型も大仙市の方に入ってくるというとこ

ろで、月２回ほど、同じ相談業務の中で、我々の方はアナログでやって、県の方はデジ

タル化でコンピュータに向かって相手を探すという内容でしたけれども、月４回、土曜

日とか日曜日含めて、４回の相談業務を実施していきたいなというふうに思っておりま

す。それと「街コン」というイベントなんですけれども、大仙市内でやっていきますと

顔見知りになって、場所もわかって、来る方がいつも同じメンバーになってくるので、

やっぱりこれも広域化、広域的に、例えば仙北市さんと一緒にやるとか、美郷町さんと

組みながらやるとか、相手も変わっていかないとできないのかなというところで、この

イベントについては広域化も視野に入れてドンドンやっていきたいなというふうに思っ

ております。 

このように数々の懸案事項いろいろとあるわけなんですけれども、なんと言っても人

口減少の抑制の一助となるよう、今後とも我々企画部一同、先ほどチーム力とか、協同

というところの話しましたけれども、そういったものでいくらか一助になればなという

ところで３０年度進めたいと思っております。 

この後、各課長からは１件の単行議案と補正予算、そして当初予算の詳細説明があり

ますけれども、何卒ご承認と、今後ともご理解とご協力をお願い申し上げ、開会に当た

っての挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いします。 

 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

それでは、日程表に従い順次、審査してまいります。 

議案第３０号「大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について」を議題といたし

ます。 

当局の説明を求めます。佐々木総合政策課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 総合政策課の佐々木隆幸です。よろしくお願いします。 

  はじめに、本日出席しております、当課の職員を紹介します。 

  参事の佐々木英樹です。 

  続きまして、総合政策課は、５班体制となっております。それぞれの班長が出席して

おります。 

  政策調整班の加藤健一郎副主幹です。人口対策班の煙山斉主席主査です。広報班の木
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村愼吾副主幹です。統計班の茂木賢司主査です。コミュニティＦＭ推進班の茂木和久副

主幹です。以上になります。よろしくお願いします。 

 それでは、資料№１、議案書の５２ページをご覧願います。 

  議案第３０号「大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について」ご説明申し上げ

ます。 

  本案件は、組合の事務所を、現在の「大曲交流センター」から、建設中の「消防本部、

大曲消防署」の新庁舎に、完成後、移転する計画となっております。 

  これに伴い、組合規約の一部を変更するにあたり、構成市町の議会の議決が必要にな

っておりますので、本件を議案としたところであります。 

  議案書を読み上げます。 

 地方自治法第２８６条第２項の規定に基づき、関係地方公共団体で協議のうえ、大曲

仙北広域市町村圏組合規約の一部を別紙のとおり変更するものであります。 

  ５３ページの別紙になりますが、大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部を次のように

変更いたします。 

  組合の事務所の位置を定めている第４条でありますが、「大仙市大曲日の出町２丁目

７番５３号、大仙市大曲交流センター内」としているものを、現在、建設中の消防本部、

大曲消防署の新庁舎となります「大仙市大曲栄町１３番４７号」に改めるものでありま

す。 

  附則としまして、この規約変更は、平成３０年６月１８日から施行するものでありま

す。 

  従いまして、６月１７日までに、新しい消防庁舎の４階に組合事務所の引っ越しを済

ませ、１８日から業務開始になると伺っております。 

  以上、議案第３０号「大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について」説明を申

し述べました。よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

説明が終了いたしましたので、これより質疑を行います。質疑のある方は、どうぞお

願いいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論はございませんか。 
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          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

１４号）」を議題といたします。はじめに、総合政策課所管の説明を求めます。佐々木

総合政策課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） それでは、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計

補正予算（第１４号）」のうち、総合政策課が所管の補正予算について、ご説明申し上

げます。 

資料№３、補正予算書〔３月補正②〕の５ページをご覧願います。 

  はじめに、第２表「継続費の補正」であります。 

  表の下段になりますが、１０款５項の事業名が「（仮称）花火伝統文化継承資料館等

整備事業費」であります。 

  この事業は、花火産業構想の主要施策の一つでありまして、大曲大町地内の旧女性セ

ンター跡地に、花火文化の継承・発信の拠点として、花火資料の展示と保管機能のほか、

生涯学習機能を備える複合施設を整備する事業であります。 

  工事が完了するのが、今年５月末までかかることから、２カ年にわたる事業として継

続費を設定しております。 

  今般、平成２９年度分の事業費見込額が確定したことに伴いまして、継続費を変更す

るものであります。 

 補正前の総額、８億５，４９１万７千円に対しまして、補正後の総額を、８億３，８

２４万３千円に減額変更するものであります。 

  合わせて、年割額につきましては、平成２９年度の５億１，２９５万円を、４億９，

９９５万２千円に、平成３０年度の３億４，１９６万７千円を、３億３，８２９万１千

円に、それぞれ変更するものであります。 
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  年割額の割合につきましては、当初と変更なく、２９年度は全体の６０パーセント、

３０年度は４０パーセントの設定であります。 

 次に、１３ページをご覧願います。 

  歳入になります。 

  国庫支出金の、１４款２項６目の教育費国庫補助金のうち、１４ページになりますが、

３節の社会教育費補助金になります。 

  説明欄の社会資本整備総合交付金につきまして、２，４１２万４千円を増額するもの

であります。 

  理由につきましては、今年度交付の予算配分の見込額確定に伴う増額であります。 

 次に、県支出金の、１５款２項１目の総務費県補助金で、１節の総務管理費補助金に

なります。 

  あきた未来づくり交付金につきまして、３，６９０万円を減額するものであります。 

  理由としましては、２カ年の事業費における交付金について精査、及び年度調整をし

たことに伴う減額であります。 

 次に、１７ページをお願いします。 

  市債の、２１款１項９目の教育債のうち、３節の社会教育債についてであります。 

  生涯学習施設整備事業債でありまして、起債の種類は合併特例債になりますが、３１

０万円を増額するものであります。 

  以上が歳入の補正内容になります。 

  続いて、歳出をご説明いたします。 

  ２７ページをご覧くださるようお願いします。 

 １０款５項５目２３事業の（仮称）花火伝統文化継承資料館等整備事業費であります。 

  補正前の額、５億１，３２３万６千円に対し、９００万円を減額し、補正後の額を、

５億４２３万６千円とするものであります。 

  平成２９年度分の工事請負費の見込額が確定したことに伴い９００万円を減額するも

のであります。 

  次に、補正内容を含めた事業の詳細につきましては、別資料でご説明申し上げます。 

  お手元の資料№３－１、３月補正②、一般会計第１４号の「主な事業の説明書」の８

ページになります。 

  継続事業の「（仮称）花火伝統文化継承資料館等整備事業費」でありまして、９００
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万円を減額するものであります。 

  資料の中の「２番、Ｄｏ、実行」の欄には、これまでの実績を記載しておりまして、

平成２９年度の事業実績について、ご説明申し上げます。 

  新築工事につきましては、市の入札制度に基づき、「建築」「電気設備」「機械設備」

の３つに分けて工事発注しております。 

  建築工事は、昨年の第２回定例会初日に契約案件の議決をいただき、翌日の５月３０

日に本契約を締結しております。 

  合わせて、工事施工に伴う監理業務委託につきましても、同日付けで契約締結してお

ります。 

  その後、「電気設備」「機械設備」の工事についても、６月２２日付けで、それぞれ

契約締結しております。 

 建築工事の進捗状況につきましては、昨年７月の豪雨や今冬の豪雪などの自然災害の

影響を懸念していましたが、２月末の進捗率は約６５パーセントと、予定どおり工事は

進んでおります。 

  現在は、外回りの足場が外れまして、外観が見える状態になっております。内装工事

と設備機器の取り付け工事を盛んと行っておりまして、これに並行し、産業展示館の「蔵

の部分」から改修工事を実施しています。 

  工事は５月末の終了となっておりまして、８月５日、この日は、日曜日で大安になり

ますけれども、この日をオープン予定としております。 

 オープン後は、隣接の「勤労青少年ホーム」を解体することになりますが、工事に当

たっての実施設計業務につきましては、昨年１２月２６日に発注しており、今月２０日

までが工期となっております。 

  また、資料館の愛称につきましては、昨年１２月から１月にかけて募集を行ったとこ

ろ、２１５点の応募がありました。 

  一次審査、及び二次審査の結果、愛称が「はなび・アム」に決定し、２月２７日に名

付け親となった西仙北地域の白土さんを表彰しております。 

 このほか、花火関係の資料収集につきましては、全国の花火業者や花火大会の主催団

体、多くの花火ファン等のご協力により、現在、１万４，０００点の資料を収集してお

ります。 

  これに合わせ、資料をスキャナーで撮ってデジタル化する作業のほか、分類ごとの整
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理と適正な管理をする作業も、順調に進んでいるところであります。 

  最後に「４番、アクション」の欄に記載の補正内容でありますが、工事請負費９００

万円の減額につきましては、先ほど「継続費の補正」でご説明いたしたとおり、平成２

９年度分の事業費の見込額が確定したことに伴う補正であります。 

  それぞれの年割額と財源内訳につきまして、資料下段の表に記載いたしておりますの

で、ご確認くださるようお願いします。 

  以上で、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）」の総合

政策課が所管する事業につきまして、説明を終わります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

説明が終了いたしました。これより質疑を行います。質疑のある方は、どうぞお願い

いたします。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 資料館の件ですけど、これはこれでいいんだけど、今まで資料を

ストックしてあった仙北町の合宿所だっけが、あれの処理はなんとするの。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 新しく資料館が建設しますと、中にある資料を引越しし

ます。今ある施設は、条例上は廃止にする予定です。まだ正式には決まってませんけれ

ども、解体する予定になっております。老朽化がかなり進んでいる施設でありますので、

安全性等を今後見ましてですね、そういう処分をさせていただきたいなというふうに考

えております。 

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） 資料館できるわけですけれども、見物客以外来ることだべど思う

がら、お土産売るところできるのが、できないのかと心配する人がかなり大曲の街中に

いるがら、そこらへんはどういうもんですか。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 議員のご指摘のとおりでありまして、やはりお土産品を

売るコーナーがあれば当然来ていただいた方には喜ばれると思いますが、現在の資料館

につきましては、そういう売り場は設けておらない状況であります。ただし、やっぱり

オープンしますとお客さんが来てお土産を買いたいというふうな声が多分相当あると思

いますし、私たちもそう思います。となりに産業展示館等がありまして、そちらの方で
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も資料を展示したりする企画展なんかも今後考えております。オープンの日、それから

企画展、展示の際なんかは、そちらの方の施設を活用してスポット的にお店屋さんを出

してもらうということも現在検討しております。また、簡易的なもの、小物、大きいお

菓子とかでなくても、絵葉書とか栞、簡易的なものにつきましては、資料館の１階の方

に事務所の窓口がありますので、窓口に置いて、そういう小さいものは販売できるんで

ないかということで、そういう工夫についても今後考えて対応していきたいなというふ

うに思っております。 

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） というのは、やっぱり、せっかくあれ、旧仙北町のあっこ見た時

も、あっこ開く時だけ例えばテントで売店作ったりしてるども、来た人たちって、なん

かそういうものあればいいなという話が結構聞こえてくるんだっしよな。地元の人はね

ばねくてもいいんだべども、やっぱり県外から来る人方って、なんかそういうものあれ

ばいいなというようなことをよく言われますので、なんとがやっぱりこの後、簡易的な

ものでも良いども、考えてほしいと。それから、一般質問の中で髙橋さんだったが、隣

に『大曲くらぶ』あるども、あっこも今現在やってないというようなことで、庭園なん

てもすばらしいものあるがら、そのあたりもなんとか活用してほしいなということちょ

っとこの前言われてましたけれども、そのあたりも、せっかくあるものだがら、利用で

きるものだったら、買ってでもなんでもやれば、あっこのあたり一体が繋がってくるよ

うな気がしますので、そのあたりももしあったら言ってほしいと思います。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 最初のお土産の方は、私たちも実際観光地に行きますと、

やっぱり行った記念にお土産買いたいという気持ちがありますので、それについては工

夫して行います。それから、隣接する敷地なんですけど、一般質問の答弁で申し上げた

とおりの回答しかできないんですけども、いろんな調査をしまして、多分問題等もある

と思いますけれども、その課題等をクリアして、大仙市の資料館の一体として活用でき

るものであれば、そういう方向性に進むためにも、まずは調査、それから検討していき

たいというふうに思っておりますので、今現段階ではやらないとかでなくて、一般質問

の答弁でもありましたとおり、いろいろ調査を進めさせていただいて、活用できるもの

であれば、ぜひ市として活用したいというふうなかたちになります。ご理解願います。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。はい、橋村委員。 
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○２７番（橋村 誠） 関連ですけれども、実際『はなび・アム』は直営でやるんだっし

べ。直営でやれば、決まりきったごどしかでぎねがら、いずれ指定管理にするしかねど

思うんだ。その指定管理にする予定というのはあるの、ないの。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 皆さんにもご案内のとおりスタート時は直営で運営させ

ていただきます。ただし、この施設は営業施設でないために、なかなか指定管理業者が

請け負って儲けられるような施設ではないために、魅力がどの辺まであるのかというと

ころも、うちの方では調査しまして、それから資料館機能でありますので、花火に関す

る資料に詳しい業者ができれば指定管理として請け負ってもらえればベストな状況だと

思いますけれども、この辺につきましてもまずは直営で運営をしていきまして、運営上

課題とか、建物のこうゆうやり方をすればお客さんもっと入るんでないか、もっとリピ

ーターが増えるんでないかというところを見ましてですね、そういうのを条件としまし

て、今度公募なりをできる状態になった時にはやりたいなと思いますので、今現在では

直営でやりますけれども、将来的にはそういう指定管理も視野に入れておるというとこ

ろで考えておりますので、ご理解願います。 

○委員長（秩父博樹） はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） それは当初からそういう話だったども、いずれここさは花火創造

企業もあるし、花火に詳しい業者結構あるがら、直営さこだわらねくて、幅広くお客さ

ん呼ぶためには、直営では無理なところあるんだよな。職員の配置だどがって。そうい

う方向でいげるようにした方いいど思うっていう参考意見だけです。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 大変ありがとうございました。議員のご指摘を参考にし

まして、今後うちの方も考えて検討していきたいと思います。ありがとうございます。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

つぎに、まちづくり課所管の説明を求めます。高橋まちづくり課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） それでは、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計

補正予算（第１４号）」のうち、まちづくり課所管の歳入並びに歳出予算につきまして

ご説明申し上げます。 
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  議案書別冊の資料№３「補正予算書〔３月補正②〕」の１９ページ、上段をご覧くだ

さい。 

 はじめに、歳出２款１項１０目企画費６５事業「人材育成基金積立金」は、１千円の

補正であります。 

  これは、人材育成事業補助金の原資であります人材育成基金に預金利子が生じたこと

により、当該利子２２３円を同基金に積み立てるものであります。 

  なお、これにあわせ歳入につきましても補正が必要であり、予算書１５ページをお願

いいたします。歳入１６款１項２目「利子及び配当金」の最後「人材育成基金預金利子」

として１千円の補正を行うものであります。 

 再び、１９ページをお願いいたします。 

次に、１１目地域振興費１４事業「地域交通対策事業費」につきましては、３，１５

９万４千円の補正であります。 

  なお「資料№３－１の３月補正②の主な事業の説明書」では、７ページとなります。 

  はじめに事業の目的でありますが、各地域の実情に沿った交通システムの運行を行う

とともに、これまでの事業の検証を行い、交通弱者の足の確保及び市民生活の利便性の

向上を図る交通体系の確立を目指すものであります。 

  生活バス路線補助金につきましては、国・県との協調により実施している生活バス路

線の運行維持に対する補助として、バス事業者である羽後交通株式会社に対し補助する

ものであり、事業サイクルの関係から、毎年この時期に予算の補正をお願いしているも

のであります。 

 この補助金につきましては、平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの

運行実績を対象に、県が決定した補助金を市が一旦受け、その後、市の補助金分と合算

してバス事業者に拠出するという協調補助形式となっております。 

補助金の内訳につきましては、国庫補助対象路線分として横手大曲の１路線２系統に

ついては４２８万７千円、県単補助対象路線分として角館六郷線をはじめ５路線７系統

で合わせて２，５０８万７千円、市単独補助路線分として稲沢線の２２２万円となって

おり、生活バス路線補助金として、合わせて３，１５９万４千円の補正をお願いするも

のであります。 

  歳入についてでありますが、予算書１４ページをお願いいたします。 

歳入１５款２項１目「総務費県補助金」の「秋田県生活バス路線等維持費補助金」と
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して４１７万８千円の補正をお願いするものであります。 

再び、１９ページをお願いいたします。 

次に、同じく１５事業「小規模・高齢化集落等コミュニティ対策事業費」は、１４６

万７千円の減額補正であります。 

  本事業は、人口減少・高齢化により、集落のコミュニティ機能が失われつつある事を

踏まえ、現状や課題の把握と、コミュニティ機能の再生・維持・活性化に繋がる支援策

の検討・実現を目的としております。 

  ２９年度の事業としては、集落支援員による集落支援の拡充、地域おこし協力隊の導

入、次世代地域リーダー育成研修会の開催などを行って参りましたが、この中で地域お

こし協力隊につきまして、２名による活動を行ってまいりましたが、その内１名が一身

上の都合により９月に退任したことから、不要となった人件費等の減額補正をお願いす

るものであります。 

 次に、同じく１６事業「がんばる集落応援事業費」は、５６６万８千円の減額補正で

あります。 

  本事業は、人口減少・高齢化が進み、自治組織の活力が低下していることから、自治

組織の維持・活性化を図ることを目的とし、持続可能な自治組織づくりや、コミュニテ

ィの形成を目指す組織を支援するものであります。 

 制度の内容でありますが、「地域のまちづくり応援」「コミュニティビジネス応援」

「地域の計画づくり応援」「まちづくり応援融資」の４つの支援区分を設定し、自治組

織が自主的に展開する維持・活性化活動に対し支援するものとなっております。 

  本年度の活用状況につきましては、地域のまちづくり応援が４件、補助金総額の見込

が２９３万２千円となっておりますが、今後の申請に対応するための補助額を確保した

うえで、不要見込みとなる５６６万８千円の減額補正をお願いするものであります。 

  また、歳入につきましては、予算書１７ページ、中段、歳入２１款１項１目「総務債」

の「がんばる集落応援事業債」について、３５０万円を減額補正するものであります。 

再び、１９ページをお願いいたします。 

次に、同じく１１目１７事業「町内集落会館整備事業費」は、４３万４千円の補正で

あります。 

  これは町内集落会館整備事業貸付金のうち、２件で４３万１千円の繰り上げ償還が行

われたことと、貸付基金に預金利子２，５９５円が生じたことにより、合わせて４３万
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４千円を同基金に積み立てるものであります。 

  なお、これにあわせ歳入につきましても補正が必要であり、予算書１５ページ、歳入

１６款１項２目「利子及び配当金」の上から５つ目の「町内集落会館整備費貸付基金預

金利子」に３千円の補正、合わせて予算書１７ページ、歳入２０款３項６目「町内集落

会館整備費貸付金元金収入」に４３万１千円の補正を行うものであります。 

再び、１９ページに戻っていただきまして、次に、４９目９０事業「ふるさと応援基

金積立金」は、２，７９７万９千円の補正であります。 

  これは「ふるさと納税制度」に基づいて寄附をいただく「ふるさと応援寄附金」につ

いて、本年１月末日までに寄附をいただいている４４５件２，７９７万４千円と、当該

寄附金を積み立てている「ふるさと応援基金」に係る預金利子４，０８４円を、今回同

基金へ積み立てるため、２５節の積立金に２，７９７万９千円を補正するものでありま

す。 

 なお、歳入につきましては、予算書１６ページとなります。 

歳入１６款１項２目「利子及び配当金」の上段「ふるさと応援基金預金利子」として

５千円、同じく歳入１７款１項５目「ふるさと応援寄附金」として２，７９７万４千円

をそれぞれ補正するものであります。 

 以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方はどうぞお願いいたします。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 地域交通対策関係で、横手・大曲間は国庫補助の対象になって、

境・角館間は対象なんねじはなんか理由あるんだが。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） 国と県の補助金の要件に違いがありまして、国の要件と

しましては、１日の運行回数が３回以上、輸送量が１５人以上というような要件がござ

います。県の要件につきましては、国の要件に満たない内、平均乗車密度が１人以上、

尚且つ合併前の市町村をまたぐ系統、これが該当になるということで、要件の違いから

国の補助金をもらっているもの、県の補助金をもらっているものということがあります。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 利用率が少ないから補助対象から外れたということだっしな。 
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○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） 議員おっしゃるとおりでございまして、国の補助はある

程度利用率が高い系統に補助金が交付されます。それに満たない分を県が補助している

というような内容となってございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 言わんとすることはわがるども、こういうところが一番困ってる

んだよな。本当はな。バスでねぐ、タクシーに切り替えるどが、なんか方策を考えても

らうようにお願いしまして終わります。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） この補助金につきましては、輸送量の多い方が国の補助

金が出る。少ない方が出ないというようなかたちになっておりまして、当初私も逆じゃ

ないのかなというような印象をもった記憶がございます。また、バス現在利用者がドン

ドン少なくなっているという状況で、廃止路線も出てきております。そのようなことか

ら、例えば市の方では乗り合いタクシーを運行するなど、そういった対応を進めてきて

おりますので、今後も利用者の皆さんが不便にならないような体系を考えていきたいと

思っています。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） 先ほどのがんばる集落応援事業、五百何万が減額補正だと、それ

は予算おいだったども、応募してくる集落が少ねがったということだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） 議員おっしゃるとおりでございまして、予算大分準備は

しておりましたけれども、今回２９年度現在で４団体からの応募というところにとどま

っております。 

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） せっかくおいでるんだがら、もうさっとこの制度に関して、皆さ

んの地域でそれこそ知ってるのが知ってないのがということもあるし、使ってるところ

は何回も使ってるとこあるんだっしよな。その集落っていえばいいんだが、その地区に

よって。そういうこともあるがら、ちょっと宣伝が足りないのではないかなという気も

するども、そのあたりなんただげ。 

○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。 
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○まちづくり課長（高橋正人） このがんばる集落応援事業につきましては、その団体が

行う事業の準備経費として交付するもので１回切りのものとなってございます。ただ、

同じ団体が別の事業をやるという場合は交付ができるということにはなっておりますが、

集落の座談会等、そういった機会にはいろいろ紹介をさせていただいておりますし、自

治会長さんの方への資料の配布なども行いながら、また集落支援員も活動の中でこうい

った事業もありますよというような紹介もしておりますが、なかなか思ってはいるんで

すけど事業化にできないというようなところもまだまだございます。議員おっしゃると

おりＰＲ不足の点もあろうかと思いますので、まずは４月の広報の中に地域の活性化を

支援する特集ページを組みまして、様々な補助制度をあげながら、都度ＰＲをしていき

たいというふうに思っています。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  つぎに、情報システム課所管の説明を求めます。山本情報システム課長。 

○情報システム課長（山本 聡） それでは、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会

計補正予算（第１４号）」のうち、情報システム課所管分の補正予算につきまして、ご

説明させていただきます。 

地上デジタル放送再送信施設基金積立金につきましては、資料№３の大仙市補正予算

書〔３月補正②〕でご説明いたします。 

  補正予算書の１９ページの上段をご覧ください。 

  ２款１項１０目６２事業「地上デジタル放送再送信施設基金積立金」につきましては、

歳入歳出とも２千円の増額補正をお願いするもので、補正後の額はどちらも２千円とな

ります。 

  大仙市地上デジタル放送再送信施設管理運営基金は、地上デジタル放送再送信施設の

管理運営の財源に充てるため設置したもので、地上デジタル放送再送信施設管理運営事

業費で自然災害や老朽化等により修繕や工事等の支出が増えた場合、基金を取り崩して、

当整備事業に充当し、施設の適切かつ円滑な維持管理を行うことにより、地上デジタル

放送波を安定的に供給するためのものであります。 

  今回は、預金利息にかかる新たな収入があったため補正するもので、本年度の預金利

息１，１１０円を本基金に積み立てるものであります。 
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  これにより、補正後の基金現在高は１，１５６万４，９２４円になる予定であります。 

 歳入につきましては、１６ページ上段をご覧ください。 

  １６款１項２目１節、利子及び配当金、説明欄の３番目になります。 

  地上デジタル放送再送信設備基金利子２千円の増額とするものです。 

 以上で、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）」のうち、

情報システム課所管分の説明を終わりますが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方はどうぞお願いいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これで議案第３６号にかかる企画部所管の質疑を終結いたします。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

  ここで若干休憩を取りたいと思います。再開は、１１時５分から再開いたします。 

        午前１０時５５分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午前１１時 ４分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

つぎに、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」を議題といたします。 

はじめに、総合政策課所管の説明を求めます。佐々木総合政策課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） それでは、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計

予算」のうち、総合政策課が所管する当初予算について、ご説明申し上げます。 

  資料ナンバー４の大仙市各会計予算書としましては、５４ページ中段の「広報費」か

らとなりますが、本日の説明につきましては、先に皆様にお配りされている冊子、平成

３０年度当初予算（案）の企画部の「主な事業の説明書」に基づきまして説明しますの

で、そちらをご覧くださるよう、お願いします。 

 企画部の「主な事業の説明書」の表紙を１枚めくってもらいまして、２－１ページに

なります。 

  歳出２款１項３目１０事業で、継続事業になります「広報活動費」であります。 

  月２回発行している市広報「だいせん日和」を中心とした事業になります。 
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  予算額は、前年度より４３９万９千円少ない、３，４４５万５千円になります。 

  財源内訳につきましては、その他財源として１２４万４千円を計上しております。こ

れは、毎月１日発行の広報裏表紙の裏面に広告を載せている掲載料を見込んでおります。

残りは一般財源になります。 

  １番のプランの欄になりますが、事業の目的については、広報活動を通じ、市民の理

解と信頼に基づく公正で開かれた市政の発展に資することとしております。 

  また、目標としましては、市の広報やホームページ、フェイスブック等のＳＮＳ、コ

ミュニティＦＭラジオの活用により、市民に市の施策や事業等に関する行政情報を正確

に分かりやすく提供することとしております。 

 ２番のＤｏの欄の実績と成果でありますが、市民の皆さんからは、写真を軸とした視

覚で訴える紙面づくりが好意的に受け止められているところであります。 

  平成２８年７月発行の広報の表紙写真は、「太田東小学校の児童が田植えの体験をし

ている写真」でありますが、昨年の全国広報コンクールの「写真の部」で「特選」と「総

務大臣賞」のダブル受賞となっております。 

  また、昨年６月号の発行の表紙写真、これは「太田地域の春のイベントで、草を食べ

るポニーとそれを見つめる子ども達」の写真でありますが、今年の全国広報コンクール

の秋田選考審査で、県代表に選ばれております。 

  このような一定の評価に加え、昨年７月及び８月の大雨の際には、ホームページやフ

ェイスブック、コミュニティＦＭラジオを通じて、避難情報や災害情報等の発信を行っ

ております。 

３番のチェックの欄の、問題と課題でありますが、現在はスマートフォンの普及でイ

ンターネットメディアと市民生活との関わりが深まっていることから、紙物を主とした

広報活動から脱却し、市民ニーズに応えられるインターネット等の情報発信の形式が必

要になってきたと認識しております。 

４番のアクションの欄の、今後の方向性と平成３０年度の事業概要になります。 

広報だいせん「だいせん日和」につきましては、これまでどおり、毎月１日発行の通

常版と１６日発行のお知らせ版を全戸配付していきます。 

ただし、予算上においては、通常版の平均ページ数を前年度より若干減らして３０ペ

ージに、お知らせ版も同様に８ページにするほか、お盆の時期にあたる８月と、お正月

の１月については、通常版とお知らせ版を一緒にした合併号として、それぞれの月の１
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日に発行する印刷経費としております。 

この変更によりまして、３０年度予算額が前年度より約４４０万円削減となったもの

であります。 

一方、コミュニティＦＭラジオによる行政情報番組の放送につきましては、前年度同

様「ＦＭはなび」の番組の中で、１日３回、タイムリーな情報を放送することとし、こ

れに要する委託料を予算計上しております。 

最後に、３０年度の方向性でありますが、市のホームページやＳＮＳのようなインタ

ーネット媒体のほか、コミュニティＦＭラジオを活用した情報発信を、今後もっと推し

進めつつ、広報紙のスリム化と充実した紙面づくりを図っていきます。一層、市民の皆

さんのライフスタイルにあった行政情報の発信に努めてまいります。 

 次に、２－２ページをご覧願います。 

  継続事業になります「非核平和都市宣言経費」であります。 

  中学生と高校生を被爆地広島に派遣する「非核平和レポーター派遣事業」や「平和標

語コンクール」を実施する事業になります。 

  予算額は、前年度より１１万円少ない、６７万９千円になります。 

 １番の欄の、事業の目的になりますが、市民が戦争の悲惨さや平和の尊さを学んだり

考えたりする機会をつくり、平和を願う精神を後世に伝えるものであります。 

 ２番の欄になりますが、これまでの事業の実績を、３つの表にまとめております。 

  １つ目は、中学生と高校生を被爆地である広島に派遣し、平和について学んでもらう

「非核平和レポーター派遣事業」であります。 

  平成１９年度から実施している事業で、１１回の実績がありますが、表には２５年度

から２９年度までの５カ年分の派遣人数を記載しております。 

  毎年、募集定員を６名としておりますが、学校推薦を受けた応募生徒全員を、広島に

派遣しております。 

  特に２９年度は、これまでの最多となる１４名の中学生を広島に派遣しております。 

  ２つ目は、平和をテーマとした標語を募集する「平和標語コンクール」であります。 

  ２５年度から実施している事業でありまして、５カ年の応募点数を表にまとめており

ます。 

  ２９年度は、これまでの応募数を大きく上回る１，６５２点の作品が寄せられました。 

  ３つ目は、広島に派遣したレポーターの体験発表や平和を願う講演などを実施してい
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る「平和祈念集会」であります。 

  表には、２５年度からの参加人数をまとめております。 

  中学生の参加が大部分を占めておりまして、２７年度と２８年度は４５０人でありま

したが、２９年度は３００人と、前年度に対し３分の２の参加者に減少しております。 

 次に、３番の欄の、問題と課題であります。 

  「平和祈念集会」につきましては、当初は「非核映写会」と「広島派遣レポーター発

表会」を組み合わせた集会でありましたが、平成２２年度から名称を「市民平和の集い」

として開催してきました。 

  ５年間、続けて開催してきましたが、一般市民の参加者が年々減少してきたことから、

２７年度に参加者のターゲットを中学生と高校生にしぼり、名称を「平和祈念フォーラ

ム」に変更して、大仙市内を中央、東部、西部の３カ所の持ち回り開催してきたところ

であります。 

  しかしながら、昨年、学校側から「授業時間数の増加や学校祭、あるいは避難所開設

訓練などの行事が行われる関係で、今後は平和祈念フォーラムに生徒を参加させること

が難しい状況になった」と伺いました。 

  こうしたことから、「平和祈念フォーラム」の開催について、再度、開催方法の見直

し、あるいは実施の有無などについて、検討が必要になったところであります。 

 最後に四番の欄になりますが「非核平和レポーター派遣事業」と「平和標語コンクー

ル」については、引き続き、３０年度も実施していきます。 

  ただし、「非核平和レポーター派遣事業」の募集対象者につきましては、教育委員会

のお話しによりますと、「平和に関する授業は中学校３年生になってから始まる」との

ことであったことから、これまでの中学生と高校生としていたものを、３０年度からは、

中学校３年生と高校生に限定した６名に変更して募集を行う予定であります。 

  一方、「平和祈念集会」につきましては、中学校生徒の参加が難しくなった学校等の

状況を考慮しまして、３０年度の開催は見送ることとし、新たな形による開催について  

協議・検討する年度とする予定であります。 

  次に、２－３ページをお願いします。 

  継続事業となります「行政評価推進経費」であります。 

  予算額は、前年度より、７万６千円少ない、４０万７千円になります。 

  一番の欄の目的になりますが、市民の行政に対する意見や意識を、郵送アンケートに
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より調査・分析し、市民目線で客観的に施策・事業を検証することで、効果的かつ効率

的な市政運営を行い、市の施策・事業を市民に周知、説明することとしております。 

 二番の欄の実績になりますが、平成１８年度から実施している「市政評価」は、市民

意識の変化を捉えることで、施策の効果や方向性を検討する資料として活用しておりま

す。 

  また、２８年度からは、新たに「個別事業評価」も実施しておりまして、「市政評価」

では把握できなかった、より具体的な個別事業の評価・要望について、調査・分析し、

事業の見直しなどの参考にしているところであります。 

  表には、過去３年間の調査票の回収状況を記載しております。年度欄のマル数値は、

①は市民評価、②は個別事業評価を表しております。 

  ２９年度は、どちらの調査も１８歳以上の市民を対象に、性別、年齢、地域のバラン

スを考慮しながら、無作為に抽出した１，１００人に、郵送でアンケート調査を依頼し

ました。回収率は、５０パーセントを超える結果になっております。 

  回答を分析した結果としましては、重要度が高く優先的に取り組む必要がある分野の

事業としては、「雇用・就労」「商工業」「公共交通」「子育て」等の支援事業があげ

られます。 

 四番の欄の今後の方向性になりますが、平成３０年度も引き続き、「市政評価」と「個

別事業評価」を行うことにしております。 

  特に、老松市長が誕生してから１年が経過しますので、各種分野における、市民の行

政に対する意識の変化等を捉えたいと考えております。 

  実施時期は、どちらの調査も５月を予定しており、郵便でアンケート用紙を発送いた

します。 

  次に、１つ飛びまして２－５ページをお願いします。 

  拡充事業になります「コミュニティＦＭ関連事業費」になります。 

  予算額は前年度より４，８４８万６千円少ない、７２６万９千円になります。 

  減額の理由としましては、これまで進めてきたラジオ電波中継局のハード整備が２９

年度で終了し、３０年度は施設設備の維持管理経費が主な予算になったことによるもの

です。 

  財源内訳につきましては、その他として、放送運営会社のＴＭＯ大曲から、光回線使

用料としていただく５４万３千円を計上しております。残りが一般財源になります。 
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 １の欄になりますが、地域密着の情報発信、地域の活性化、災害時の情報発信を目的

に、平成２７年にコミュニティＦＭの「ＦＭはなび」を開局し、ラジオ放送をしており

ます。 

  これまで整備してきた親局並びに６つの中継局、合わせて市内７カ所から、安定した

電波で放送できるよう、施設の維持管理を進めていくものであります。 

 ２番の欄の実績になりますが、平成２７年度はスタジオと親局、それに２カ所の中継

局の整備をしており、２８年度と２９年度もそれぞれ２カ所の中継局整備を行っており

ます。 

  これにより、受信エリアのカバー率は９５．７パーセントになっております。 

  また、各地のイベントをラジオ中継したり、大曲の花火競技大会の実況生中継なども

行ってきました。 

  このほか、豪雨や台風、地震などの自然災害発生時には、注意喚起や避難情報を放送

し、市民の安全安心の確保に努めております。 

 ３番の課題としましては、山間部にお住まいのラジオ電波を受信できない世帯に対す

る対応や、放送運営会社での、市民に親しまれる番組づくり、あるいは広告収入を確保

する営業活動の強化があげられます。 

 最後に、４番の欄の、３０年度の事業概要でありますが、これまで整備してきたスタ

ジオや電波送信の親局、６つの中継局の維持管理を行っていきます。 

  また、新規事業としまして、ラジオ電波が受信困難な世帯に対し、市販の簡易アンテ

ナを購入、または屋外に外部アンテナを設置した場合に、上限を２万円として経費の２

分の１を市が補助する制度を新たに導入します。 

  予算総額は２０万円でありまして、防災ラジオの普及と併せ、ラジオ放送の難聴世帯

の解消に取り組んでいきます。 

  次に、この資料の最終ページになります、２－１８ページをお願いします。 

  継続事業になります「（仮称）花火伝統文化継承資料館等整備事業費」になります。 

  予算額は、前年度より１億５，１８３万１千円少ない、３億６，１４０万５千円にな

ります。 

  財源内訳については、国庫支出金は、社会資本整備総合交付金として９，１１３万６

千円、県支出金は、あきた未来づくり交付金として５，３９０万円、市債は、合併特例

債として１億８，３９０万円、残りが一般財源となっております。 
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 この事業は２９年度及び３０年度の２カ年にわたる事業として、２９年度に継続費を

設定しているものであります。 

  ご覧いただいている事業説明書の内容につきましては、議案第３６号の平成２９年度

一般会計補正予算（第１４号）でご説明した事業内容と同様のものでありますので、詳

細については割愛させて頂きます。 

  なお、補足としまして、４番の欄の下から３行目に記載してあります、３０年度のス

ケジュールの中の「資料館オープン（８月）」と記載しておりますが、３０年度予算の

中には、８月５日のオープンを目指し、椅子や机、ロッカー等の備品購入や、施設パン

フレットの印刷代、オープニングセレモニー開催に係る経費などを含んだ予算となって

おります。 

 また、下から２行目の「勤労青少年ホーム」の解体工事にかかる経費でありますが、

２９年度予算で解体の実施設計業務を発注しているところであり、工期は今月２０日と

なっております。 

  その成果品の金額を精査した上で、解体工事の経費につきましては、次回定例会の６

月補正予算に計上し、ご審議頂きたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

  続きまして、これまで申し述べました「主な事業」以外の予算につきまして、ご説明

申し上げます。 

  お手元に配付されております「平成３０年度当初予算概要企画産業常任委員会」資料

の１ページをご覧願います。 

 はじめに、ナンバー２の科目名が「日本広報協会負担金」でありますが、公益社団法

人日本広報協会への負担金として、２万４千円を計上しております。 

 次に、ナンバー３の「企画管理費」は、企画部内における共通の事務経費のほか、総

合政策課の業務にかかる事務経費として、１０１万４千円を計上しております。 

 次に、ナンバー７の「地方創生推進経費」は、総合戦略推進会議にかかる経費や地方

創生の事務にかかる経費を合わせ、４９万９千円を計上しております。 

次からは、各種団体に対する負担金であります。 

ナンバー８は「秋田県山村・過疎地域振興協議会負担金」として、１７万円。 

ナンバー９は「玉川ダム周辺整備促進協議会負担金」として、８千円。 

ナンバー１０は「秋田岩手地域連携軸推進協議会負担金」として、８万円。 

ナンバー１１は「西仙北スマートインターチェンジ地区協議会負担金」として、１０
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万円。 

ナンバー１２は「大曲仙北広域市町村圏組合事務費負担金」として、５，４３５万４

千円を計上しております。 

次からは、統計調査にかかる経費であります。 

ナンバー１３は「統計調査事務費」として、５万円。 

ナンバー１４は「学校基本調査経費」として、２万６千円。 

ナンバー１５は「工業統計調査経費」として、５８万９千円。 

ナンバー１６は「秋田県年齢別人口流動調査経費」として、９万円。 

ナンバー１７は「経済センサス調査経費」として、２５万４千円を計上しております。 

次のページになりますが、ナンバー１８は「農林業センサス経費」でありまして、平

成３２年２月に実施する農林業センサス調査の準備事務費として、６千円を計上してお

ります。 

ナンバー１９とナンバー２０は、予算計上していない廃事業であります。 

ナンバー２１は「住宅・土地統計調査経費」でありまして、５年に一度行う国の基幹

統計でありまして、今年１０月に調査を行うものであります。 

市内２００の調査区を設定し、およそ３，４００世帯を対象に行う統計調査の事務経

費として、５９５万１千円を計上しております。 

 以上が、「主な事業」以外の予算につきまして、ご説明申し上げました。 

 これをもちまして、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」のうち、総合

政策課が所管する事業につきましての説明を終わります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

  説明が終了いたしました。これより質疑を行います。質疑のある方はどうぞお願いい

たします。はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） コミュニティＦＭ関連経費についてですけれども、このＦＭのカ

バー率９５．７パーセントということは、まず４．３パーセントが聞こえないというこ

とだっすよな。これ、全然聞こえないの、それとも難聴だが、どっちだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） ご質問にお答えします。 

  このカバー率の算出なんですけれども、すべての世帯を１軒一軒調査して、聞こえる
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聞こえないどが、そういうかたちで調査したものでなくて、送信所からのエリアを机の

上で計算したようなかたちになっております。専門家によります、計算上によりますと、

やはり山があったりとか、障害物があって、その裏は聞こえないとか、そういうエリア

がどれくらいあるがというのを調べた結果、約４％強のところがいまだに聞こえない部

分になっているというふうなかたちになっております。ですので、もしかすれば、この

聞こえないというふうに設定されているところでも聞こえる場合もありますし、逆に聞

こえるというエリアでも、建物が高断熱高気密の家でなかなか聞こえない場合とか、そ

ういう個々の事情があって聞こえないという場合もあります。この数値というのは、あ

くまでも専門業者によります精査した結果の試算でありますので、その辺をご理解いた

だきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

○２７番（橋村 誠） それは分がるんだども、要は聞こえないところって大体山の方な

ねが。一番災害の起きやすいんたところだべ、実際のところな。そのための、外部アン

テナつけで、ということ書いでらっけども、要望ってあるもんだが。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 要望は実際ありましたけれども、それがかなり多いわけ

ではなくて、たまたま家（うち）は聞こえないよというのは、声は届いております。そ

れもやはり、先ほど言いましたとおり聞こえるエリアになっている方でも、建物の事情、

平場なんですけれども隣に大きい障害物があるとか、建物の構造上の関係があると思う

んですけれども、聞こえないというのがありまして、それにつきましては、簡易的なア

ンテナを付けて解決する場合もあるはずなので、それから逆にもうちょっと大仕掛けな

外に出してやらないといけないという場合もあるというふうに見込まれますので、それ

を購入した方に対しまして補助するというのを新たに制度を今年度、４月１日からはち

ょっとできないんですけれども、いろいろ精査をし、それから皆さんに周知をしまして、

一定の時期になりましたら、その制度を行いたいというふうに思っております。ですの

で、その聞こえる聞こえないというのは、個々の世帯によって条件が違うと思います。 

○委員長（秩父博樹） はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） いずれ聞こえないどがって、一番災害が起きた時に、避難どがっ

ていう指示がさねばだめだどごだども、聞こえないというところ多分多いと思うんだよ

な。そこのところちょっとこう、いずれそういうところはある程度チェックしておがね

ば、いざという時にということあるもんだがらよ、そこのところチェックした方がいい
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ような気がする。 

○委員長（秩父博樹） はい、部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 我が家の話と、集落的に入らないところ、把握できてるわけ

なんですけれども、我が家の場所はシュミレーション上、聞こえるエリアなんですけれ

ども、実際は入らなかったということで、ラジオ買っても、貸与でも入らなかったとい

う実例なんですよ。それでＮＨＫアイテックさんという施工業者来て、フィーダー線を

やって、外に出してもやっぱり入らないんですよ。外に通常のアンテナ建てる場合に４、

５万掛かるというというところで、限度額を半額とみて２万円に設定したという経緯で

あります。フィーダー線の場合は多分何千円で、Ｔの字のやつを外さとか内さ貼ればで

きる家（うち）あると思います。それとこれやった段階から１００パーセント、このエ

リアをカバーするとなれば、また数億くらい、光ケーブルを敷いていってやらなければ

できないという地域が出てくるので、やっぱり防災組織を利用しながら、防災組織のト

ップの方に連絡して同じ状況を瞬時に防災組織の方に伝達しなければできないシステム

を作らないといけないのかなという、ラジオで放送している内容を防災組織の方に伝え

て、防災組織上からカバーしてもらうという考え方でなければ、市民全員という話にな

らないかと思います。そういったところで、今年、補助と含めて、これ防災課との連絡

調整しなければできないんですけれども、やっぱり調査というのはなかなか難しくて、

全市のエリアの外、入らないところの調査ってなかなか難しくて、ラジオを一旦貸与し

ないと、入るのか入らないかも分からないし、そういった調査で、我々も調査したいん

ですけれども、困難を極めたという過去の経緯があります。そのエリア上、シュミレー

ションでやってますので、その地域では丸をやれば何集落もなるし、その集落の中にも

入る入らないということで、その調査が難しいという点で、まず入らない地域、渡邊議

員のところで、船沢という集落なんかはまったく、集落単位で入らないので、それを例

えば光ケーブルでもっていって、例えばその電柱になんらかの周知の方法を取るとすれ

ば、何千万、何億掛かってしまうという現状もありますので、そういったところをやっ

ぱり防災組織からクリアできればなというところで、今年度防災課とよく詰めていきた

いという、連携を取りながらいかなければできないのかなというふうに思っております。 

  スマホは地域も入ってますので、私もアプリで見てる方なんですけれども、そういっ

たものも活用できるとか、いろいろな手法を考えていかなければできないのかなという

ふうに思っております。 
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○委員長（秩父博樹） 他にございますでしょうか。はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） そのコミュニティＦＭの話だども、我々なば車さ乗ったどぎどが

しかちょっと聞がねわげだども、ずっとかけて聞いてる人の話によると、好評につき再

放送だって流されて、なんかそれが何回も流れてきて今度日にちがずれて、最初に断っ

てるらしども、日にちがずれてるっていうんだよな。それをああやって再放送だってや

られでも、聞いてる人がなんか飽ぎでくるっていえばいいんだが、なんか他のことでき

ないのかなということもちょっと言われたので、そのあたりはなんと考えているっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 番組内容につきましては、議員おっしゃるとおりであり

まして、そういう声はうちの方にも届いております。クレームという訳でないんですけ

れども、そういう番組構成については、うちの方にも届いておりまして、どうしても今

のＦＭはなびにつきましては、すべてを自分たちの番組で、それも生放送でできればい

いんですけれども、やっぱりできない状況がありますので、そういうものにやると、や

はり番組を他から借りてきて放送する、若しくは、自分たちで作った番組をやっぱり再

放送するというものも考えられますので、その手法をとってるわけですけれども、その

再放送の時にやっぱり事前には「いついつ収録、放送したものです」というふうにお断

りはしてるんですけれども、途中からやっぱりぼっと聞けば、あれこれなんだべという

ふうになるのは当然だと思います。その辺のところの、そういう番組の中での不都合が

ないような形の再放送なりはしていきたいなというふうに、放送を作る方でも考えてお

りますので、そういう声がうちの方に来たことを番組をやっている会社の方、株式会社

ＴＭＯ大曲というところなんですけれども、そのスタッフの方にも伝えておりますので、

前よりは若干改善されているというふうに認識しております。更なる、皆様に誤解のな

いような番組作りを頑張っていくはずですので、なんとかご理解をお願いします。 

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） おらだも他のよ、横手だどが、湯沢だどがって、それから秋田ど

がって入ってくるがら、どういうふうにやってるのがなって聞いでれば、それぞれ共通

したもので流してるどが、音楽番組流してるどがということ聞こえてくるがらっしよ、

そういうもの一応番組さ組入れてもらいながらやってもらえば、確かに好評につき再放

送してることだべども、そのあたり例えば、店さ行ってずっと流している人たちの話を

よく聞くんだっしよな。せば、またこれがどがってなれば、止めるにも止めらいねって
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いうんだよな、お客さん来たりするがら。そのあたりちょっと言われだったもんだがら。

なんとが、番組作ってる方でもかなり難儀してるど思うども、よろしくお願いします。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） この地方創生推進経費の中で、大仙市総合戦略推進会議。これは

どういうメンバーになってますか。これはせば総合計画を作る会議が。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） この委員につきましては、先に、まち・ひと・しごと創

生総合戦略というのを大仙市も作っております。それに対する内容取り込みの審議、そ

れから進捗状況を管理する、審査していただく委員の構成になっております。これにつ

きましては、市内の各種団体、若しくは学識経験者、それから様々な市民代表とかです

ね、そういう委員構成を持っている団体になっております。組織している委員になって

おります。それから、県の方からも参画している団体でありまして、毎年度先ほど言い

ました総合戦略につきましての取組み状況をお話しまして、より進めやすいアドバイス

なり、問題点につきましては、改善方法を伺っているという審議会になります。委員は、

２３人になります。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） これは総合計画を作るどがでねぐ、今ある計画が順調にいってる

が、いってねがの、チェックするっていうが、順調にいってね場合はこういうふうにす

ればいいんでねがっていう、そういった会議だわけだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） そういうご提案もいただいてもらってる会議になります。 

○委員長（秩父博樹） ほかに。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） ちょっと的外れな質問なろうかと思いますが、この広報の件だけ

れども、毎月１日と１５日ですか、我々行政協力員に配っているわけだけれども、広報

そのものを配るやつは当然然りだけれども、あまりにも広報以外の印刷物がくるんだっ

しよ。例えば、駐在所だより、学校だより、それから公民館ど支所どのダブった同じ内

容の紙、そういったものって、もう少し整備してよ、ダブらねように、みんなそれぞれ

自分たちの課っていうか、自分たちの持分で広報と一緒に渡したいという気持ち分から

ないわげでねんだけれども、例えばこれがら春の防火週間ていえば、消防署関係、それ

から支所、公民館がらも春の防災関係のチラシ、３枚同じ内容。それから、秋なれば、
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同じ秋の防火週間もそのとおり。そして、ワラ焼けば駄目だというチラシも同じチラシ

３枚も。こういったことってもう少しお互いに同じ大仙市内で、庁舎内で、市役所の中

にいで、もう少し整備してやって、紙代だって莫大なものなってるもんでねっしか、こ

れ。どこがでじぇんこ出して、みんなそれぞれの所管の分で予算要求してるべどもよ。

これって配る方も大変なんだよな。したがら、これもう少しきちっと整理して、あんた

方政策課の方ではよ、広報しか出してねがもしれねけれども、支所関係、それから数の

間違い、これは業者任せだって言うっけがら、これってもう少しなんとがならねのがな

って本当思うんだっしよ。実は俺もその行政協力員、おらほの集落ちっちぇがら、やっ

てけれっていうごどだがら、俺もボランティアと思ってやってるんだども、中身見るお

んたすぐ捨てねばでぎねんたやつなんめもある。紙もったいね、ほんと。どごがの担当

なるがわがんねけれどもよ、もう少し横の連絡取ってやってもらわなければ、紙代だっ

て莫大なもんだっしよ、これ。して、紙代は当然支所の管内の文房具屋がらどが調達し

てるど思うども、せば文房具屋でこういったごど言えば大変クレーム来るかもしれねけ

れどもよ、ただもう少し調整さねばでぎねなでねっしか。そこあたりなんと思ってるお

んだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、五十嵐部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 私も大曲地域の行政協力員会議に出席する関係上から答弁さ

せていただきます。 

  同じ意見が、どこの地域も、多分９割９歩同じ意見が多いです。ただ、原課の方に言

わせますと、例えば広報で周知してるんですけれども、やっぱり紙ベースでないとちょ

っと詳細分からないということで、重複があるというところだようです。確かに、議員

おっしゃるとおり、もっと簡素化で連絡調整すれば、裏面と表面で各課、例えば表面が

Ａ課で、次のところＢ課であれば、削減になるんだけども、その連絡調整がなかなか難

しいというところと、広報に入ってくる、広報では、我々総務課サイドに言わせれば、

市の事業以外は駄目ですよという話で、区切りを線引きしているそうです。ただやっぱ

り、消防関係どが、市民の暮らしになんとがどが、福祉さなんとが、講演会だどがって

言えば、配らざるをえないという状況なようです。この問題は、多分何年来話しされて

る、協議なので、我々も気はつけていくんですけれども、そういったところで、総務課

がよく答弁されておりますので、なんとかご理解と、我々の方も気をつけながら、Ａか

Ｂか、裏表だったりしなければできないということも承知しておりますので、なんとか
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そういったことはクリアしていかなければできない問題だとは承知しておりますという

答弁に代えさせていただきます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） あなたの言ってることわがるよ。 

  俺の言ってるのは、同じ内容の文書出すべきでないと言ってるなだ、俺。別々であれ

ばよ、公民館の講演会活動の分はこれだと、それからこの分はこれだと、それは何枚で

も３枚でも５枚でもいいけれども、例えば今言ったように、防火週間の、明日から防火

週間始まりますよって、消防署も出してれば、公民館も出してよこせば、そんたに必要

ねべって言ってるなだ、俺。もう少しなんとがならねのがなと。そういったことやらね

代わりに、広報紙の方グレードアップするどが、なんかもっと方法あるんじゃねえのが

なと思うんだ、常に。本当に見れるもんであれば、それは当然値あるよ。もう、見ねう

じがらこれだよ、みんな。古紙いぎだ。 

  今も気を付けでるべども、これはもう少し協力に推進してもらわなければ、経費の節

減もねど思うんだ。実際にやってみれば、本当馬鹿らしいよ。市役所の職員はみんな自

分の持ちでよ、こうやれば、あとそれで責任果たしたと思うたって大間違い。受ける方

なば、まったく評価してね。ひとつ、気をつけていただきたいということ。 

  それから、さっきのラジオの話だったんだども、当然、防災組織あるどごに１台ずつ

こう、これはこれど若干違うかもしれねけれども、配ってもらったわけだけれども、さ

っきの難聴の地域もわがらねわげではねども、難聴の地域ほど、逆に災害起こるところ

なんだよね。逆に言えば。平場なば、ほとんど災害起ごらねし、難聴な地域ほど、災害

起こる危険度高いところだがら、そういったところをきちんと聞こえるように、ラジオ

を配布するのは防災課だがもしれねけれども、聞けるためにやるのがあんた方の仕事だ

べがらよ、そこあたりもう少しこう、いろいろそのなんだ、手順ていうが、システム的

なものよくわがんねけれども、そこあたりもう少しこう、ということひとつと。防災組

織さ、たった１台しかきてねがら、例えば集会所とか、避難所、設置するんだども、実

際には我々も携帯さ入ってくるごどだがら、大体わがるどいいながら、やっぱり防災は

基本的に、防災の組織の長なってる人間にも配布するべきでないのがなと、避難場所さ

行って、初めて、その防災ラジオが活用できるいじであって、長も知らねで、集会所さ

行って、こうだの、ああだのって言えば、長なんてな、意味っていうが、意味もねぐな

ってしまうし、そこら付近を防災の方ともう少し連携を蜜にしてもらえればなと。 



- 32 - 

この２点、ひとつ、よろしくお願いします。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 議員からのすばらしいご提言ありがとうございます。 

  おっしゃるとおりだと思います。防災ラジオの配布にあたってですね、今回も昨年の

災害があったことによりまして、ＦＭラジオの情報発信なり、インターネットの情報発

信なりもやったんですけれども、今回の配布しているラジオも聞こえない場合には、ア

ンテナの補助しますというのも含めましてですね、今度は市販のもの、一般の皆さんが

持っているラジオでも、聞こえない部分についてもアンテナなんかを買った場合は補助

するというふうな仕組みにしております。 

  今回の新たな補助というのは、防災ラジオだけのアンテナの補助でなくて、皆さんが

持っているラジオ、それから市販のラジオを買った場合でも、どうしても家さもってき

たば聞こえねっけなという場合でも、補助の対象にするようにしております。そういう

救済方法が一つと。それから、どうしてもラジオが聞こえなくて、いざという時には、

やはり人的な、さっき言いましたとおり、集落の代表なり、そういう担っている人方が、

人が１軒一軒回ってあったりというのは、有効な手段だというふうに考えております。

そういう人に対しましても、先ほどご提案の、そういう人に対してまず防災ラジオ配布

するのがいいんでないがというのは、私もなるほどと思いますので、防災課の方には、

このことについては、お伝えしておきます。 

  それから、スマートフォンのアプリなんかも、現在は主流になって使われております

ので、その辺のところも含めましてですね、やっぱり大仙市としても安全対策に対して

は、気をつけていきたいと思いますので、また新たなアイデア、ご指摘がありましたら

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 基本的に、縦割り行政っていうが、例えば今の広報紙の件も含め

てだけれども、横もきちんと、自分たちの持分を守ればいいなんていうんでねくて、調

整会議っていうか、そういったものやってるど思うがら、そこら付近できちんと書く部

長と、ちゃんとやってると思うんだけれども、お互いに横の連絡取っていかなければ、

今みでんたこと解決でぎねど思うだっしよ。そこあたり、なんとがよろしくお願いしま

す。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 
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          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  ここでお昼のため休憩したいと思います。再開は午後１時でお願いいたします。 

          午前１１時５７分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

○委員長（秩父博樹） それでは休憩前に引き続き、審査を再開します。 

  つぎに、まちづくり課所管の説明を求めます。高橋まちづくり課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） それでは、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計

予算」のうち、まちづくり課所管の歳出予算について、お手元の企画部「主な事業の説

明書」に基づいて、ご説明をさせていただきますのでよろしくお願いします。 

 事業説明書の２－４ページをお願いします。 

  はじめに、歳出２款１項１０目１３事業「ふるさと納税制度関連経費」についてであ

ります。 

  平成３０年度当初予算が１，３３９万７千円、前年比１，０１８万７千円の増額とな

っております。 

本事業は、ふるさと納税制度の周知及び浸透を図り、大仙市をふるさととし、応援し

ようとしてくださる方々から広く寄附金を募ることを目的としております。 

これまでの実績と成果につきましては、首都圏ふるさと会総会や首都圏ＰＲイベント

等でのＰＲ活動を実施したほか、２８年１０月より、専用ポータルサイトへの掲載を行

い、インターネットでの申し込み、入金方法につきましてもコンビニ決済クレジットカ

ード決済を導入したところであります。同時に、返礼品の拡充を行い、寄付額に応じて

大仙市産特別栽培米、市内蔵元のお酒を送付しております。 

  更に、２９年１０月からは専用ポータルサイトの追加や「大曲の花火おもてなしツア

ー」を含む返礼品の拡充を行っております。 

寄付の状況につきましては、２９年度の途中経過でありますが、１月末時点で、４４

５件、金額で２，７９７万４千円と過去最高となっております。２８年度との比較を見

てみると、３４０件、１，８８７万９千円の増となっており、新たなポータルサイトと

の連携や返礼品の拡充の効果が現れたものと考えております。 

問題・課題につきましては、返礼品の拡充は、特産品のＰＲと寄付金の受け入れ増に

つながることが期待できることから随時検討図る必要があること、また、首都圏のイベ
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ント等において、ふるさと納税の更なるＰＲが必要と考えております。 

今後の方向性と３０年度事業概要につきましては、返礼品の送付を市のＰＲのツール

として、物産開発や観光推進に結びつく取り組みを進め、更なるＰＲと寄附の受け入れ

増を目指し、インターネットによる申し込みと返礼品の送付を継続しながら、更なる拡

充に取り組んで参ります。 

また、ふるさと会総会や企業懇話会等、様々な機会を捉えＰＲに努めて参ります。 

  本日、別添の配付の資料は、現在の返礼品のリストでございます。１万円以上の寄付

でもらえる価格帯から順に、最後のページにあります５０万円以上の寄付でもらえる花

火のおもてなしツアーまで、現在送付している返礼品のリストを載せてございます。 

 次に、事業説明書は、２－７ページになります。 

１１目１１事業「地域振興事業費（地域枠予算）」についてであります。 

  平成３０年度当初予算が８，９５２万円、前年比３，４５２万円の増額となっており

ます。 

なお、特定財源として、全額、地域振興基金繰入金を充当することとしております。 

本事業は、地域の活性化を図るため、各地域協議会との協働により、地域の課題解消

に向けて、住民と行政との協働のまちづくりを推進することを目的としております。 

これまでの実績と成果につきましては、各地域において工夫を凝らした特色ある事業

が数多く実施され「市民と行政の協働によるまちづくり」が進められております。 

  また、平成１８年度の制度開始時には市全体で７６．１４パーセントであった執行率

が、平成２８年度では８８．８５パーセントと増加しており、住民への周知が図られ活

性化に繋がっております。 

 問題、課題につきましては、地域枠予算の趣旨から逸脱しないよう事業実施に努めて

おりますが、特定の類型に偏る地域も見受けられております。また、事業がマンネリ化

にならないよう助言する仕組みづくりを２８年度から実施しており、事業運営への反映

を徹底させる必要があります。 

 今後の方向性と３０年度事業概要でありますが、本事業は開始から１０年以上経過し、

市民の方々にも認知されておりますが、より広い活用が望まれていることから、平成３

０年度からは新たなメニューを加え、更なる地域の活性化に努めてまいります。 

  なお、これまでⅠ型・Ⅱ型・Ⅲ型といった類型でありましたが、より分かりやすくす

るため、それぞれ「行政主導型」「市民協働型」「市民主導型」と改めております。 
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  また、新たなメニューとして、市民自らが理想とする地域づくりを進めるための組織

づくりから活動拠点整備などを支援する「ひとづくり・ものづくり応援」として、補助

率１０分の９、３０万円を上限とし、地域づくりに取り組む組織化を支援する「ひとづ

くり応援事業」、５００万円を上限とし活動に必要な施設整備や新たな事業への取り組

みを支援する「ものづくり応援事業」を実施するほか、「地域イベント応援」として、

これまで観光交流課で所管しておりましたイベント補助金を「地域枠予算」に所管換え

をするものであります。 

  また、各地域への予算配分につきましては、２９年度予算の配分額に、更に大曲を除

く７地域に各３００万円を配分することとし、各地域の「イベント補助金」と「ひとづ

くり・ものづくり応援補助金」合わせて総額８，９５２万円となっております。 

事業説明書は、２－８ページとなります。 

  次に、１４事業「地域交通対策事業費」についてであります。 

平成３０年度当初予算が７，９６４万７千円、前年比７７１万円の減額となっており

ます。 

なお、特定財源として、秋田県生活バス路線等維持費補助金１，３３７万３千円、市

町村有償運送使用料６２万８千円、コミュニティバス車内放送広告料１２万７千円を充

当することとしております。 

 本事業は、各地域の実情に沿った交通システムの運行を行うとともに、これまで実施

してきた交通対策事業の検証を行い、交通弱者の足の確保と市民生活の更なる利便性の

向上を図ることを目的としております。 

 これまでの実績と成果につきましては、路線バスの維持をはじめとし、これに連結す

る地域内支線を市が運行することで、最低限の生活環境基準に対応した住民の足の確保

に努めてまいりました。 

 問題、課題につきましては、路線バス利用者の減少が続いており、バス事業者におい

ても運行の効率化を図っておりますが、今後は国や県との連携による支援が必要となっ

ております。 

  また、市の交通システムの経費が増加傾向にあることから、利用者ニーズに対応しな

がらも、経費の削減に向けた取り組みが課題となっております。 

 今後の方向性でありますが、第３期計画に基づき、多様化する利用者ニーズを把握し

ながら、運行の見直し等も含め交通対策を検討・実施してまいります。 
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  事業の概要につきましては、コミュニティバス、循環バス、乗合タクシー、区域型乗

合タクシー、市民バス、それぞれの運行に加え、中仙乗合自動車の利用助成、免許返納

者の優遇制度などの各事業を実施するものであります。 

  ２－９ページには市の地域公共交通システムを地域別・運行形態別にまとめたものを

載せてございます。 

  また、本日配付の大仙市地域公共交通マップでありますが、地域公共交通活性化再生

協議会において作成したものであり、地域毎の路線の紹介と、裏面には路線図を載せて

おります。この交通マップにつきましては、３月１６日に全戸に配布することとしてお

ります。 

 次に、事業説明書は、２－１０ページとなります。 

  １５事業「小規模・高齢化集落等コミュニティ対策事業費」についてであります。 

  平成３０年度当初予算が１，９５６万円、前年比６９５万４千円の増額となっており

ます。 

なお、特定財源として、小規模集落コミュニティ対策事業債、３２０万円を充当する

こととしております。 

 本事業は、人口減少・少子高齢化等を背景に集落のコミュニティ機能が急速に失われ

つつあることを踏まえ、小規模集落・高齢化集落等における現状と課題を把握しながら、

コミュニティ機能の再生・維持・活性化につながる支援策の検討・実現を図ることを目

的としております。 

 これまでの実績と成果につきましては、小規模・高齢化集落等コミュニティ対策会議

からの提言書を基に、集落支援員の導入や次世代地域リーダー育成セミナーなどの実施

により、集落の活性化や次のリーダーとなる人材の育成が図られております。また、地

域おこし協力隊を採用し、新しい視点での地域活性化に取り組んでおります。 

 問題、課題につきましては、大仙市においても人口減少・少子高齢化は進んでおり、

継続的な集落支援が求められております。 

また、地域によっては活性化を促す若者や行事に参加する人が少なくなっていること

から、人材の発掘・育成を継続的に行う必要があります。 

 今後の方向性としては、集落支援員の配置や地域リーダーの育成など集落支援を継続

的に実施するとともに、地域おこし協力隊３人の増員による地域活性化の取り組みを強

化してまいります。 
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平成３０年度の事業の概要としては、集落支援員による支援、次世代地域リーダー育

成セミナーの開催、小規模・高齢化集落等コミュニティ対策会議による集落支援策の検

証・評価、地域おこし協力隊の増員による大仙市の魅力発信や移住・定住の促進活動、

集落の維持・活性化に取り組むこととしております。 

事業説明書は、２－１１ページとなります。 

  次に、２２事業「地域の魅力再発見事業費」についてであります。 

  平成３０年度当初予算が８６８万９千円、前年比１，６８２万９千円の減額となって

おります。 

なお、特定財源として、全額、地域振興基金繰入金を充当することとしております。 

 本事業は、地域の魅力を再確認し、住民と協働の地域づくりを推進することを目的と

し、地域からの意見をもとに、地域資源を活用した事業を住民と行政が協働で実施する

ものであります。 

 これまでの実績と成果につきましては、平成２７年度から各支所毎に設置された地域

活性化推進室を中心に、地域住民との協働で地域独自の事業が実施され、地域の活性化

やコミュニティの創出が図られるとともに、地域活性化の意気込みや地域イベント等の

後継者育成につながっております。 

 問題、課題につきましては、今後は他の団体との連携や交流が必要と考えております。 

また、事業を継続していくにあたり、最終的には地域団体が主体となることを目標と

しておりますが当面は市の支援が必要であることが挙げられております。 

 ３０年度の事業概要でありますが、２－１２ページをご覧下さい。 

  本日は、各地域活性化推進室作成の資料もお配りしておりますが、こちらの事業説明

書で説明をさせていただきます。 

  はじめに、市全域の事業となりますが「大仙市体験観光資源発掘事業」として、市内

全域の体験・観光資源を発掘し、情報を発信してまいります。 

神岡地域においては「大仙市音楽交流館を活用した音楽拠点整備事業」として、音楽

を中心とした拠点づくりを進めながら、地域の小中学校と一般音楽団体の交流、演奏技

術の向上の促進のため、合同練習会やミニコンサートの開催、出前講座などを実施して

まいります。 

西仙北地域においては「刈和野の大綱引き関連事業」を継続し、大綱引きの伝統継承

と観光ＰＲに取り組み、地元生徒の作業への参加や体験型大綱引きイベントの開催、地
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域住民と協働のＴＶＣＭ製作を実施するものであります。 

「地域住民参加型映像制作発信事業」につきましては、今年度に引き続き「にしせん

未来塾」のメンバーにより、各集落の文化財などを記録・紹介をするための映像製作に

取り組むものであります。 

また、新規事業として「地域の清水を活用した活性化事業」を実施し、清水を活用し

た特産品の開発や環境整備、地域文化の伝統継承を行いながら、地区のにぎわい拠点づ

くりを進めてまいります。 

中仙地域においては「なかせんコミュニティポイント制度」として、地域活動への住

民参加をポイント換算し、貯まったポイントを応援したい団体に支援金を交付する事業、

また「ドンパン節の里なかせん活性化プロジェクト」としてドンパン節の組織の基盤整

備と祭りの充実、ドンパン娘を核とした地域内外への普及活動を継続してまいります。 

２－１３ページをお願いします。 

協和地域においては「食・企画による地域活性化事業」を継続し、きょうわ縁結びグ

ルメの開発支援や、イベントやグルメマップによるＰＲ、新たな設備導入の支援などを

実施してまいります。 

また、新規事業「戊辰戦争１５０年 大仙・宮崎有縁交流拡充事業」については、両

市の交流のきっかけとなった戊辰戦争１５０年を機に、各種イベントでの交流のＰＲを

行うものであります。 

なお、資料には新品種の酒米を利用した記念の日本酒の開発となっておりますが、新

品種の使用が急遽先送りとなったことから、協和地域で収穫した酒米を使用した記念の

日本酒を製造し、その日本酒を活用しながら交流のＰＲと拡充を図ることとしておりま

すので、ご理解くださるようお願いいたします。 

次に、南外地域においては「楢岡古城と地域創世への道事業」として、運営団体の設

立準備や、案内ボランティアの育成、城址内の整備を継続して行うこととしております。 

  また、新規事業の「なんがい若者会議活性化事業」につきましては、南外地域のイベ

ントの継続や活性化に向けて若者会議を設立し、若者同士の交流や情報交換の場づくり

を進めてまいります。 

  また、同じく新規事業となる「南外地域小さな拠点形成事業」については、地域の課

題となっている買い物支援について、地域住民との意見交換により、手法や場所につい

て検討を進めることとしております。 
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次に、仙北地域においては「四季を通した史跡の里づくり事業」として、払田真山公

園を活用したオリエンテーリング、フォトコンテスト、ライティングショーなどを実施

し、地域資源を活用した活性化の場の創出を継続してまいります。 

次に、２－１４ページをご覧下さい。 

  同じく仙北地域の継続事業でありますが「女性部団体連合組織ふれあい交流さくまろ

会事業」として、女性団体の連携による、餅つき道場の担い手講習会や、特産品開発に

つながる料理講習会などを開催し、情報交換の場の創出とともに、首都圏との交流や農

業体験の受け皿づくりに取り組むこととしております。 

また、新規事業として「真山公園等活性化拠点整備事業」については、払田柵跡と真

山公園の散策路整備を目的に、整備計画の作成などを進めてまいります。 

太田地域においては「ふるさとまるごと太田ランド事業」を継続し、日帰り・宿泊プ

ランに体験メニューやレジャーメニューを組み込み、利用者自身が選択できるツアーを

実施するものであります。同じく「移動式ピザ窯を利用した地元農産物のＰＲ」として、

地域内外のイベント等に出店し太田の農産物のＰＲを進めてまいります。 

  また、新規事業の「太田分校生レストラン」につきましては、太田分校の生徒がメニ

ュー開発に携わり、分校で取れる食材を使った昼食を提供し、職場体験として接客にも

携わりながら、太田分校の活動を広くアピールしていくものであります。 

  なお、本日配付しております、この３０年度の取組内容という別添の資料につきまし

ては、後日議員各位にお渡しすることとしております。 

 それでは、事業説明書、２－１５ページをお願いします。 

  次に、２３事業「移住・定住推進事業費」についてであります。 

  平成３０年度当初予算が１，１７９万３千円、前年比２１５万７千円の増額でありま

す。 

なお、特定財源として、移住・定住推進事業債５９０万円、移住・定住・交流推進支

援事業助成金２００万円を充当することとしております。 

 本事業は、２８年度に策定した「移住・定住促進アクションプラン」に基づき、首都

圏等から移住者を呼び込むための市の魅力発信や、地元を離れた人が戻ってくるような

施策などの取り組みにより大仙市への移住者を増やすことを目的としております。 

 これまでの実績と成果につきましては、移住ガイドブックの活用、首都圏でのＰＲ、

ホームページの開設などによる情報発信を行い、相談件数も増加しております。 
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また、東京八重洲の移住交流情報ガーデンにおいて市単独の移住相談会を２年連続で

開催し、移住に関する相談に対応しております。 

その他、移住された方を対象に、仲間づくりや情報交換を図るため移住者ネットワー

ク交流会を開催しております。 

移住者の推移でありますが、平成２９年１２月末では、秋田県移住定住総合支援セン

ターに移住希望登録をされている方で大仙市に移住した方、及び登録はしていないもの

の大仙市の移住関係の補助を受けた方、これらを集計しますと、１２世帯３２人となっ

ております。 

また、市単独で開催した移住相談会では２９年度において８７人に対して大仙市のＰ

Ｒ及び移住に関する情報提供を行い、その内１０人が移住に関する具体的な相談を行っ

ております。 

 問題、課題につきましては、就職先が決まらず移住が進まない現状があること、また、

移住者の受け入れには地域住民の合意形成が重要であり、地域での受け入れ支援組織の

設立が課題として挙げられております。 

 今後の方向性につきましては、移住・定住に関する各種取り組みを進めていくととも

に、課題となっている就業支援と地域における受け入れ体制の整備を重点的に進めるこ

ととしております。 

３０年度事業の概要としましては、新たな取り組みとして、移住コーディネーターと

無料職業紹介所を設置し、移住希望者への職業紹介を含めた相談体制の整備を進めてま

いります。 

その他、移住者の受け入れに対応する地域住民を対象とした地域研修会の開催、移住

者向け住宅支援、移住体験の支援、首都圏での移住相談会やＰＲ活動を実施してまいり

ます。 

 以上、平成３０年度大仙市一般会計予算のうち、まちづくり課所管部分に係る主な事

業につきましてご説明申し上げましたが、次に、主な事業説明書以外の予算について、

概要をご説明申し上げます。 

資料は「平成３０年度当初予算概要 企画産業常任委員会 企画部」の３ページから

お願いいたします。 

はじめに、項番１の企画管理費は、まちづくり課が所管する業務等にかかる事務経費

として３万６千円の計上であります。 
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次に、項番３の桜守プロジェクト事業関連経費については、市民と行政の協働のまち

づくりのモデル事業として平成２１年度から取り組んだものでありますが、当初の目的

は達成したこと、合わせて桜の保全活動については地域枠予算による活動が主体となっ

ていることから廃止するものであります。 

なお、ゼロ予算事業として「さくらマップ」の公開は継続してまいります。 

次に、項番４のふるさと納税文庫整備事業費については、ふるさと納税を活用した事

業の軸として実施しているものであり、これまで平成２３年度から２５年度まで文庫の

新設や更新を行い、２９年度において更に拡充を図ったものであります。今後は３年に

一度程度のペースで実施することとし、３０年度は廃止となりますが、３２年度に改め

て更新を行いたいと考えております。 

次に、項番５の地域活性化センター負担金については、地方公共団体や地域づくり団

体等を対象に、まちづくりに係る各種助成金の交付などを行っている地域活性化センタ

ーに対する負担金として１４万円の計上であります。 

次に、項番６の山形新幹線大曲延伸期成同盟会等負担金については、昨年度、秋田県

及び山形県において奥羽・羽越新幹線整備促進期成同盟会等が設立されたことに伴い、

その活動を推進していくこととして解散となったことから廃止するものであります。 

次に、項番７の人材育成事業費補助金は、各分野の知識、情報技術等を習得するため

に行う研修事業費への補助として、１００万円の計上であります。なお、特定財源とし

て、全額人材育成基金からの繰入金を充当しております。 

次に、項番８の地域協議会関連経費は各地域協議会の会議や委員研修等に係る委員の

費用弁償等の経費として１６８万７千円の計上であります。 

次に、項番１０の駅舎管理運営経費は、神宮寺駅、刈和野駅、羽後長野駅、羽後境駅、

及び峰吉川駅の運営及び維持管理に要する経費として、１，７３２万４千円の計上であ

ります。なお、特定財源として、行政財産使用料、維持管理収入等合わせて５１３万３

千円を充当しております。 

資料４ページをお願いします。 

次に、項番１１のコミュニティセンター等管理費は、羽後境駅東集会施設、南外コミ

ュニティセンター、南小学区コミュニティセンター並びに、おおたコミュニティプラザ

の運営及び維持管理に要する経費として、１，１９５万８千円の計上であります。 

特定財源として、行政財産使用料、集会施設使用料等合わせて１１万１千円を充当し
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ております。 

次に、項番１４のがんばる集落応援事業費は、集落の活性化につながる新たな事業や

既存事業の拡充を支援する経費として４００万円の計上でありますが、特定財源として

がんばる集落応援事業債３７０万円、貸付金の償還による貸付金元金収入として２５万

円を充当しております。 

次に、項番１５の町内集落会館整備事業費は、自治会が所有する会館の新築・増改築・

補修・浄化槽設置への補助と合わせて、経費の一部を貸し付けするための経費として、

１，３４２万３千円の計上でありますが、特定財源として町内集落会館整備費貸付基金

繰入金及び貸付金の償還にかかわる貸付金元金収入として合わせて６５７万４千円を充

当しております。 

次に、項番１６の地域協働雪対策事業費は、雪対策総合計画に基づき、自治会等によ

る地域の除雪作業等を支援する経費として５２９万２千円の計上でありますが、特定財

源として地域協働雪対策事業債５１０万円を充当しております。 

次に、項番１９の地域活動団体補助金は、協和財産区域内の地域活動団体への活動費

補助として２０６万円の計上でありますが、特定財源として全額各財産区からの繰入金

を充当しております。 

資料５ページをお願いします。 

次に、項番２０の自治会育成支援事業費補助金は、自治活動及び地域づくり活動に対

する支援と自治会館等の維持管理費を支援する経費として２，７０５万２千円の計上で

あります。なお、特定財源として自治会育成支援事業債２，６６０万円を充当しており

ます。 

次に、項番２１の集落連携・交流活動支援事業費補助金は、集落連携による地域づく

り活動等の事業費及び活動拠点施設の維持管理費への補助として５５万円の計上であり

ます。 

最後に、項番２２の首都圏等ふるさと会関連経費は、各ふるさと会の活動費助成や総

会及び懇話会への参加に要する経費として２０２万９千円の計上であります。 

 以上、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」のうち、まちづくり課所管

部分に係る事業につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 
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  説明が終了いたしました。これより質疑を行います。質疑のある方はどうぞお願いい

たします。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 今の高齢者の対策、あるいは地域の過疎化ということでいろんな

施策やってるんだけれども、それはそれで悪いどは思ってねんだけれども、基本的に、

我々、特に、山村、中山間地帯に住んで急速に高齢化、あるいは過疎化進んでることは、

皆さんご存知のとおりなんだけれども、それさ、なんとが復活させたいということで、

いろんな予算付けたりして計画してやってるんだども、これって全集落にあではまるが

ってながなが難しい話だけれども、本当にちっちゃい、例えばよ、中心集落がら５キロ

も離れだ、あるいは１０軒足らずの集落に、あるいはほとんど高齢者ばり住んでるとこ

ろに、こういった事業もっていってもなかなか効果現れてこねど思うんだっしよ。それ

で、逆にこのくらいの予算つぐば、一気に出来ないかもしれないけれども、その人だぢ

によ、昨日の都市計画の話ではねども、もう少し中心部さ移動でぎる、いつだが渡邊議

員が一般質問したどご聞いだったども、そういった施策もとるんた方向考えたことねえ

もんだっしか。これは簡単にいがねごどわがるっし。当然その地域全体がきてもらわね

ばなんともならねごどだども。このままでいぐおんた、これ、その集落に対していぐ、

いわゆるライフラインのごど、水道どが道路維持管理、あるいは除雪含めて、大変な経

費掛かるど思うんだよな。そういったごど、やっぱり具体的に、例えばモデル地区とし

て１箇所とか２箇所、例えば協和地区で１箇所どが、西仙地区で特に大沢郷どがって、

そういった過疎の進んでる地域にそういったアンケートとってみだり、打診してみだり、

そういったごど考えだごどねえもんだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） 鎌田議員ご指摘のとおりでございまして、以前から、い

わゆる不便な地域に住まわれている高齢者のお宅を中心部に引っ張ってくるとか、そう

いった提案をされたこと何回かございます。ただ、いろいろ話をききますと、やはり住

めば都といいますか、なかなか移動までは踏み切れないというようなお話を聞くことが

ございます。さらに、それを踏まえて次の施策というところまでは、まだいってない状

況でございます。その後の手法については、皆さんを呼んでくる地域の地盤の整備であ

りますとか、その前にはアンケートなり、そういった調査も必要と考えておりますが、

今後その点については検討させていただきたいと思ってございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 
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○２５番（鎌田 正） いきなり中心部っていうが、例えば西仙の場合、いきなり大沢郷

の中がら刈和野まで来いったって、これながなが難しいと思うんだっしよ、正直言って。

だがら、近い集落に、もうちょっと固まった集落に、旧旧町村単位で考えるどが、ある

いは冬のあいだだげ考えてみるどが、例えばアパート形式で建ててよ、それで共同生活

でぎれば、もちろんプライバシーは守らねばでぎねわげだけれども、そういったごど考

えていがねば、あまりにもコスト掛がってよ、まして過疎化が進んでる中で、なんか別

な視点がら、別な方向がら考えていがなければ、まちづくりなんてなかなか難しいんじ

ゃないのかなと思って、して、結局今言ったように、今年のように除雪はしねばでぎね、

道路は傷む、これはまちづくりどは若干違うどもよ、そういった経費もみんな網羅して

考えてみれば、そういったこと考える時期さ入ったもんでねっしか。毎年人口は減って

いぐごどだし。冬のあいだどが、期間限定どがしてやるどが、いろんた方法あるど思う

んだども、そういったごどもっと具体的に考える時期さ入ったのではないのかなと思っ

てるんだども、なんと。これから考えるっていえば、あどこれ以上言うごどねんだども。 

○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。 

○まちづくり課長（高橋正人） まずは、集落そのものが、人も少なくなり、高齢化もし

て、コミュニティ組織の機能が発揮できないというようなことは前々から言われており

ます。議員ご指摘のとおり、ある程度便利なところへ転居するなり、そういったことも

踏まえ、これにつきましては福祉部門との方の協議も必要と考えておりますし、これが

やがては地域公共交通のあり方とも関連してくることだと思いますので、これは全市的

に挙げての検討が必要な内容かと思います。これについては取り組む必要があるという

ふうに考えました。ありがとうございます。 

○２５番（鎌田 正） さっきあの、市長よ、大仙市すみからすみまで云々ってあるんだ

がら、それも確かに必要なごどだし、やっぱり一旦１箇所くらいモデル地区作って実演

みるよ、前向きに検討してみるといった方向でいかなければ、ただ大仙市全体を考えて、

そういったごどいったって、なかなか大きい話でできねし、本当に不便なところ、ある

いは高齢者の集落だけのところ、これがらいわゆるコミュニティばりでねぐ、すべての

面がらみでよ、そういったごど本当に具体的に考えるべき時代なのがなと思ってだっし

な。これは、ただ企画部ばりだけじゃなくて、全市で取り組んでもらわなければできな

い大事業だと思いますので、なんとかそれ一つ進めて、今年３０年はなかなか難しいが

もしれねども、具体的にそういったごどを考えて、あるいはそのための調査検討する予
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算なんかもよ、具体的にやっていがねば出来ないのではないのがなと痛切に感じます。 

  それからもう１点、地域の魅力再発見ということで、非常に良い事業だなって思って

るんだけれども、実はこれ旧町村単位でやってるんだけれども、もう少しやっぱり、例

えば西仙の場合みでも、綱引き、あるいは雄水雌水、これも十二分にわがるども、例え

ば協和で今この戊辰の戦いの関係、あるいは、いろいろやってるんだども、これだって

結局よ、協和だけの問題でね、やっぱり西仙でも刈和野でもそっちの激しい戦いやられ

だどがっていろいろ、そこ連携しながら再発見していがねば、例えば１つの事業あげれ

ばよ、そういったことやっていかなければできないのでないのかな、したがら単独でや

るいじもいいんだども、そこあたりの繋がりがなければ全市さ広がっていかないのでは

ないのかなと、これは特色、例えば協和の場合はあの、酒蔵、奥田酒造さんあるがら、

これはこれでいいんだども、こういったごどは単独で、あるいは綱引きも単独でいいが

もしれねども、その戊辰の戦いなんての分については、やっぱり広域、広域っていうが

大仙市で全部関係ある地区でよ、連携しながらやっていくべきでないのがなと思ってる。

そういう観点からいって、実は、もちろん企画部、課長はすべて分かってる網羅してる

がらいいども、やっぱり各支所の活性化推進室ってあるっしね、その人たち職員もここ

さ来てもらって、やっぱり議論するべきでないのかなと俺はそう思ってるんだっし、実

は。もちろん聞けば、課長はなんでも答える人だがらいいんだども、そうでなくて、や

っぱり各地区から、今言ったように連携取れた構想だとすれば、俺方俺方でねぐ、やっ

ぱりこごさ来て、この委員会室さ来てよ、いろいろ我々の意見も、我々の意見がすべて

ではないけれども、いろんな意見を聞くことも職員として必要ではないのかなと、こう

思ってるわけで、このあたり部長これがら、結局推進室は支所長のそばで、あの管轄の

中でやってるようだども、こごら付近も企画産業委員会が支所のそこまでどうのこうの

って言えねかもしれねけれども、そういったこと必要ではないのかなと、連携取るため

には。別に支所長来いどがでねくて、この推進室の先になってる人いるっしべった。各

地区で。そういった人たちも、やっぱりこの場さ来て、こういったごどを協議しながら、

あるいはこの先の見通しどが、そういったごど必要ではないのがなと思ってるっしども

なんただっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、五十嵐部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 鎌田委員おっしゃったこと、まさにそのとおりと伺いました。

例えば、本庁でいけば、班長が出席して全体の事業を補足できるような体制をとってい
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まして、実際この魅力再発見って、先ほど言った市民サービス課長が、この地域活性化

推進室のメンバーでなくて、支所長まで跳んでるんですよ。組織上。それで支所長は、

総民委員会の方に入ってると思うので、その次となれば担当のどちらか、班長クラスの

人間が入ってもいいのかなって思ってます。それと、この魅力再発見事業については、

全体の中でも我々の課の方が全員呼んでやってる機会と、副市長、市長までプレゼンを

やって、やってる事業なので、そういったところの連携という部分が確かに薄れてまし

た。戊辰戦争ひとつ質問あったんですけれども、そういったところは我々も他の地域で

も角間川であったり、そういったところもあるということ伺ってるんですけれども、そ

ういったところを連携とれるものであれば、一緒にやるというのも、なるほどなって、

先ほどのご意見を伺ってて思いましたので、魅力再発見の補正予算ってなかなか３月で

なければあとないと思うんですけれども、来年に向けて、この場に、議員の皆さんのご

意見というのも大切なのかなというふうな気がしましたので、ぜひ実現できるようにこ

こだけはしたいと思います。たまたま支所長は総務委員会の方で、この業務分かってる

んですけれども、行ってますので、分かれるという方法もあるのかなという気がしまし

たので、前向きにそこは取り入れたいなというふうに思っております。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） ふるさと納税制度の中で、２７年、そのまるびちゃんの着ぐるみ、こ

れって１つしかねっしか。  

○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。  

○まちづくり課長（高橋正人） このまるびちゃんの着ぐるみは、２体ございます。普通に着

るものと、中にエアが入って膨らむものと、２種類作成してございます。  

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。  

○１７番（児玉裕一） 実は、一昨年だが、座間市と宮崎とイベントが一緒になったんだよな。

おろらく、そのまるびちゃんは座間さ行ったど思うんだよ。それで、宮崎のパレード、あれ

さも連れていげばいいがなどは、やっぱりそういう感じしたもんだっけがら、いい宣伝なる

ごどなんだよな。この中で着ぐるみ作ってるどせばよ、やっぱりそういうものも、今後の宣

伝したりして、もう一人作って、重なる時期あるど思うがら、例えば、有楽町のどがって、

いろいろ重なるどぎもあるがら、でぎればなと思ったので、今後作る予定はあるものが、な

いものが。  

○委員長（秩父博樹） はい、課長。  
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○まちづくり課長（高橋正人） このまるびちゃん着ぐるみ製作におきましては、事業実施そ

のものは観光交流課で実施したものでございまして、このふるさと納税の基金を使ったとい

うことで、ここに紹介させていただいております。児玉議員からこういう提案がありました

ということで、観光交流課にも是非伝えたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。はい、渡邊委員。  

○２１番（渡邊秀俊） 今のですけれども、大曲地区は総合でなんもねんだが。旧町村７地区

だがあって特色あるごどやってるべった。  

○委員長（秩父博樹） はい、課長。  

○まちづくり課長（高橋正人） これも度々言われることでございまして、大曲の特色を活か

した大曲独自のものということが実際やれていないというのが正直なところでございます。

ただ、この全体の観光の方の部門の発見事業ということで、２９年度は各支所からの、まだ

観光客が多く来ていないような場所で、観光の材料になりそうなところを出していただいた

上で、また地域の人たちの交流を持ちたいというようなことを総括して、新たな観光の場所

がないのかどうかということで、モニターツアーを実施させていただいたという部分をまち

づくり課の方で実施をさせていただきました。主に各地域の花火大会を主としたモニターツ

アーというふうになったわけですけれども、３０年度においては今度旅行業者、そういった

方々に対してのＰＲということで、その旅行業者をこちらに招いた上で、新たな観光資源が

ないものかどうか、提供しながら、実際プロの目でその場所を見ていただくというような事

業を進めるということにしてございます。  

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。  

○２１番（渡邊秀俊） この事業、行政主導といえば主導だども、やっぱり地元住民を一生懸

命巻き込んでやることだべった。今でいげば、大曲地区の場合は我々やってるども、地元の

人なんも参加してねんた感じ、だがらそういう、角間川とか藤木でもよ、四ツ屋でも、なん

かこう巻き込んで、やっぱりこれさ載ってくるんたいじ、やってもいいんでねがなと思うん

だな。  

それど関連してですけれども、昔はこれ公民館もはまってらったんだよな。半分公民館事

業なんだよな。んだども、地域活性化室でぎだっけ、公民館は公民館、地域活性化室は活性

化室、割と縄張り、塀を建でで、ちょっとお互いに情報交換足りねんた感じするんだよな。

そのあたりももう少しやって地元の人と、それがら行政のいろんた機関と、もう少し連絡取

り合ってやれば、さきたの戊辰の役でねども、もう少し広まっていぐんでねがど思うども。 
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○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。  

○まちづくり課長（高橋正人） まず大曲地域の事業については、今後検討を進めたいと思い

ます。  

それから、公民館と活性化推進室の関係でございますが、公民館の館長、それから職員も

活性化推進室との兼務をもらっておりますので、そこらへんはしっかり意見交換ができて、

協議も一緒に進めていくように、こちらの方からも進言してまいりたいと思います。  

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。  

○２１番（渡邊秀俊） もう１点。神奈川県座間市との交流については、中仙地区が中心にな

って行って、我々よくわがんねがったんだよな。それがたまたま議員がなんかの研修さ合わ

せて座間市さ全員が行ってがら、座間市がすごい身近になったんだよ。議員が身近になれば

いいっていうわげでもねども、宮崎さは地元議員と議長とか、全員は行ってねわげよ。だが

らなんかこう、宮崎を、なんでその戊辰の役との関係どがっていうやつ、ある程度わがって

も、わがんねべがら、もしできたら、当然個人負担も出てくるべども、議会が宮崎さ、小学

生ばりでねぐよ、議会が宮崎に行くようなことがあってもいいんではないかと思いますので、

よろしくお願いします。  

○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。  

○まちづくり課長（高橋正人） 今年度、この１５０年を記念して、アーカイブズの方の事業

で交流事業というのが企画はされているようです。こちらの魅力再発見事業の中でも今後こ

ういうことを進めていく段階で、議員各位の参加等を含め、そちらの検討は進めていきます

が、今年度そういった事業も計画されているようではあります。  

○２１番（渡邊秀俊） 議会が行くっていうこと。  

○まちづくり課長（高橋正人） 詳細についてはまだあれなんですけれども、１５０年を記念

した展覧会でありますとか、シンポジウムでありますとか、そういった事業は計画されてい

るようでございました。すみません、ここで詳細がよく分からないで申し訳ないんですけれ

ども、今年度はやはり１５０年を記念した事業というのは他でも企画されているようでござ

います。  

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。  

○２１番（渡邊秀俊） もう１点。山形新幹線は、さっき羽越新幹線さ力入れるがら、あどこ

れは廃事業だとあったども、こどせば新庄からこっちさ来る見込みはねっていうごどだな。 

○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。  
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○まちづくり課長（高橋正人） 細かな部分を私が答えることはできませんけれども、その解

散に至った経緯としては、山形県でも秋田県でも奥羽羽越新幹線期成同盟会等ができたこと

から、これまで延伸について活動してきましたけれども、今度そちらの方にシフトしますと

いうことでの解散になったということでございます。なので、そのまま汲み取りますと延伸

のための活動はしないのではないかなというふうに考えられます。  

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。  

○２１番（渡邊秀俊） 鉄道がだめなったらせ、道路改良どがで頑張ってもらいたいなと思う

ども、働きかけてもらうように。  

○委員長（秩父博樹） はい、五十嵐部長。  

○企画部長（五十嵐秀美） この件と若干かけ離れる面ありますけれども、新幹線の件でちょ

っと新たな動きがございます。この山形新幹線は、私もＪＲの支社長と先週お会いして話し

たんですけれども、山形県知事がフル規格というところで、支社長いわく、このフル規格と

いうのはなかなか難しいという、人口減少社会が到来する中で、難しいというところで、実

は、３月２０日、秋田新幹線の、こまちというか、秋田新幹線の今後の高速化というところ

で、市長が二市一町の方の組長さんにお邪魔して、どういう要望するのか分かりませんけれ

ども、そういった活動が予定されております。３月２０日、仙北市と美郷町の方に市長が直

接出向いて、秋田新幹線の高速化という議論で、今後、３０年度途中でも、そういった動き

が今後あるのかなというところで、情報としてお伝えしておきたいと思います。  

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。はい、児玉委員。  

○１７番（児玉裕一） 移住・定住の推進だども、若干は増えてるようだども、なかなか。そ

れで今、市で体験しようとしてもモデル住宅がないと、なことも言われてますので、四ツ屋

あたりでもなんとかしてそのモデル住宅を頑張りたいなというた、館長なり、藤井さんが頑

張ってるようだども、そこさいぐといえばかなり金もかかることだども、やっぱりそういう

ことがでぎでれば、もっともっとこう、来たいという人がいるのではないかなということで、

そのあたりなんと考えているっしか。  

○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。  

○まちづくり課長（高橋正人） 移住・定住を希望する方の、いわゆるお試し住宅といったか

たちで、この件については、ぜひ私どももやりたいというふうに考えております。予算的に

はまだついてるわけではございませんけれども、まずは、他の地域では空き家をリノベーシ

ョンしたものだったり、新築したものだったりというような住宅を使ってやってる市町村も



- 50 - 

ございますが、まずはその空き家物件が適当なものはないか、実はそういったところを今ち

ょっと物色してるところでございまして、ある程度見込みが立った時点で皆様の方へご協議

をお願いしながら予算の確保まで行きたいなというふうには考えております。ぜひやりたい

と思ってる事業でございます。  

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。  

○１７番（児玉裕一） ぜひやりたいっていうんであれば、近々にやるっていうことだべがら、

それで今、内小友でも四ツ屋でも花火、盛んにやってで、結構県外がら来てるんだっしよな。

して、結婚したりして、留まってるがら、やっぱりそういう人たちも、響屋さなんて行って

も結構来てるんだっしよ。県外の人方。そういう人たちをターゲットに、そういうものあれ

ば、そこさ行ってみで、これなば暮らしてみろがなと、おそらくいると思うんだっしよ。な

んとが早めの計画をしていただきたいと思います。  

○委員長（秩父博樹） はい、高橋課長。  

○まちづくり課長（高橋正人） 現在実施しております、お試し移住体験というのがございま

す。旅費の一部を助成するものでございますが、それと合わせて、お試し住宅も設置できれ

ば、なお一層こちらの方に呼び込むことができるかと思いますので、その点は力をいれてい

きたいと考えます。お願いします。  

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  次に移る前に、５分ほど休憩してから次に移りたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

          午後 １時５７分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午後 ２時 ３分 再  開 

○委員長（秩父博樹） それでは、休憩前に引き続き審査を再開いたします。 

  つぎに、情報システム課所管の説明を求めます。山本情報システム課長。 

○情報システム課長（山本 聡） 議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」の

うち、情報システム課所管分の予算につきまして、企画部の「主な事業の説明書」に基

づいてご説明いたします。 

はじめに「主な事業の説明書」の２－１６ページをご覧ください。 
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  ２款１項１３目１４事業「電子計算システム更新事業費」につきましては、業務シス

テムのソフトウェア、ハードウェアを計画的に更新及び再構築することで老朽化した機

器等の障害を未然に防ぎ、効率的な事務を安定して執行できる環境を整備することを目

的としております。 

  これまでの実績と成果につきましては、平成２４年度に住民記録・税等の基幹系シス

テム等を、平成２５年度に総合福祉、後期高齢、財務会計、文書管理システム等を、平

成２６年度に通信ネットワークシステムを更新し、業務システムの安定稼働に寄与して

おります。 

  問題と課題につきましては、情報システムの保守部品の保証期間が概ね５年であり、

期間経過後は部品の調達、修理が困難になります。また、ハードウェアの故障を未然に

防ぎ、システムの安定的な稼働を確保していくためには、５～６年毎に機器更新が必要

となり、その際に業務システム全体最適化を意識した更新を行っていかなければならな

いと考えております。 

  今後の方向性につきましては、市の財政状況が非常に厳しいことから可能な限り機器

の延命を図りながら業務システム全体最適化を進めライフサイクルコスト低減の視点で

情報システムの更新を行うこととしております。 

  ３０年度事業の概要につきましては、債務負担設定額にかかる支払いが３，８１６万

９千円。新規分として滞納整理システム更新業務委託料が２，１９１万４千円。住民記

録・税等基幹系システム賃貸借料が７１８万１千円。合わせて６，７２６万４千円を予

算計上するものであります。 

住民記録・税等基幹系システムについては、平成３１年度から３５年度までの債務負

担もお願いしておりまして、基幹系システム賃貸借料として、５，４３７万４千円の債

務負担を予定しております。 

平成２４年度に設定しました財務会計・文書管理・ホームページ管理システム関係機

器分の支払いは２９年度で終了しますが、３０年度も継続して使用することとしたため、

前年度に比べ１，７６３万６千円の減となっております。財源といたしましては全額一

般財源となっております。 

 続きまして、２－１７ページをご覧ください。 

  ２款１項１３目１５事業「社会保障・税番号制度システム整備費」につきましては、

マイナンバー制度に関し、国のスケジュールに合わせて各種関係システムの改修を行い、
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順次運用を開始するサービス提供に向けた環境を整備することを目的とし、国のスケジ

ュール通りに各システムが稼動しサービス提供ができることを目標としております。 

  これまでの実績と成果につきましては、平成２６年度から住民基本台帳システムや税

務システムなどの改修に着手し、平成２７年度においては、システムの画面改修や宛名

の整理などを行い、１０月の個人番号の通知や平成２８年１月からの個人番号の利用開

始に対応しております。平成２８年度は、国や他自治体とのデータ連携に関する総合運

用テストなどを行っております。平成２９年度は、１１月からの情報連携、マイナポー

タルの本格運用に向けてシステム改修やテスト等を実施しております。 

  問題と課題につきましては、今後も国のスケジュールに遅延することなくシステム改

修などを実施していく必要がありますが、国の補助金は人口規模やシステムの内容によ

り限度額が定められているため、市の持ち出しが多くなっております。また、今後予定

されている医療分野や戸籍事務・旅券事務など、運用面での詳細が明確になっていない

部分も多いため、国の動向などの情報収集に努めながら事業を進めていくこととなりま

す。 

  今後の方向性につきましては、社会保障・税番号制度の進展に合わせ、必要となる各

種システムの改修などにより環境の整備を進め、関係機関との情報連携に向けた作業を

進めていきたいと考えております。 

  ３０年度事業の概要につきましては、システムの保守や改修にかかる経費が主なもの

であり、事業費としては、９４９万７千円、前年度に比較し４１１万６千円の減となっ

ております。減額となった主な理由は、システム改修の作業が減少したため委託料が減

となったものであります。 

財源内訳といたしましては、全額一般財源となっております。 

以上が、平成３０年度大仙市一般会計予算のうち、情報システム課所管の主な事業に

ついてご説明申し上げましたが、次に「主な事業説明書」に記載していない事業の予算

について、概要をご説明申し上げます。 

Ａ４横の企画部の「平成３０年度当初予算概要」のうち、６ページをご覧ください。 

 項番１「超高速情報通信基盤設備管理費」につきましては、光ブロードバンドサービ

ス提供のため、ＩＲＵ契約によりＮＴＴ東日本に貸し出している光ファイバ通信網につ

いて、市民や市内業者などのサービス利用者が安定して利用できるように設備の維持管

理を行うものであり、その維持管理に要する経費として、４，１９２万４千円を予算計
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上しております。 

 次に、当初予算概要の項番２「地上デジタル放送再送信施設管理運営費」につきまし

ては、市内の地上デジタル放送難視聴地域解消のため、西仙北、協和、南外、太田地域

の難視聴地域に敷設した地上デジタル放送再送信用光ファイバケーブル等を管理運用し、

地上デジタル放送波を安定供給するための経費として、５５８万７千円を予算計上して

おります。 

 続きまして、項番３「地域イントラネット設備管理費」につきましては、平成１５年

度の地域イントラネット基盤施設整備事業で整備した光ファイバケーブルの維持管理に

要する経費として、１，０６１万４千円を予算計上しております。 

 次に、項番４「地上デジタル放送難視聴対策事業費補助金」につきましては、地上デ

ジタル放送再送信施設への接続工事費に対する補助金であります。内容としては接続工

事費について、本人の負担額が３万５千円を超える場合、その超える部分に対して２０

万円を限度として助成するものであり、それに要する経費として１６０万円を予算計上

するものであります。 

 次に、項番５「電子計算管理運営経費」につきましては、住民記録・税等基幹系シス

テムをはじめとする各種電子計算システム、通信ネットワークシステムなどの維持管理、

運用等に要する経費として１億５，２８５万７千円を予算計上しております。 

次に、項番６「総合情報センター管理費」につきましては、神岡支所内の神岡情報セ

ンターで開催しているパソコン教室等の運用に要する経費１５５万２千円を予算計上し

ております。 

 最後になりますが、項番９「情報セキュリティ強化対策事業費」につきましては、マ

イナンバー制度を進めるにあたり、国が住民記録や税情報などを扱う自治体に求めた情

報セキュリティ強化対策を実施する経費として、１，６６８万８千円を予算計上するも

のであります。 

 以上、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」のうち、情報システム課所

管部分に係る事業につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方は、お願いいたします。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 電算システムの全体のよ、大まかでいいっしども、大仙市の場合
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は、秋田県の中で進んでる方か、それとも普通なのか、遅れてる方なのか。全国的に

見てはどうなのかっていうやつわがる。 

○委員長（秩父博樹） はい、山本課長。 

○情報システム課長（山本 聡） 私も細かく他の自治体と比べてるわけではありません

けれども、電算システムを導入した時期については、大曲市で最初にやったんですけれ

ども、かなり早い方だったと記憶しております。それからですね、当時は市の職員がプ

ログラム作って各種業務をやっていたわけなんですけれども、最近になって、各種パッ

ケージソフトがいろいろ出てきまして、現在はそちらの方に移行してるんですけれども、

その部分については、各ベンダーがそれぞれ最新情報を入手してやっているということ

ですので、あまり他の市と比べて遜色ないのかなと逆に今思っております。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 特にこの部門は遅れてるということは、今のところねえわげだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、山本課長。 

○情報システム課長（山本 聡） 今、システム的な部分については、国の指導が入って

おりまして、それにあわせたレベルのものをすべての市町村で入れてると思いますので、

遅れているというところは特にないと思っております。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） この間、マイナンバーカード作ったったどもっしよ、前に住民基

本台帳の番号あったっしべ、あれど別なんだっけものな。マイナンバーと住民基本台帳

のナンバー、せば今の行政では両方使ってるごどだっしべ。いずれんだどもこれ統一な

るんでね。マイナンバーさ。 

○委員長（秩父博樹） はい、山本課長。 

○情報システム課長（山本 聡） 住民基本台帳と今のマイナンバーについては、制度が

そもそも違っておりまして、もともと住基ネットで個人番号利用してたんですけれども、

それは各自治体のみで、今のマイナンバーについては、国とも連携しておりますし、あ

と他の市町村のみでなく、他の地方自治体とか国の事業所等とも連携していくものです

ので、その取り扱いが今違うものだと認識しております。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） いずれどっちが一本になるんだっしべ。番号は。 

○委員長（秩父博樹） はい、山本課長。 
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○情報システム課長（山本 聡） もともと番号出来た法律が違いますし、用途も違うの

で、多分一緒にはならないかと思うんですけれども。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） それぞれの部門で、最初住民基本台帳のナンバーおめは何番だっ

て決めで、その後に、また個人ナンバーでどっかの省がまだ決めで、１つでいいもの２

つもなって、いらねじぇんこかげでらいじでねがなっていういじだぎょ。それ１つなれ

ば、もっと単純にやれば、あの人税金なんぼ納めで、なんぼ所得あるがってわがるごど

だべども、いずれそうなんねばうまぐねやんでね。して、そういうふうに２つ作るんで

あればよ、両方ともすごいお金掛けで、２つ使っていぐってのは、すごい税金の無駄だ

ったんでねがなって思うわぎょ。それはこごでねぐ上の方だおんな。いずれ１つなるん

でね、んでもねんだが。１つにさねばねんでね。 

○委員長（秩父博樹） はい、山本課長。 

○情報システム課長（山本 聡） 渡邊議員のおっしゃること、そのとおりだと私も思い

ますけれども、そもそも出来た経緯が違うもので、目的が違うものだと思いますので、

今のマイナンバーがもっと利用されていけば、そちらの方使うようにはなるかと思いま

すけれども、今の時点では私もちょっと。 

  今の住基ネットの番号はですね、市外からの転入とか転出とか、そういったことにも

使われてますので、けして住基ネットの番号が無駄になったということではございませ

ん。ただ、渡邊議員がおっしゃることももっともですので、こちら機会がありましたら。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） マイナンバーってなんぼぐれ交付してる。何パーセントぐれ。 

○委員長（秩父博樹） はい、山本課長。 

○情報システム課長（山本 聡） 大仙市の場合は、市民課から２月末現在の情報を得て

ます。今現在、７，３６４件の申請を受け付けておりまして、人口に対する比率は、８．

６パーセントです。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  つぎに、男女共同参画推進室所管の説明を求めます。伊藤男女共同参画推進室長。 

○男女共同参画推進室長（伊藤栄子） 議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」
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のうち男女共同参画推進室所管の予算について、主な事業の説明書により、順にご説明

申し上げます。 

  主な事業説明書２－６ページをお開き願いたいと思います。 

  ２款１項１０目４２事業「むすび・サポート事業費」は、予算額８８万２千円で前年

度比較９４万円の減で、財源内訳は一般財源となっております。 

  本事業は、少子化対策の一環として、地域の応援者との協働により出会い・結婚支援

を実施することで、当事者への複合的サポートの充実を図るとともに、地域全体で応援

する気運を高め、婚姻数増加につなげることを目的としております。目標としては、個

別マッチングや出会いイベント実施による年間カップリング数を１０組としております。 

  これまでの実績と成果としましては、平成２９年度より事業内容を見直し、当事者意

識に立った支援と接遇や個人情報保護法の研修を経て活動を開始している「だいせん婚

シｴルジュ」によるきめ細かなサポート体制を取りながら結婚支援を行っております。平

成３０年２月末現在の個別マッチングカップリング数は２組、出会いイベントカップリ

ング数は７組で本年度中の成婚者はまだございません。 

  問題と課題につきまして「市民による市政評価」では、「出会いの場」や「きっかけ」

を求める意見が多いことから、当事者の意思を尊重しながら、時代やニーズにあった魅

力あるイベント作りを行ってまいります。 

  今後の方向性としまして、引き続き市が積極的に結婚を希望される方の登録窓口を設

け、本人の希望に沿ったきめ細かなサポートを継続的に行いながら、効果的に結婚支援

事業を推進してまいります。 

  また、大仙婚シェルジュとの協働によりまして、地域のヒト・モノ・スペースを活用

した「大仙らしさ」を強調したイベントを実施し、地域の魅力を伝えることで移住・定

住にも繋げてまいります。 

３０年度事業の概要につきましては、１つ目として「だいせん婚シｴルジュ」による毎

月２回の結婚支援窓口を開設いたします。 

２つ目として「だいせん婚シｴルジュ」への結婚支援活動費と成婚に至った場合、成婚

報奨金を支給いたします。 

  ３つ目として「だいせん婚シｴルジュ」に対し、個人情報保護法や接遇等に関する研修

を実施し、当事者が安心して相談できる体制を整えてまいります。 

４つ目としまして、当事者意識を重視した小中規模の出会いイベント「だいせんｄｅ
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ＡＥＲＵ」を年２回実施し出会いの場を提供してまいります。 

  ５つ目として、出会いイベントの開催費用の一部として１団体上限１０万円を助成し、

多くの出会いイベントを実施できるよう引き続き市内団体等へ働きかけてまいります。

この助成事業は２７年度からの事業ですが、延べ５団体に交付しております。 

なお、一般質問答弁書でもお伝えしておりますが、本市を会場とした一般社団法人あ

きた結婚支援センター．サテライトセンターの開設に伴いまして、市民はじめ近隣市町

村の結婚を希望する方に対する結婚支援の機会を提供することにより、多くの出会いの

「創出の場」として、事業の効率化に向けて広域的に婚活支援事業を実施してまいりた

いと考えております。 

 続いて、平成３０年度当初予算概要、企画産業常任委員会資料の８ページをお開き願

います。 

  男女共同参画推進室所管の全事業でございますけれども、ただいま事業説明書でご説

明申し上げました事業を除く当室の事業概要についてご説明申し上げます。 

  最初に項番の１の男女共同参画審議委員会委員報酬、当初予算額が１２万２千円です。

男女共同参画審議会開催に伴う委員の報酬として年２回分を計上しております。 

  続きまして、項番の２の男女共同参画推進経費でございますが、当初予算額が１３万

３千円でございます。その他の財源内訳としまして、１万円は、講座受講料の収入でご

ざいます。 

  概要につきましては、男女共同参画社会の実現のための啓発活動や参加型の講座、研

修会などの学習機会の提供に係る経費として、報償費等を計上しております。 

続いて、項番の３です。ＤＶ防止及び被害者等支援事業費でございます。当初予算額

が３０万円でございます。その他財源内訳１５万円につきましてはドメステックバイオ

レンス等防止基金の繰入金でございます。 

  概要としまして、ＤＶ被害者の一時・緊急避難時に係る宿泊費等の一部支援や、ＤＶ

防止活動団体の活動交付金を支給し、市民との協働のもとでＤＶ防止啓発活動を行う経

費として、扶助費、印刷製本費、交付金等を計上しております。 

続きまして、項番の５です。市民活動交流拠点施設運営管理費でございます。予算額

が１，４６６万７千円でございます。その他の財源内訳として、土地転借料・業務受託

金・公共電気使用料・建物貸付収入等で、６２９万５千円を見込んでおります。 

  概要としましては、市民活動交流拠点センターの運営管理費等に係る経費でございま
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すけれども、Ａｎｂｅｅ大曲管理組合管理費負担金や羽後交通への土地借上げ料を含む

市民活動交流拠点センターの維持管理費として１，４１２万６千円、市民活動支援分と

して５４万１千円となってございます。 

  最後の項番６です。あきた結婚支援センター負担金でございます。予算額３２万６千

円で、あきた結婚支援センターで実施する出会い支援事業への負担金として計上してお

ります。 

 以上、男女共同参画推進室所管の平成３０年度当初予算概要についてご説明申し上げ

ましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜わりますようお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方は、どうぞお願いいたします。はい、冨岡委員。 

○８番（冨岡喜芳） ＤＶの、去年の、２９年度で、被害者ってどれくらいいるもんです

か。それは、そして、警察の方から来るんだっしか。それとも、直接。その辺のところ

も、どういう連携でくるのが。 

○委員長（秩父博樹） はい、伊藤室長。 

○男女共同参画推進室長（伊藤栄子） 秋田県全体のなんですけれども、１，５３６件の

相談がございまして、仙北地域振興局管内の女性相談員がおりますけれども、それで取

り扱った件数が、２５名です。その中で、一時保護された方が１名おるとお聞きしてお

ります。それで、２９年中に市の方に一時的に相談に見えました方が１名おりまして、

子供さんを二人連れて、３日間一時保護して、市内のホテル内に一時保護した人がおり

ます。警察からということなんですけれども、直接警察の方に行く方もおりますけれど

も、直接市の方に相談に来る方もおるし、相談所それぞれあるので、仙北地域振興局の

中にもあるし、平鹿地域振興局、それから秋田県内にも８ヶ所くらいあるので、そちら

に行ってる方もおるとお聞きしております。 

○委員長（秩父博樹） はい、冨岡委員。 

○８番（冨岡喜芳） 結び・サポート事業費ですけれども、なしてこんなに半分も減らさ

れたんですか。理由、ひとつ分かれば。俺は、これ毎年増やせ増やせって言ってきたっ

たども。半分も減らされでらということは。減らされた理由とはなんなんだべ。 

○委員長（秩父博樹） はい、五十嵐部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 昨年は、講演会の大きいもの。秋口に講演会やってまして、

それが主な、１０周年ということで。 
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○委員長（秩父博樹） はい、伊藤室長。 

○男女共同参画推進室長（伊藤栄子） 結び・サポート事業については、確かに半分近く

減額されております。地域にある、人、もの、スペースとか活用しまして、あるものを

使った最大な効果を発揮してくださいというかたちになりまして、２９年度からなんで

すけれども、イベントやる会場についても、市の公共施設とか使ってやってますので、

掛からないような状況に積算したようなかたちなんですけれども、あればあるほど使え

るんですが、あるもので有効活用して、経費掛けないで最大の効果を上げるというよう

なかたちをとっております。 

  あとは、大仙婚シュルジュという人たちが、７名ということなんですね。それで、報

償費とがっていうものも、以前は１５人くらいいたんですが、掛からなくなったという

こともございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、冨岡委員。 

○８番（冨岡喜芳） 最後に、もう１つ。成功した場合の報奨金というのは、どのくらい。 

○委員長（秩父博樹） はい、伊藤室長。 

○男女共同参画推進室長（伊藤栄子） 成功補助金として、１組５万円の予算を見ていま

す。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） 男女共同参画審議会の審議１０名つうこと、なんた団体だ。 

○委員長（秩父博樹） はい、伊藤室長。 

○男女共同参画推進室長（伊藤栄子） 構成員としては、学識経験のある方、そして各女

性関係団体、あと公募で応募された方も含めまして、１０人です。 

  今いる方は、県で男女共同参画を担当した課長さんとか、そういった方がおります。 

  一般公募の方が５名おりまして、推薦されてくる方もおります。推薦される方という

のは、秋田リポート推進員とかやられている方で、大仙市の中に５、６人おります。そ

の中で推薦したりして、やっていただいている方もおります。あと、各事業所の方から

も来ておる方もおりますし。女性の方８人と男性の方が２名です。 

  第２次男女共同参画プランがございます。それに基づいた行動計画があるので、審議

会において審議していただいてるものもあるんですけれども、あとは、評価していただ

くとか、今後どのようにしたらいいのか答申していただいたりしております。 

○委員長（秩父博樹） ほかに。児玉委員。 
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○１７番（児玉裕一） さっき冨岡委員もちょっと言ったっけども、大体出会いの場がほ

とんどねんだよな。昔みたいに青年部だどが、青年会だどが、そういう集まりがほとん

どないがら、仕事が忙しいのが、そういう会を作ってないのが、もうさっと予算置いで

もらって、そういう場を数作らねば、出会いの場って少ねがら、今の子方、自分で自分

の相手を見つけれどがっていうことなるし。今は、女性も本当に働いているがら、場所

さいげば出会いがいっぱいあるわげだよな。農協でも役所でも。んだども、なんかやっ

ぱり女性が抜けているっていえばいいんだが、男性がそういう傾向あるんだよな。んだ

がら、出会いがあっても、なかなか結ばれねどがってあるがら、もうさっと別の視点で、

大仙市ばりでねくて、仙北市でも、美郷でも、秋田でも、そういう会をやっぱり予算設

けてもらって広げれば、また違ったものが出てくるんでねがなと。やっぱりそういうの

作らねば、恐らく今の人たち黙ってこのままで結婚しねで、そういう人たちが増えてく

るど思うっしよ。どこの家庭さもほとんど跡取りはいるんだよな。女性でも男性でも。

んだども、なかなかそういう、子供が少ねということは、それで少ないような気がする

んだよな。結婚がすぐねがら。だがら、もうさっとやっぱり、３０年度はこれで予算組

んじゃうべがら、もうさっとやっぱり部長さっと頑張ってもらって、なんとが予算を増

やすようなかたちで、作ってもらえばありがでども。 

○委員長（秩父博樹） はい、五十嵐部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 確かに減ってきて、私も最初のあいさつでは、仙北市とか美

郷町の連携というか、広域的にやらなければできないという中で、たまたま今年、協和

スキー場、協和振興開発公社が自ら、最初のきっかけが花火、縁結び花火を上げていて、

その日中、地域枠予算を使って、その地域で同じような事業をやったんですよ。あんま

り市役所関係なくてやったら、一番人が、目的、例えばスキーどがスノーボードで集ま

って、ジビエ料理食べさせるって書いでらったがら、見できたんですけど、熊カレーど

が食べさせて、みんなやっぱり好評で、そういった民間やるのにも支援でぎればなとい

うふうに思ったところです。役所がやれば、昨日の一般質問でも追跡するような、実績

主義になってしまって、硬くなってしまったりするので、個人的には委託しながら上手

くやれれば、その開催費用の一部助成という、一部というものじゃなくて、全額、例え

ば掛かった経費を支援できるようにやっていければいいのかなと思ったところです。そ

ういう民間がやってくれるところも良いのかなと思ったところですので、来年はそうい

ったところに経費もある程度こう、９４万も減額ならないように、確かに報酬どが、実
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績ないので、財政がら見れば落としやすがったのがなって、そういったところもあるの

で、これが結婚数が増えでて、５万円掛ける、例えば１０人も見込まれでれば５０万あ

るんですけれども、たまたま委員の数も下がってきてるし、イベントそのものはやれる

状況なんですけれども、そういったところも検討したいと思います。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これで、議案第４５号にかかる企画部所管の質疑は終結いたしました。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 

本日はこれをもって散会し、明日、９日午前１０時より第２日目を開会いたします。 

大変ご苦労様でした。 

 

          午後 ２時４５分 閉  会 
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大仙市議会企画産業常任委員会会議録 

 

日 時 平成３０年３月９日（金曜日） 午前１０時００分 ～ 午後４時５６分 

 

会 場 互助会館３階 第１会議室 

 

出席議員（７人） 

 ６番 秩 父 博 樹   ８番 冨 岡 喜 芳  １１番 小 山 緑 郎 

１７番 児 玉 裕 一  ２１番 渡 邊 秀 俊  ２５番 鎌 田   正 

２７番 橋 村   誠 

 

欠席議員（０人）       

 

説明のため出席した者 

農 林 部 長 福 田  浩  農 業 振 興 課 長 渡 辺 重 美 

農 業 振 興 課 主 幹 佐 藤 和 好  農 業 振 興 課 主 幹 杉 山 真 矢 

農 業 振 興 課 主 幹 佐 藤 治 彦  農 業 振 興 課 副 主 幹 髙 橋 隆 伸 

農 業 振 興 課 副 主 幹 枝 川  元    

農 林 整 備 課 長 田 村 一 彦  農 林 整 備 課 副 主 幹 佐 々 木 直 樹 

農林整 備課 主席 主 査 高 橋 朋 之  農 林 整 備 課 主 査 新 田 知 幸 

経 済 産 業 部 長 小 野 地  洋  企 業 商 工 課 長 小 松 正 美 

企 業 商 工 課 主 幹 小 松 江 利 子  企 業 商 工 課 副 主 幹 佐 藤 正 規 

観 光 交 流 課 長 大 沼 利 樹  観 光 交 流 課 参 事 伊 藤  敬 

観 光 交 流 課 主 幹 山 崎 兼 人  観 光 交 流 課 主 幹 佐 藤  到 

観 光 交 流 課 副 主 幹 川 越  裕    

農業委 員会 事務 局 長 工 藤 明 良  農業委員会事務局参事 佐 々 木 満 

農業委員会事務局副主幹 太 田  敬    

 

議会事務局職員出席者 

主 席 主 査 佐 藤 和 人    
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審査案件 

１ 議案第１４号  大仙市工業等振興条例の一部を改正する条例の制定について 

２ 議案第２５号  大仙市家畜導入事業資金貸付基金条例を廃止する条例の制定につ

いて 

３ 議案第２６号  大仙市南外森林総合利用施設設置条例を廃止する条例の制定につ

いて 

４ 議案第３６号  平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号） 

５ 議案第４５号  平成３０年度大仙市一般会計予算 

６ 請願第 ３号  米の生産費を償う価格下支え制度を求める請願 

７ 請願第 ４号  種子法廃止に伴う万全の対策をもとめる請願 

８ 陳情第 ６号  最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情 

９ 閉会中の継続審査（調査）の申し出にかかる事件について 

 

          午前１０時００分 開  会 

○委員長（秩父博樹） おはようございます。 

ぎりぎりの到着で申し訳ありません。大変すみません。 

昨日行われた委員会審査、大変にお疲れ様でございました。本日も引き続き、よろし

くお願いいたします。 

只今から、企画産業常任委員会を開会いたします。 

本日の審査は、農林部・経済産業部及び農業委員会事務局所管の順に議案審査を行い、

最後に予算案の討論・表決を行ってまいります。 

はじめに、福田農林部長からごあいさつがあります。福田農林部長。 

○農林部長（福田 浩） おはようございます。 

  審議の前にお時間をいただきまして、ありがとうございます。 

  まず、雪でございますが、今朝の最新状況でいきますと、大曲が１１８センチメート

ル、ようやく災害警戒対策室の１２０センチメートルを下回った状態になりました。そ

れ以外は、９０センチメートル以下という状況でございます。また、災害普及事務所が

２月１日できまして、公共災害につきまして、発注管理を引き継いだところであります。

復旧事務所によりますと、順調に発注の方行っているということでございます。 
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  本日お願いする案件でございますが、２９年度の単行案２件、それから補正予算、そ

れから３０年度当初予算案ということになりますけれども、２９年度の補正予算案につ

きましては、主に災害に関する金額の減額補正でございます。こちらは、８月の専決で

お願いしました件数、金額につきまして、各支所、本庁を含めまして、精査を重ね、そ

の結果の減額補正でございます。ギリギリという減額でございませんので、余裕を持っ

た減額をせということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  本日たくさんありますが、どうかよろしくお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

それでは、日程表に従って順次審査してまいります。 

はじめに、議案第２５号「大仙市家畜導入事業資金貸付基金条例を廃止する条例の制

定について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。渡辺農業振興課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） ご説明申し上げます。 

資料№１の議案書の３８ページをお願いいたします。 

 議案第２５号「大仙市家畜導入事業資金貸付基金条例を廃止する条例の制定について」

をご説明申し上げます。 

  大仙市家畜導入事業資金貸付基金は、肉用牛、養豚、緬山羊などの家畜の導入及び保

留を実施する広範な畜産農業者に対しまして、その資金の一部を無利子で一定期間貸し

付けることによりまして、優良家畜の保留と増殖の促進を目的とした基金でございます。 

廃止の理由といたしましては、平成２１年度以降は利用実績もなく、今現在、貸付金

を借受けている農業者もいないため、貸付型基金としての一定の役割を終えたという判

断の下、本基金を廃止ということでご提案申し上げる次第でございます。 

本基金は、昭和５６年度に旧中仙町で設置された基金でございます。基金額は、１，

０００万円でありまして、合併とともに大仙市に引き継いだ基金でございます。 

引き継いだ段階での貸付状況は、肉用牛分として、１７戸、３２頭に対し、８１７万

５千円を貸付けてございます。市町村合併後の貸付状況においては、いずれも中仙地域

の農業者に対しまして、平成１７年度から２０年度にかけて、肉用牛分、８戸、１３頭

に対しまして、３９０万円を貸付けている状況でございました。 

なお、この合併後の貸付３９０万円については、遅滞なく償還していただいておりま

すが、合併前より引き継いだ貸付の内、２戸、９頭の農家への貸付額１５５万円につい
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ては、自己破産等によりまして償還が出来ないという状況に陥りました。昨年度、当基

金の不納欠損処分を行った上で、基金の減額ということをご承認いただいたところでご

ざいます。現在の基金残高は、８４５万円となってございます。 

  なお、本基金条例の廃止の期日でございますが、附則といたしまして、この条例は、

平成３０年４月１日から施行するものとするものでございます。 

今回廃止ということで、１０年程度需要がない基金でございました。基金が果たす一

定の役割は終えたものとしてご提案申し上げるんですけれども、この基金、いわゆる家

畜の導入という性質の基金でございました。基金を廃止するにあたりましては、廃止し

っぱなしということではなく、これに代わる施策として、需要の高い素牛導入にかかる

補助事業を、今回３０年度予算に市単独で盛り込んでございます。大体の予算額で、２

６０万円ということで、３年程度少なくともこの導入事業をやってまいりたいなと、そ

の後状況を見極めながら、導入にかかわる事業は精査してまいりたいと考えてございま

す。 

事業の３０年度に盛り込んでいる概要でございますが、素牛の導入にかかわる支援と

いうことで、認定農業者、あるいは認定新規就農者等においては、県事業であります「農

業夢プラン事業」で牛の導入に対する補助がございます。しかしながら、この認定農家

さんなりでない農家さんの方々もいらっしゃいます。今回、基金の条例廃止により基本

的に認定農業者以外の農家さんへの導入支援はなくなってしまうということで、これを

補うため、夢プラン事業に該当しない農業者を対象に、肉用牛、乳用牛の素牛導入にか

かわる一部助成ということで、具体的には、繁殖牛５万円、肥育と乳用牛を導入する場

合３万円というかたちで導入補助をしながら、地域の畜産農業全体の底上げを図りなが

ら盛り上げていきたいというふうに考えてございます。 

 以上、議案第２５号「大仙市家畜導入事業資金貸付基金条例を廃止する条例の制定に

ついて」ご説明申し上げましたが、よろしくご審議いただきまして、ご承認賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方は、どうぞお願いいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論はございませんでしょうか。 
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          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんでしょうか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第２６号「大仙市南外森林総合利用施設設置条例を

廃止する条例の制定について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。田村農林整備課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 資料№１、議案書４０ページをご覧願います。 

議案第２６号「大仙市南外森林総合利用施設設置条例を廃止する条例の制定について」

説明申し上げます。 

   大仙市公共施設等につきましては、総合管理計画に基づき、施設の稼働率や利用形態

を踏まえ、利用者数が少ない施設は閉鎖する方向で進めております。 

当該施設につきましては、キャンプ場及び林間広場として活用されておりましたが、

近年は飲み水の使用が出来ないことやクマの出没等で利用者は殆どおらず、賃借人と協

議した結果、現状復帰することで協議が整いまして、平成２９年度において施設内の炊

事場、トイレ、キャンプファイヤーサイト、ベンチ、照明施設を撤去し、施設を廃止し

て賃借人に返還するものでございます。これによりまして、設置条例を廃止するもので

ございます。 

    以上、議案第２６号「大仙市南外森林総合利用施設設置条例を廃止する条例の制定に

ついて」よろしくご審議の上、承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 別にこの条例廃止するのには異論ねえども、ここに誰も南外地区

の人いねべった。どこの場所にあるもんなんだがよ、さっと図面こぐれ提出して、ここ

だったんだよと言ってもらえば、どこにあるもんなんだが、誰もわがらねんでね。ここ

の中の人だぢは。 
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○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） それでは後で、資料を配付いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

１４号）」を議題といたします。 

はじめに、農業振興課所管の説明を求めます。渡辺農業振興課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

１４号）」のうち、農業振興課所管分について、ご説明申し上げます。 

 資料ナンバー３の大仙市補正予算３月補正②と、資料ナンバー３－１の「主な事業の

説明書」によりまして、ご説明申し上げます。 

  なお、歳入予算につきましては、関連する歳出予算の説明の際に併せてご説明させて

いただきます。 

また、歳出補正と関連する繰越明許費につきましても、歳出予算の説明に併せて、ご

説明させていただきます。 

 それでは、はじめに資料ナンバー３の補正予算書の２３ページ、よろしくお願いいた

します。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、６３事業「未来農業のフロンティ

ア育成研修費補助金」でございます。補正前の額３６０万円に対し、１８０万円の減額
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補正をお願いいたしまして、補正後の額を１８０万円とするものでございます。 

  補正額の財源の内訳でございますが、県支出金といたしまして、１２６万円の減額、

一般財源として、５４万円の減額という内訳でございます。 

  本事業は、地域農業の優れた担い手の確保・育成を図るために、新規に就農を目指す

若者や新たな部門の開始に必要な技術を身につけようとする既に就農している若手の

方々が県の試験場で研修生する際に、市と県が連携いたしまして、月額７万５千円、年

額にして９０万円の研修奨励金を交付しながら、研修生の負担軽減を図ってございます。                              

 平成２９年度では、県農業試験場で１年目生が稲作を学んでございます。また、２年目

の研修生が稲作あるいは野菜、あわせて３名の方々が、県農業試験場で研修を受けてご

ざいます。また、県畜産試験場もございますけれども、１年目の研修生２名の方々が畜

産、牛の方なんですけれども、研修しておりまして、５名が県の試験場で現在研修を受

けているところでございます。１年目生３名と、２年目生のうち、県の奨励金を希望い

たしました１名、あわせて４名分は、このフロンティア育成の補助金で予算措置してご

ざいましたが、今回、県畜産試験場で研修していらっしゃいます２名の方々が、国の青

年就農給付金、今、次世代人材投資事業と名称変わってございますが、そちらの給付の

該当になったということで、２名の分が要は不要になってしまったという状況でござい

ます。従いまして、この２名分１８０万円を減額というこでお願いするものでございま

す。 

  また、歳入予算として、補正予算書の１４ページ、こちら歳入ございますけれども、

１５款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業費県補助金、１節農業費補助金のうち、

新規就農総合対策事業費補助金１２６万円の減額補正を合わせて、お願いするものでご

ざいます。 

 次に、資料ナンバー３の補正予算書の２３ページ、よろしくお願いいたします。 

主な事業の説明書の方は、１４ページをお開きいただければ。 

６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、７１事業「農業経営等復旧・再開

支援事業費」でございます。補正前の額７，４２５万円から、１，５００万円の減額の

補正をお願いいたしまして、補正後の額を５，９２５万円とするものでございます。 

  補正額の財源内訳でございますが、県支出金が、１，２００万円の減額、一般財源が

３００万円の減額となってございます。 

  本事業は、平成２９年７月２２日からの大雨によりまして、被害を受けた農家の方々
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が実施する生産施設の復旧、あるいは再生産に向けた取り組みに対して支援するため、

９月定例会において補正予算の承認をいただいたものでございます。 

  これまでの実績の見込みでございますが、市単独の野菜・花き被災生産者給付金、こ

ちら氏の単独で園芸関係の被害受けられた農家さんを、共済制度がないということで、

単独で補正いただいたものでございます。１，３５１万９千円、人数で申し上げますと

３８名分でございます。また、国・県・市によりまして農業経営等復旧支援対策補助金

が３，７５１万２千円、延べの利用された農家さんが９５名、農業経営等再開支援対策

補助金が９７万１千円、こちら１１名の方々が申請いただいてございます。 

  補正の理由でございますが、野菜・花き被災生産者給付金にあたりましては、当時、

野菜、園芸関係の被害が、要は全損してしまったという想定で予算額を算定してござい

ます。その後、販売、復旧の努力によりまして、販売に至った品目もございます。その

関係で、全損を想定した算定から復旧、再生されて販売に至った方々もいらっしゃいま

す。その部分が、今回のひとつ、減額された理由でございます。また、農業経営等復旧

支援対策補助金においては、これ主に機械関係、農機具様々な、乾燥機やらトラクター

やらコンバインやらという災害がございました。当然、農機具共済という制度がござい

ますので、それぞれ共済制度に応じた申請、共済金の請求等がございまして、実際の共

済金がおりたことによりまして、若干の不要額が発生してきたと、また、地域の基幹施

設でございます峰吉川ライスセンター、こちら、河川沿線にございますライスセンター

でございますので、当然被害受けたわけでございますが、当初、要は全部交換だよとい

うかたちで見積もりあがってまいりました。その当時の事業費が５千万を越えるという

状況でございました。しかしながら、やはりいくら補助があるとはいえ、当然２分の１

プラス災害で、県、市で、助成ってあるんですけれども、自己負担も事業費の増に伴っ

て増えてくると、その間に事業費の精査、必要な部分を修繕、あるいは部品の入れ替え

をするというような、ライスセンターの組合員の方々で決められております。実際二千

九百万円ほどの事業費に収まったところでございます。国、県、市、それぞれ補助いた

したんですけれども、大体７７パーセント強の補助率で復旧の方、国、県、市で応援し

たところでございます。こういった事業費の精査によりまして、減額ということで、伴

いまして、補助額も減額というかたちとなりました。 

  歳入予算といたしましては、補正予算書の１４ページになりますけれども、同じく４

目農林水産業費県補助金、１節農業費補助金のうち、農業経営等復旧・再開支援対策事
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業費補助金１，２００万円の減額補正を併せてお願いするものでございます。 

  また、機械・施設復旧支援におきましては、年度内の完了が困難だよという方々もい

らっしゃいました。数は少ないんですけれども、例えば、南外、あるいは協和地域の田

植機、また南外では、秋作業のコンバインの方もちょっと更新が間に合わなかったと、

要は中古探しておられるようなんですけれども、なかなか良い物件が見つからなくて、

３０年度で対応したいという意向がございまして、まずその関連の経費として、２００

万円を３０年度に繰り越して、引き続き支援をしてまいりたいと思ってございます。 

 続きまして、資料ナンバー３、補正予算書の方は２３ページ、お願いいたします。 

  事業説明書の方は、１５ページになります。 

８２事業「経営体育成支援事業費」でございます。補正前の額４，４４３万４千円に、

３７１万８千円の補正をお願いいたしまして、補正後の額を４，８１５万２千円とする

ものでございます。 

  補正額の財源内訳でございますが、全額県支出金となってございます。 

  事業の内容でございますが、担い手が経営発展に意欲的に取り組むにあたりまして、

必要となる農業用機械の導入を支援する事業でございます。先般、国の平成２９年度補

正予算第１号補正によりまして、「担い手確保・経営強化支援事業」が実施されてござ

います。通常のこの事業でございますが、要は融資残、融資を受けて導入をした場合に

補助金が出るんですけれども、融資残の３割の補助、補助上限は３００万円という事業

が通常でございます。今回、国の補正予算ということで、補助率が税抜き事業費の最大

２分の１まで、補助上限は一経営体あたり個人が１，５００万円、法人が３，０００万

円といような上限もなってございます。当然、通常よりも有利だというわけでございま

すが、なかなか有利な故に、競争率も激しい、全国的な要望の多い事業でございます。 

今回、市で事業要望を募りましたところ、六つの経営体から、総事業費６，８４３万

１千円、補助金額にして３，１６７万８千円の要望があったところでございます。当初

予算執行済み額との差額分、３７１万８千円の増額の補正をお願いいたしまして、国の

予算繰越に伴い、３，１６７万８千円を上限に、繰越明許費の設定をお願いするもので

ございます。 

なお、歳入予算におきましては、補正予算書の１４ページになりますが、４目農林水

産業費県補助金、１節農業費補助金のうち、経営体育成支援事業費補助金３７１万８千

円、同額を追加の補正として、お願いするものでございます。 
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  以上、今回補正３件ということになりますけれども、ご説明申し上げましたが、よろ

しくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

  説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 前に、災害後に野菜等で駄目なったいじを大仙市独自で復旧する

って、胸張ってしゃべったども、そのじぇんこは今のだが。これだが。 

○農業振興課（渡辺重美） はい。野菜・花き被災者何某というのが。 

○２１番（渡邊秀俊） おらも地元さ行って宣伝して歩りったども、やっぱりよ、雪降る

前にちゃんと払うような体制とんねばよ、有り難味あど薄れるおんな。前あった青果物

安定基金ど同じでよ、忘れだんたころじぇんこ入ってきてこのじぇんこなんなのよって、

もっと農家が意欲持たせるような、こうやってやるんだがら頑張れっていうような支払

い方法よ、もう少し考えてもらいでがったな。 

○農業振興課長（渡辺重美） 要は機械買った時どがの制度資金どがの支払いが１２月末

どが、その辺まで払うような段取りできればよかったんですけれども、年内には３７件

支払いましたけれども、なかなか諸手続きやらで１１月末あるいは生産資材の支払いと

いうのは、間に合うように随時払っていたんですけれども、それからが、１１月中に全

部払ったのかということになりますと、実際年内には払ったものなんだが、手続き、そ

れぞれ対応したものの、早め早目の支払い実際のところ１２月にできていなかったもの

もございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 市独自の補助金でよ、もらう方も、せばひとつ頑張ってみるがっ

ていうような意欲を起こされるわげだがら、やっぱりこういうふうな前例さねで、もし

まだこういうふうなったら意識があるうちにやって、喜ばれる体制ひとつとってもらい

たいです。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 今後、やっぱりタイムリーに、農家さんが必要な時に入れ

るような、こういった補助金はそのように努めてまいりたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。はい、鎌田委員。 
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○２５番（鎌田 正） 今の復旧事業の件にまず１つだっしども、これって全部自己申告

して、予算ていうか、補助金なると思うんだけども、最初に自己申告しねば当然対象外

ということになるわけだけれども、例えばっしよ、申告する段階で、申告する方向って

いうか内容っていうか、その申告できるような説明不足のところ若干あったんでねがな

と思ってるんだっしよ。実は。例えばっしよ、機械関係なば、共同利用は当然水揚がっ

て誰見でもそうだがもしれねども、例えば畜産関係なんか見れば、南外だって牛流され

でるっしべ。これは皆さんお分かりのとおりだども。牛は流されてもちろん牛舎も滅茶

苦茶なったごどは間違いねんだども、それを生産するために、例えばよ、これちょっと

専門的なってあれだがもしれねども、例えば精液なんて保管してるボンベだってあるわ

げだっしよ、これ１本買えば２、３０万掛がるんだども、ボンベそのものもんだども、

その中に例えば精液入ってるわげっしよ、今もちろん牛このとおり高げがら、その種牛

代ではもちろん単価が１０万、２０万すぐ違う時代だし、これはあんた方も分かるとお

り、その種も全部流された人がいるわげっしよ。こういったいじは全然その対象外で、

なってねがったんだよな、実はな。ちょっとあんたがた理解せねがもしれねども、生産

するために、例えば言ったように農機具は部品取っけるどが、あるいは歯車取っけるど

がって出来るがもしれねども、こういった畜産関係ではそういったものをよ、生産する

ためのそういったごどが何にも対象なってねもんだがら農家いっつも、今畜産農家非常

に苦しんでるんだよ、実は。そういった本当にきめ細かな支援っていうが、全部支援し

れっていう意味でねっしよ。そういったことやっぱりもう少しきめ細かな支援体制取っ

てもらいてもんだなど、現場ではそういう声でてるんだっしよ。当然畜産関係はそれな

りの人たち、俺さ言うがら分がってるつもりだども、やっぱりそごだりよ、大変失礼だ

ども、職員だちは素人な人だぢいっぺいるんだがら、この畜産関係はよ、言ってること

理解せねごどもいっぺあるかもしれねども、きめ細かな政策体制を、例えば畜産振興だ

といいながら、そういったごどもっともっと細けぐやってもらいでもんだなという認識

だっしな。したがら、もっと言わせてもらえば、今日は企画産業委員会だね、今日みん

な部長含めて課長だち来てで、ただ一番いっつも思ってるのは、昨日俺委員長にしゃべ

ったども、支所の農林建設課の課長来てねっしべ。あんたがたみんな網羅して分がって

るど思ってるべども、現場の声って、支所の課長にここさ出席してもらって、いろんな

現場の声を俺、俺だの声も聞いてもらいでし、課長も担当者だがら、しゃべってもらい

でわげっしよ、答弁してもらいでわげっしよ。例えば農林建設課だがら、今回も建設委
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員会の方さ、その課長たち行ってるらしいども、この後、予算の件もあるんだども、や

っぱりどごにもよ、支所の農林課長が来ねば実態は分がらねど思うっしよ、俺。したが

ら、この後、部屋のスペースの問題もあってなかなか難しいっていえばそれまでだども、

やっぱり農林部ど、昨日もちょっと企画のごどもしゃべったんだども、やっぱり支所の

課長だちも出席しねばよ、委員会はちょっとなかなか難しいんでねがど思うんだな。あ

んた方は全部わがってるはずだども、細かいところまでは分からごどいっぺあるんだが

ら、これがらやっぱり、そういった体制で委員会やっていかなければ、ここで俺だ、部

長と課長さ、こうだああだのしゃべってみでも、実際は担当課長が地元の担当課長が分

がってねだんしべ。これは、今の質問と若干ニュアンス違ってきたども、そういったこ

とをこれから検討してもらいでごどがひとつと、それから、今言った畜産関係の件も、

生産するための体制っていうが、そういったごど俺はもっとこまめに詳細にわだって説

明できるような、農家に説明できるようにしてほしいなと。誰が南外の畜舎見に行った

人いるが。誰も見でねべ。本庁の人たちは。んだがら、駄目なのよ。したがらなんも、

今渡邊議員言ったように、実態分がらね人たちがしゃべってるがら、こういったごど始

まってるんだよ。一番苦しんでるの農家だよ。一番苦しんでること、今おらだなんとか

して支援してやらねばでぎねということで、議論してるごどだがら、分がってる人間を

ここさ来てもらわねば、農家どご直接本人でてくるわげでねども、やっぱり支所の課長

でも担当者でも来てもらいで、出席して意見を聞いてもらいでもんだなと俺は常にそう

思ってる。 

  それから、経営体の育成支援事業、もちろんさっき課長言ったように、要望が相当あ

るらしい。俺もそれなりに聞いてはいるけども、これって、俺は基本的に同じ人が、同

じ経営体が何回も、ねえど思うんだども、今基盤整備して、法人立ち上げようとしてる、

そして若い人たちでその法人を経営していこうとして頑張っている人たちを基本的に優

先して、こういったものを支援していかなければ、あど目一杯なったがら駄目だよ、締

め切り終わったがら駄目だよでは、なかなか若い人さいがねど思うんだよ。もちろん法

人は何回も何年もやってきて故障したり、あるいは修理したりする機械必要だがら欲し

いっていう気持ち分がるったって、基本的に今の法人立ち上げてやろうとしてる元気の

ある若い人たちを優先してこういった支援していかなければなかなかうまぐね。なして

俺だなば、なんともならねでどがって言う人、結構いるっしおの。したがらまず、この

前課長でも、部長さはしゃべったども、課長さもよ、今まで車庫の２階にいる、法人化
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支援センター、今回ねぐなるらしいども、そんた人だちさ言ったって埒あがらねってい

うんだよな。もう少しやっぱりあの、こごだけでねぐ、まずこれも支所の担当者の話な

っちゃうがもしれねども、そういった人たちここに来ていろんな俺だの意見も聞いても

らいたいし、支所のいろんな対応も知らせてもらいでんだよ、本当。 

○委員長（秩父博樹） はい、部長。 

○農林部長（福田 浩） 確かに鎌田委員の言われるとおりで、我々も現場もきちんと足

運んで見なきゃいけないという認識でおります。牛の精液の件も災害起きた当時は私た

ちも聞いております。それに対する支援と言うことで一生懸命探したんですけれども、

なかなか見つからなくてですね、大変申し訳ございませんでした。 

  あと、若い人の支援ということで、今の市長の基本姿勢が、若い人の農業に掛けるど

ご掛けるというふうにはっきり言ってますので、我々の施策も今後そういうふうにシフ

トはしていくと思われます。なんとか、よろしくお願いいたします。 

  あと、支所の課長さんが出席するというのは、また議会からの要望も一つ。建設水道

との同時進行が始まりますので、場所と日程だっしね。 

○委員長（秩父博樹） はい。 

○２５番（鎌田 正） 例えばよ、今日午前中建設委員会休みだっしおの。今日午前中は

ここさ来るにいいしべった。来てけれって要請すれば。そういった日程調整のこともあ

るがら、これがらは全部、部長、課長、ここの課長たちものすごく優秀な人たちだがら

全部、隅から隅分がってるべどもだ、もう少しやっぱりよ、担当課長という地元の支所

の課長たちもきてもらって、意見交換してもらわねば、この後毎回来いっていう意味で

ねくて、案件によっては出席要請して欲しいもんだなと。これは委員長の方さ。 

○委員長（秩父博樹） わかりました。せば、今後そういうふうに検討していぐというこ

とで。ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

  つぎに、農林整備課所管の説明を求めます。田村農林整備課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

１４号）のうち、農林整備課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

資料ナンバー３、平成２９年度大仙市補正予算〔３月補正②〕６ページをご覧願いま

す。 
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  第３表、繰越明許費の補正でございます。今般の定例会におきまして、７事業につい

て繰越明許費を設定し、議決を求めるものであります。 

  上から、３つ目の６款１項、県営土地改良事業費負担金（通常予算分）であります。  

ほ場整備事業は、９地区で補完工事と補助暗渠工事等について施工時期を勘案し繰越

工事とする他、大川西根地区のストックマネジメント事業では、電気設備の製作に工期

を要することから繰り越しとするもので、戦略作物生産拡大基盤整備事業など、県営事

業２０地区で事業費の一部７，２０２万７千円について、繰越明許費を設定するもので

ございます。 

次に、６款１項、県営土地改良事業費負担金（国補正予算分）についてであります。 

平成２９年度国の予算補正（第１号）によるもので、今次定例会で１億８，４４１万

２千円の補正をお願いし、全額、繰越明許費として、３０年度で事業を実施するもので

ございます。 

次に、６款２項、治山局所防災事業費についてであります。 

昨年の豪雨により、市内８箇所で復旧工事を実施しておりますが、この内、西仙北１

箇所、南外２箇所、協和２箇所について、今般の大雪により工事が完工しない恐れがあ

るということで、これに係る工事費３，５５８万３千円について繰越明許費を設定する

ものでございます。 

  ７ページをご覧願います。 

１１款２項、農地農業用施設災害復旧事業費（単独分）であります。 

８月専決補正で承認をいただき、市が実施する応急復旧費について、今次定例会で事

業精査に伴う減額補正をお願いするものでございますが、実績見込額１億５，２５９万

円の一部、５，２４９万２千円について、次年度早期に復旧するため、繰越明許費を設

定するものでございます。 

次に、１１款２項、農地農業用施設災害復旧事業費（補助分）であります。 

９月補正で承認をいただいた公共災害復旧事業費について、査定結果及び設計業務を

精査した結果、実績見込額４億８，４７２万７千円の内、次年度早期に復旧するため、

４億６，５１０万４千円について、繰越明許費を設定するものでございます。 

次に、１１款２項、農地等災害復旧事業費補助金であります。 

９月補正及び県の上乗せ補助が決定したため、１２月補正で承認をいただいた小規模

災害について、農家申請による現年復旧に係る実績見込みを踏まえ、実績見込額３億９，
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８２８万８千円の内、次年度早期に復旧するための２億４，５０１万円について、繰越

明許費を設定するものでございます。 

次に、１１款２項、林業施設災害復旧事業費（補助分）であります。 

９月補正及び１２月補正で承認をいただいた林道の公共災害について、１６路線の内、

工期が２カ年となる協和沢内・水沢線の１路線については、工事費を３０年度当初予算

に組み替えて実施するため、２９年度予算については減額補正をお願いし、残りの１５

路線、１億５，１８４万７千円については、次年度工事となることから繰越明許費を設

定するものでございます。 

以上、７事業について、繰越明許費を設定するものでございますが、この後、主な事

業の説明書により詳細を説明してまいります。 

  次に、２３ページをお願いいたします。 

歳出予算の補正であります。 

６款１項５目２３事業、遊休農地活用支援事業であります。 

補正前の額１，２０７万７千円から補正額６２１万９千円を減額し、補正後の額５８

５万８千円とするものであります。 

協和地域小種の泉沢山地内で行われている畑地の再生事業において、県との調整によ

り他の事業と併用して実施することとなったため、国の交付金減額に伴い、減額補正を

お願いするものでございます。 

  次に、６款１項６目５１事業、県営土地改良事業費負担金であります。 

２９年度通常予算分で、小水力発電施設整備事業とため池整備事業が起債対象となら

ないことから、１，６２０万円を地方債から一般財源に振替えるものでございます。 

  次に、６款１項６目５２事業、県営土地改良事業費負担金（国補正予算分）でござい

ます。 

国の補正予算（第１号）に係る事業費の追加に伴う補正であります。 

詳細は、この後の主な事業の説明書により説明いたします。 

  次に、６款２項１目１１事業、林地台帳整備事業費であります。 

補正前の額７９１万４千円から補正額３８７万円を減額し、補正後の額４０４万４千

円とするものでございます。 

森林法の改正により、平成３１年４月から市町村が窓口となり林地台帳と図面の公表

が定められております。 
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  減額の理由として、システム導入に伴う委託業務の一部を県が実施し、市町村にデー

タを提供することが決定され、国の内示において事業費が減額されたためでございます。 

  次に、６款２項５目１０事業、治山局所防災事業費であります。 

事業精査により、減額補正をお願いするものであります。 

これにつきましては、この後の主な事業の説明書により説明させていただきます。 

次に、６款２項６目１０事業、県営林道事業費であります。 

補正前の額２，９００万円から補正額１，４７５万円を減額し、補正後の額１，４２

５万円とするものであります。 

  協和地域「林道前沢線」について事業費要求額に対し、国の予算が満たなかったため

事業費の減額に伴い、市負担金を減額するものでございます。 

  次に、２８ページをご覧願います。 

１１款２項１目１０事業、農地・農業用施設災害復旧事業費（単独分）であります。 

災害復旧に係る応急対策経費や査定設計委託費について、事業精査（実施見込み）に

より、減額補正をお願いするものであります。 

この後の主な事業の説明書で詳しく説明いたします。 

１１款２項１目１１事業、農地農業用施設災害復旧事業費（補助分）であります。   

公共災害について、これも同様に実績見込によりまして、減額補正をお願いするもの

で事業説明書でこの後説明させていただきます。 

次に、１１款２項１目６０事業、農地等災害復旧事業費補助金であります。 

小規模災害について、事業精査により、減額補正をお願いするもので、事業説明書に

よりこの後説明させていただきます。 

１１款２項２目１０事業、林業施設災害復旧事業費（単独分）であります。 

激甚債指定により、災害査定設計書の委託業務が補助対象となるため、事業精査（実

績見込み）を踏まえて、財源を振替るもので、国県支出金として４９３万１千円、地方

債に４１０万円、一般財源については、９３０万１千円を減額となるものでございます。 

１１款２項２目１１事業、林業施設災害復旧事業（補助分）であります。 

林道の公共災害について、事業精査（実施見込み）により、減額補正をお願いするも

のであります。これにつきましても、事業説明書で説明させていただきます。 

 次に、資料ナンバー３－１、主な事業の説明書１６ページをご覧願います。 

６款１項６目５２事業、県営土地改良事業費負担金（国補正予算分）であります。 
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補正額、１億８，４４１万２千円、補正後の額も１億８，４４１万２千円であります。 

財源の内訳としては、市債１億８，３８０万円、残り６１万２千円については、一般

財源となっております。 

事業の目的としては、県営事業で実施される事業費の一部を負担することにより、受

益農家の負担を軽減し、経営の安定化を図るものでございます。 

これまでの実績でありますが、平成２９年度末のほ場整備の実績が、１６地区で実施

し、整備率７５．８パーセントの見込みとなってございます。 

今後の課題ですが、毎年の事業要望により、事業費が膨大となっているため、国の予

算配分次第では、事業の進捗への影響が懸念されるところでありますが、県や関係機関

との綿密な調整を図っているところでございます。 

補正理由でありますが、国の補正予算（第１号）の採択に伴う県営事業負担金の補正

であります。今次定例会において全額繰越明許費を設定し、平成３０年度に事業を実施

することとなっております。 

事業の負担割合については、国のガイドラインにより、ほ場整備では市が１０パーセ

ント、地元受益者が７．５パーセント、ため池整備では、市５パーセント、地元受益者

も５パーセントとなっております。 

事業の内容としては、農地集積加速化基盤整備事業（ほ場整備）で西仙北藪台地区他

７地区に事業費で１８億１，４１２万円、ため池整備事業では、西仙北強首地区に６，

０００万円の予算が配分されており、事業費の合計で１８億７，４１２万円、市の負担

金としては、１億８，４４１万２千円の負担となるものであります。 

  １７ページをご覧願います。 

６款２項５目１０事業、治山局所防災事業費であります。 

補正前の額７，２８９万１千円から補正額９７０万３千円を減額し、補正後の額６，

３１８万８千円とするものであります。 

   財源の内訳としては、事業費の減額による県支出金７２５万円の減額と９月補正時点

で充当が決まっていなかった市債について１２月に申請を終えたことから、２，３７０

万円を市債に充当し、それにより事業費の減額と合わせて、一般財源２，６１５万３千

円を減額とするものでございます。 

事業の目的でありますが、昨年の７月、８月の豪雨災害で、林地崩壊により、人家に

被害が及んでいる箇所や放置すると人家等に直接被害が広がる恐れがある箇所について
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復旧工事を実施するものであります。 

  今後の方向性と２９年度の概要でありますが、西仙北地域で１箇所、協和地域４箇所、

南外地域の３箇所について、工事を発注し復旧を進めているところであります。 

当該事業は、事業費の上限を８００万円とする県単事業でありますが、今般は被害規

模が大きく、かつ早急な復旧が必要なため、特例として８００万円以上の事業費につい

ても補助対象となっているものでございます。 

  県の補助金としては、工事費の８０パーセントとなっております。 

また、繰越明許費の補正でも申し上げましたが、西仙北１箇所、協和２箇所、南外２

箇所については、大雪の関係で５箇所、繰越明許ということで承認をいただくものでご

ざいます。 

次に、１８ページをご覧願います。 

１１款２項１目１０事業、農地・農業用施設災害復旧事業費（単独分）であります。  

補正前の額２億９，０４６万３千円に対し、７，６６２万円の減額補正をお願いし、

補正後の額２億１，３８４万３千円とするものであります。 

財源の内訳としては、県支出金が２，１４１万４千円、市債２，９４０万円、その他

として受益者分担金が２，０４０万７千円の減額、一般財源が１億７０２万７千円の減

額となるものであります。 

事業の目的でありますが、昨年の７月、８月の豪雨災害で被害を受けた農地・農業施

設について、二次災害が想定され、早急に復旧が必要な道水路等の復旧と、流木等の除

去処理に係る経費を市が負担し実施するとともに、公共災害査定設計書作成のための業

務委託費を計上し、早期の復旧と農家負担の軽減を図ることを目的としております。 

今後の方向性と２９年度概要でありますが、補正の理由として、①市が行う災害応急

復旧支援費が１，４９９万２千円の減額、②の農地・農業用施設災害復旧事業に係る業

務委託費が６，１６２万８千円の減額、合計で７，６６２万円の減額であります。 

  二次災害が想定され、早急に復旧が必要な道水路等の復旧に係る対応経費と災害査定

に係る業務委託費を精査し、執行見込み額を残して減額補正するものであります。下の

表に詳細がありますが、市が行う災害応急復旧支援費でありますが、８月専決補正では、

被害見込み件数３１５件、予算額は１億６，７５８万２千円でありました。現在の復旧

見込件数は４３５件、１２０件の増、実績見込み額では１億５，２５９万円で、１，４

９９万２千円の減額となるものであります。 
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被害件数については、調査と復旧が進むにつれて増加しており、実績による復旧見込

額については、業者からの見積もり等を精査し、賃金、賃借料、原材料等で出来る限り

コストを抑えて復旧するものであります。 

  また、実績見込額のうち、次年度早期に復旧するものは繰越予算とするもので、件数

が１２８件、繰越額が５，２４９万２千円であります。 

次に、農地・農業用施設災害復旧に係る業務委託でありますが、これについても８月

専決補正では見込件数が９２件、委託料が１億１，７３３万７千円、現在の実績見込件

数は５２件で、４０件の減、実績見込額も５，５７０万９千円と６，１６２万８千円の

減額となっております。 

  公共災害に係る委託件数の減と実績見込額の減額につきましては、当初の調査時点で

は工種ごとや個人ごと、箇所数を計上しておりましたが、災害査定のための測量設計業

務を進める中で、東北農政局の査定官や県担当者からの指導で被災箇所を統合したこと

や、被災金額が４０万円を少し越える規模の公共災の案件では、委託料を含めると農家

負担が大きくなり、小規模災害へ移行したことなどにより、件数が減少したものであり

ます。 

また、委託料につきましては、査定設計書と工事発注のための実施設計を計上してお

りましたが、査定設計については補助対象となり、農家負担の軽減に繋がっております。

実施設計については県の協力をいただいて実施するなど、事業費の軽減に努め、件数の

減と合わせて、実施見込額が減少したものであります。 

  測量業務の最終補助率見込みでありますが、激甚災指定により査定設計業務が補助率

５０パーセント以内で国庫補助の対象となります。 

  査定設計業務、実契約額５，１２６万４千円で地元農家は１４．２パーセントの７２

８万７千円、実施設計については、４４４万５千円のうち、市が７５パーセントで３０

０万円、地元農家が２５パーセントで１１１万１千円となっており、表にありますが、

５，５７０万９千円に対し、地元農家の負担金として１５．１パーセント、８３９万８

千円の見込みであります。 

次に、１９ページをご覧願います。 

  １１款２項１目１１事業、農地農業用施設災害復旧事業費（補助分）であります。 

補正前の額５億３，７３１万７千円に対し、５，８７４万７千円の減額補正をお願い

し、４億７，８５７万円とするものであります。 
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財源の内訳としては、県支出金１，６９６万円、市債２，５００万円の減額でありま

す。その他として受益者分担金９２７万３千円の減額、一般財源７５６万４千円をそれ

ぞれ減額するものであります。 

事業の目的でありますが、平成２９年７月２２日からの大雨災害により被害を受けた

農地・農業用施設について国の補助を受けて速やかな復旧を図るものであります。 

今後の方向性と２９年度概要でありますが、変更理由として、８月専決補正に対し災

害査定結果及び設計業務を精査し、執行見込額を残して減額補正とするものであります。 

  なお、専決補正前に応急本工事を実施するための予備費充当及び架設ポンプの設置等、

応急仮工事を実施するための予算流用により、４億８，４７２万７千円が補正後の現計

予算となるため、最初に説明した補正後の額４億７，８５７万円とは一致しないもので

あります。 

次に、農地・農業施設災害復旧事業費（補助分）の内訳表ですが、８月専決補正では、

件数が９２件、予算額が５億４，３４７万４千円、実施見込みでは、件数５２件、実績

見込額では４億８，４７２万７千円であり、５，８７４万７千円の減額補正をお願いす

るものであります。 

  また、実績見込額の内、４６件、４億６，５１０万４千円については、次年度に早期

復旧するものであり、繰越予算とするものであります。 

  最終の補助率の見込みでありますが、農地災害では通常５０パーセントですが、補助

率の嵩上げにより９５．３パーセント、農業用施設災害については通常６５パーセント

が、９８．７パーセントとなる見込みであります。 

   負担割合見込みとして工事費等と測量業務を含む表にしておりますが、総事業費５億

４，０４３万６千円に対し、実質負担割合として国が９１．５５パーセント、４億９，

４７５万円、市が６．３４パーセント、３，４２６万４千円、地元農家が２．１１パー

セント、１，１４２万２千円となる見込みであります。 

  次に、２０ページをご覧願います。 

○委員長（秩父博樹） すみません。審査の途中ですが、暫時休憩いたします。 

  再開は、１１時１０分。５分ほど休憩いたします。 

           午前１１時０７分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午前１１時１２分 再  開 
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○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） それでは、２０ページをお願いいたします。 

１１款２項１目６０事業、農地等災害復旧事業費補助金であります。 

  補正前の額５億３４１万１千円に対し、１億５１２万３千円の減額をお願いし、補正

後の額３億９，８２８万８千円とするものであります。 

補正額に対しての財源の内訳としては、県支出金３，５９９万７千円の減額、市債が

３３０万円、一般財源が７，２４２万６千円の減額であります。 

事業の目標でありますが、７月２２日からの大雨災害により、被害を受けた被害額が

４０万円以下の農地・農業用施設について、速やかな復旧を図るため、県補助金と合わ

せて、農家負担の軽減を図ることを目的としております。 

今後の方向性と２９年度事業の概要ですが、補正理由として、農家等の申請による現

年復旧に係る復旧見込み額及び起債申請した起債同意予定額に基づき、補正をお願いす

るものであります。 

補助金については、市単独と県単独事業となりますが、はじめに、農地等災害復旧事

業費補助金（市単独事業）であります。１件当たりの復旧費が５万円以上４０万円以下、 

補助額は復旧費の７５パーセント、３０万円を上限にしております。自己負担金が２５

パーセントであります。 

次に、農地・農業用施設小災害支援事業（県単独事業）の上乗せであります。 

１件当たり１０万円以上４０万円未満で復旧経費助成を行う市町村を対象に助成率は

３分の１以内とし、市町村の助成率内とするもので、大仙市では復旧費の４分の３支援

することから、県の支援は４分の１となるものであります。 

補助金実績見込みですが、表にありますように、８月専決及び１２月補正で承認をい

ただいた、１，０６３箇所、５億３４１万１千円に対する農家等の申請を踏まえた実績

見込額として１，３５０箇所、３億９，８２８万８千円を見込んでおります。このうち、

７０７箇所、２億４，５０１万円については、繰越予算として年度初めから早期に復旧

するものでございます。 

  次に、２１ページをご覧願います。 

１１款２項２目１１事業、林業施設災害復旧事業（補助分）であります。 

補正前の額１億８，９３５万４千円に対し、３，７５０万７千円の減額補正をお願い
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し、補正後の額１億５，１８４万７千円とするものでございます。 

補正額の財源内訳としては、県支出金が２，９３８万６千円の減額、市債につきまし

ては、１，１３０万円の減額、一般財源が３１７万９千円の増となっております。 

事業の目的でありますが、７月、８月の豪雨災害により被害を受けた林道について、

林道機能の回復を図るものでございます。 

今後の方向性と２９年度の概要でありますが、補助率ですが、７月災害の１５箇所は

８０パーセントで計上しておりますが、激甚災指定に伴い、奥地９５．４パーセント、

その他は８９．７パーセントとなる見込みでございます。 

  また、８月災害は１箇所で予算上は５０パーセントでありますが、市内で平成２７年

度も災害があったため、連年災高率補助として県によりますと５０パーセントから７２．

６パーセントの範囲で通常よりも補助率が上乗せとなる見込みでございます。 

補正理由でありますが、表の上から７月災害１５路線、８月災害１路線となっており

ます。上から２つ目の協和地域沢内・水沢線について、被災施設が橋梁でありまして、

地盤調査業務や橋台建設および橋桁等の製作に工期を要することから、３０から３１年

度の２ヵ年で事業実施を予定するものであり、２９年度予算については８月災害と相殺

して３，７５０万７千円の減額をお願いするものであります。 

実施予算としましては、３０年度当初予算に再度計上させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

なお、補正後の歳出予算額、１億５，１８４万７千円については、年度内に発注し、

繰越明許費を設定するものでございます。 

以上、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）のうち、農

林整備課所管分につきまして、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、承認賜

りますようお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方はどうぞお願いいたします。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 同じ災害復旧事業で、単独分と補助分の違いってなんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 事業説明書の１８ページと１９ページの関係で申し上げた

いと思います。 

  １８ページの単独分でございますが、単独分については、特にこのまま放置しておく
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と緊急性があって、また被害が大きくなるということで市が業者に直接依頼して復旧し

た経費でございます。また、これからも出てくるわけですけれど、木材等が農地に点在

しております。それらを撤去する費用として、その分は市が持つということを決めまし

て、市の対応工事としております。 

  また、委託料でございますが、委託料については、本来これ激甚災にならないと単独

事業として市が７５パーセント、地元負担金２５パーセントとなるものでございますが、

これが激甚災ということで、現在の見込みでは４３．１４５パーセントなるということ

で、それが見込まれて、最初から補助事業で対応できるのであれば、１９ページの補助

分に計上したものでありますが、通常でありますと単独として補助をもらえないという

ところでございましたので、単独の方へ計上してございます。 

  それで、補助分という、１９ページにございますが、これが公共災害復旧事業、国の

補助金をもらうものでございます。災害につきましては、一番下の方に最終見込みとい

うことで書いてござます。今回の予算の補正につきましては、起債を主とした予算のか

たちを取っております。出来るだけ起債を借りられるような体制で見込みを立てます。

ただ、補助率については、８５パーセントとか、そこらを見ておりまして、最終的に国

の補助率が決定した段階で、補助金を多くして起債と一般財源、地元負担金を少なくし

ていくという、そういう試算をさせていただいております。ということで、１９ページ

につきましては、公共災害分でございます。それで、１９ページの下の方に、測量業務

と工事費と書いてございまして、１８ページの下の委託分をここに入れて最終的にこの

見込みであると地元農家の負担は２．１１パーセントという試算をしているところでご

ざいます。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 予算の補正額、２億１，３００万と４億７，８００万と、その次

の３億９，８００万が、合わせたのが農地等の総合被害額が。 

○委員長（秩父博樹） はい、部長。 

○農林部長（福田 浩） おおまかにはそうです。具体的には、復旧に関する工事費とい

う額になります。 

○２１番（渡邊秀俊） まず、１１億弱が被害額で、それで単独でやったいじと、緊急で

単独でやったいじと、補助対象ならねやづと、一番最後が、４０万円以上。 

○農林部長（福田 浩） 小規模災害ということです。三本立てということで考えていた
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だければ。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 自己負担額みんなバラバラなんだよな。前に、小さいのは全額市

で負担するって、今回まだ、４０万未満も自己負担額出てらってば。この三つの災害で、

自己負担発生するいじは、前の二つということだが。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○農林整備課長（田村一彦） １９ページの補助分のところで、工事費の負担、それから

委託費の負担となっております。 

○２１番（渡邊秀俊） 地元負担１，１４２万っていうやつ。 

○農林整備課長（田村一彦） はい。１，１４２万２千円。これが最終的に見込まれる地

元負担でございます。 

○２１番（渡邊秀俊） この三枚の内、これだけが個人負担ということ。 

○農林整備課長（田村一彦） はい。 

○２１番（渡邊秀俊） 大体、１１億の内の１，１００万が、せば自己負担ということだ

な。 

○農林整備課長（田村一彦） これが市全体で掛かると見込まれる地元負担でございます。 

○２１番（渡邊秀俊） あど残りは負担は無いと。 

○農林整備課長（田村一彦） あとは補助金とか、直接補助金を出すものですから、あと

市が単独で行うというようなかたちになっております。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 当初予算でも聞けばいいかもしれねども、今回の県営の土地改良

事業関係なんだけれども、今、平成３４年まで８地区が事業期間ということで、このあ

どなんぼぐれ要望っていうが、地区単位でいげば、もう何カ所ぐれあるもんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 今現在で、１２地区ございます。 

○２５番（鎌田 正） せば、その１２地区やれば、大仙市大体終わるおんだが。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 今まで、やはり最初から手挙げなかったんですけど、段々

に周りを見てですね、やった方良いということで、今負担率が９２．５パーセントの補

助金ですから、集積が伴うと大体５％くらいなるんですよ。そうするとやっぱり、他に
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もまだ手を挙げる地区が存在すると思います。膨大な経費と財源等も相当苦しくはなっ

てきてます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） これは当然まだまだ増えでくるど思うども、その１２地区やれば、

整備率っていえば、今のいわゆる大区画の整備率でいげば、大仙市全体いげば何％ぐれ

やるおんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 基本的には、３２年度のことを申し上げますと、そこまで

８０．１パーセントぐらいの計画ではいるんですよ。それが若干遅れまして、これでい

く８５パーセントくらいにはなる見込みであります。 

○２５番（鎌田 正） なんも、もう１２地区あるしけねが、今、将来。それ整備せば、

大仙市全体で何％ぐらいの大区画整理なるっていうなだ。 

○委員長（秩父博樹） 暫時休憩します。 

           午前１１時２７分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午前１１時２７分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 再開いたします。はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） ８５．３というようなところでございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） まだよっぽど時間かかるということだっしな。 

  それがらもう一つ、今回の補正さは何にも載ってねども、今回このとおり大雪で、い

ろいろまだこの後も、今現在の７，８月の後遺症ではねがもしれねども、雪消えと同時

にこういった災害出てくるっていえば、その対応はなんとするおんだっしか。例えば、

農道のひび割れして、春雪消えだっけ崩れであったどが。農道でねくても田んぼでも、 

 畦畔雪消えだば落ちでらったどが。そういった対応は、やっぱり災害でまだやってける

おんだべが、なんとするおんだ、そのあたりは。 

○委員長（秩父博樹） はい、福田部長。 

○農林部長（福田 浩） 豪雪対策本部も立ち上がってまして、農業関係のパイプハウス

系の被害につきましては、県から打診がありまして、夢プラン等々の策を市町村強調し

てやっていいですかという確認が来ております。で、すぐ『やります』という話はして
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おります。 

  それから、それ以外の農地・農業用施設の豪雪関係のところで、今の雪の関係であれ

ばですね、それなりに補正等お願いしまして、やりたいと思います。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） せば確認だっしども、春にそういう箇所でた場合は、災害で対応

できると、こういうことだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、部長。 

○農林部長（福田 浩） 市長からは、そういうところ出てきたら、補正でもやってやり

ますということを言われておりますので、ただ、雪なものなのか、７月、８月の災害な

ものなのがというところは、ちょっとあるとは思いますけれども、いずれ、これから発

見されたところについてもやらせてもらいます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） もう１点、林道の災害の件だども、こごさよ、２１ページの林道

公共災害復旧事業費ということで、４番のどごで、予算上は、８０パーセント。奥地は

９５．４ていえば、奥地て、どごあだりのごど指してる。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 峰吉川から西仙の床畑から４６号線さ超えるところの水沢

県道ありますけれど、そこに超えるのが峰吉川林道です。それと、荒川鉱山の周辺を通

ってる沢内水沢線、これが奥地として幹線林道といいますか、基幹林道的な扱いされて

おりまして、これが奥地となっております。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） その奥地の認定っていうが、その基準っていうが、それはなんた

もんだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 森林の面積によって、カバーする面積によって奥地となっ

ております。この幹線基幹林道みたいなかたちの、大型の林道であります。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 受益面積、もちろん言ってる意味分がらねわげでもねえけれども、

相当の距離数あるごどだっしべ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 
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○農林整備課長（田村一彦） 峰吉川林道のことを例えてみますと、峰吉川からあそこま

で１６キロほどあるんですよ。それをカバーする面積なので、その他の林道と比べます

と広域的な林道であります。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） ただ、林道って、大仙市内の林道って、何百キロあるもんだげ。 

  俺、なしてそんたごどいうがって言えば、林道のやっぱり延長は今言ったように、奥

地は分がった。ただ、実際に課長も分がるとおり、林道ていうことで整備したって全然

整備されでねえわげな。そういった整備ってよ、建設サイドでやるもんなのが、あるい

は林道の事業で、今回は災害だども、整備していかなければ、もうせっかく作ってもみ

な荒廃だぎょな。道路はもちろん傷んでるし、そういったことはなんとなるおんだ。今

回、災害だがら災害のどごやるごどだども、実際の林道の整備って、なんとするおんだ、

将来は。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 林道維持管理費については、今年度については、３００万

から４００万見込んでるんですね。その中で、春に側溝上げとか、そういうことをやる

ことなってまして、今委員が言われたとおり、その全部の路線をカバーするだけの予算

とか、それについては確保してございません。各支所と本庁も合わせて対応してるわけ

ですけど、今まで言われたとおり、もう少し予算計上して管理していくべきだと考えら

れます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 今言ったとおり市道とかは、交付税参入どがっていろいろあるよ

うだけれども、林道については、ただ市単独の維持管理費なっちゃうおんだが。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 確認して、後から申し上げてもよろしいでしょうか。 

○２５番（鎌田 正） 作るときはいいんだども、作ったあどが一番問題なんだよな。せ

っかく作った、事業費何千万も掛けてやってよ、その後はなんにも管理でぎねっていえ

ば、費用対効果の問題どがっていろんた面がら見て、非常にこうなんていうが、やらね

がったより、場合によっては、災害あったりなんだりして、問題生じてくるのではない

のかなと思ってだし。舗装したどがっていったったって、実際には穴開いで歩がいねし、

走られねし、そういった整備ってよ、今回災害で奥地をこうやってやることはいいごど
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だども、林道の原点はその周辺の山林を守る、あるいは木材を搬出するという道路だご

どだっしべ、基本は。生活道路でねぐ。せばよ、今みんな機械も大型化なって、トラッ

クも大型化なって、簡単に道路傷むし、してその後なんにも補修も出来ない、せばなん

にも維持管理出来でねおんだがら、あど終わりだような。そんたどご、もう少しなんと

がしねば出来ねなとなれればなと思って。だがら、あど獣道だとせば、それでいいんだ

どもよ。あるいは、国からでも県からでも、そういった支援策、市単独ではねんだっし

べ。 

○委員長（鎌田 正） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 今、当初予算でも説明させていただきますけど、県営林道

として作業道と、どちらも県営でやっております。この頃市独自で補助金をもらってや

るというシステムじゃなくて、県が主導になっておりまして、例えば、県代行とか、県

営とか、特に今は県営というスタイルで進めております。ただ、今言われたとおり、そ

の林道をどこで管理するか、どこの所有になるかとなると、市町村になるわけです。そ

こでまた維持管理費が発生するわけで、それを適正に管理していかないといけないとい

うことはそのとおりであります。小さい作業道等が改良されて、その後自然に還るとい

う傾向にありますけど、機械、重機等もありますので、作業道をその施業に応じて、木

を植えるとか、伐採に応じて、その都度作っていぐというごどもありますので、今はど

ちらかというと、幹線を整備してなんぼでもそれさ付随した作業道を後でも作れるとい

うようなかたちで、幹線を整備しないとやっぱり奥に入っていけないと、そういうスタ

イルで林道を進めているのが今の現状でございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） そのとおりだと思うわげですよ。幹線を整備しねで、作業道だけ

でやっていくっていえば、当然幹線道路傷むいじあだりめの話だども、まず幹線をきち

っとよ、別に国道並みにやれどがっていう意味でなくて、少なくとも車が通行できるよ

う幹線道路を整備して、次は作業道、もちろん作業道もどちらがって言えば、自分家の

山っていうことで、業者達が木切るために勝手に作業道作ってる現状だっしべった。切

り出すには幹線道路さ出してくるごどだがら、やっぱり幹線道路はよ、きちんと整備し

ていかなければ、傷んだまんまでは、やっぱり非常にこう、周辺の集落の人たちも大変

んだし、もう少しそこだりさ、普通の市道どが、県道どが違って、これまだ特殊な道路

だがら、簡単にいがねかもしれねけれども、場所、場所によって、整備していがねば出
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来ねんでねがなって常に最近思うようなったがら、そのあたりなんとが、予算もこのと

おりの時代だがら、簡単に右から左ということは出来ねど思うんだけども、口では林業

振興だどって言うったって、なんも振興してねんだな。実際は。まず、分がりました。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

これで議案第３６号にかかる農林部所管の質疑を終結いたします。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」を議

題といたします。はじめに、農業振興課所管の説明を求めます。渡辺農業振興課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」のうち、

農業振興課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

 はじめに、概要を申し上げまして、そのあと個々の事業について「主な事業の説明書」

によりご説明申し上げます。 

 それでは、お配りしています「平成３０年度当初予算概要」をご覧願います。 

  平成３０年度当初予算のうち、農業振興課所管分は、資料の１ページから４ページま

での、廃事業を除く４６事業でございます。当初予算の総額は、６億９，０５９万８千

円で、平成２９年度に比べますと、２億２，７２７万７千円の減となってございます。 

  大きく事業費減となってございますが、これは、主に県事業を活用した「いちご栽培

にかかる施設整備」や国の畜産関係の補助事業による「豚舎等の施設整備」が終了した

ことなどが主な要因となってございます。 

  それでは、事業費の増減等大きく変更のある事業、主な事業の説明書については、後

ほど個別に説明しますので、それ以外の事業についてご説明申し上げます。 

  １ページをご覧願います。 

  ナンバー３の利子補給等補助金につきましては、制度資金の借入に対し、国・県とと

もに市が負担する利子補給事業であり、平成２９年７月２２日からの災害に伴う資金の

借入に係る利子補給額の増加に伴い、１２６万９千円の増となっております。資金を借

り受けた方々、４９件、総額１億６，６百万ほどの借り入れの手続きを終えてございま

す。こちら、３月７日現在の数字なんですけれども、予算額として２億１千万見込んで
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いたんですけれども、実際被害の復旧化の資金ということで４９件、１億６，６百万ほ

どの借り入れがございます。に伴う、利子補給額の増という内容でございます。 

  ナンバー４の担い手支援事業費につきましては、当初予算額３１２万７千円で、前年

度より６９１万２千円の減となっておりますが、これは、市独自に運営してまいりまし

た「集落営農・法人化支援センター」の廃止によるものが主な理由でございます。 

  集落営農・法人化支援センターは、国の農業政策の見直しにより、平成１９年産から

始まる品目横断的経営安定対策、今で言う就業補償とナラシ対策の前身的な事業がこの

１９年から始まったようでございます。そちらに対応する上で、要は集落営農の組織化

であるとか、法人化という動きが活発化した年、平成１８年度に設置されてございます。

設置の当初は、市内における集落等を単位とした営農の組織化並びに法人化を進めてま

いりました。以降は、集落営農組織からの法人化への誘導・支援を主な業務として運営

してきたところでございます。 

  現在、市内に５２の集落営農組織ございますが、これまで集落営農・法人化支援セン

ターの業務を通じ、法人化への強い意欲がある集落営農組織は６組織というふうな見極

めが出来てございます。これらの組織については、法人化に向け重点的に支援してまい

りますが、支援センター設置に至る集落営農からの法人化といった当初の目的や一定の

役割は果たされたという判断で、今回、同センターを廃止という結論に至ったところで

ございます。むしろ今、ほ場整備を機会とした、各地区の法人化ということで、それぞ

れ、今盛んなのは西仙北地域、盛んなんですけれども、そちらの法人化という方向性で

動いてございますが、同センターも当然法人化ということで関わってまいりましたが、

３０年以降は基本的に農業振興課の担い手支援室、あるいは支所のご担当ということで、

法人化に向けた諸手続き等、勉強させていただきながら対応してまいりたいと思ってご

ざいます。先ほど、６組織が法人化の意向があるということで申し上げたんですけれど

も、重点的に支援していくということを考えてございます。各組織、それぞれの諸課題

あるわけでありまして、専門的知識を有する（一社）秋田県農業会議で「農業経営改善

コンサルタント」を活用し、法人化に向けた支援をすすめてまいりたいと思ってござい

ます。 

この６組織以外の４６組織への対応としては、経理に関する相談日を設け、これまで

行ってきた経理指導や法人化にむけた意向等の確認を実施し、実情に合ったフォローア

ップは努めてまいりたいと思ってございます。 



- 93 - 

  また、法人設立３年目までの新設法人ということで、やはりほ場整備を機会に昨今増

えてございます。なかなか設立間もないとなれば経理関係、例えばパソコンであるとか、

そういったもの用意しなければならない、あるいは経理の指導、税務指導等もございま

すけれども、要は県の事業で、やはり設立間もない法人への支援ということで、同じよ

うな内容の事業あったんですけれども、実は２９年度で県の方で手を引くという状態で

す。それに、ちょっと若干補助額は、県では５０万を上限として２カ年出来た事業なん

ですけれども、市ではなかなか、その５０万円までは出来ないという部分もありまして、

まず設立１年目の法人に対しては、１５万円。２年目は、１０万円。３年目は、５万円

というような徐々に落ち込むようなかたちなんですけれども、初動の部分を市の単独で

支えていきたいなと思ってございます。３年目、１１法人あります。例えば、１年目に

なりますと、高屋敷、藪台、野田、白坂、大神成ということで、３０年度まで法人が設

立なり、あるいは経営が始まっていくという状態ですので、こういった法人を対象に事

業を単独で組んでいきたいと思ってございます。 

  次に、ナンバー５でございます。 

産地づくり推進事業費でございますが、こちら特色ある米づくり、酒造好適米、地域

特産品開発米、高品質米ということで支援してきたんですけれども、今回新たに水田活

用推進事業ということで設けてございます。また、産地作りの中には、菜種油生産拡大

の支援もあったんですけれども、こちらの事業は、いずれ畑地で作られている菜種の現

状でございますので、畑作園芸振興事業費に、それぞれ事業内容を組み替えてございま

す。伴って予算額がゼロということで廃事業としてございます。 

  ナンバー９の畑作園芸振興事業費でございますが、いぶりがっこ用大根生産の支援と

いうことで行ってまいりましたが、今回６次産業化推進事業費を一つのワンパッケージ

で６次産業化を推進したいということで、今回そちらにいぶりがっこの関連の経費が移

ったということで、１１２万１千円の減となってございます。 

 続きまして、№１１。 

農業用廃プラスチック等処理支援事業費でございますが、事業開始から１０年が経過

した事業でございます。当初は、ＪＡなり、支店ベースでの事務処理がなされてきたん

ですけれども、本店の事務処理系統が一元化されたという中で、大分経費的にも抑えら

れてきた部分もあります。以前ですと４０円台、４５円とかだったものが今現在４０円

程度に縮減されてきてございます。１キログラム当たり。市でその５円相当を支援して
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きたんですけれども、大体農家さんの方も環境問題に対する意識の定着なりもしてきた

と、事業費の削減も図られてきている、そして１０年経過した事業だということで、今

回廃事業ということで考えているところでございます。 

  №１８でございますけれども、農業法人就農支援事業費。こちらでございますが、当

初予算額、３６０万円でございます。前年度より２１７万５千円の増ということなりま

すけれども、こちら農業法人が正規雇用する際の社会保障制度を設けた際、当然経費掛

かりますけれども、そちらの一部支援となればということで始めた事業ですけれども、

太田地域の（有）大仙グリーンサービスさんが既にご利用されております。あと中仙地

域の道の駅内、トマトの搾汁工場始めてございます（合）ダイセン創農の方では、事業

該当の新規の雇用８名の方々雇いながら事業を展開してございます。こちらの９名、若

干相談がある件数もございますので、１２名分に関わる３６０万円ということで、２０

０万円以上の増という状況でございます。 

  ナンバー１９でございますが、水田機能維持支援事業費でございますが、こちら「ブ

ルーベリー」と「そば」ということで、水田機能を維持する作物ということで、要は中

産間地域の想定の「ブルーベリー」「ソバ」という想定でございましたが、今回「ブル

ーベリー」の方は畑作園芸の方に、「そば」の方は新設いたしました水田活用推進事業

費に、事業を組み替えてございます。伴って予算がゼロということで廃事業としてござ

います。 

  先ほど来申し上げておりますナンバー２０。 

水田活用推進事業費でございますが、こちら新規ということで、水田作の基幹作物で

ある米、大豆、そばであるんですけれども、大豆については別途大豆産地化推進事業で

推進してございますが、今回米政策が大きく変わると、水田利用のウエートを基本とし

て今回水田活用の部分を一つ取りまとめた状態でございます。特色ある米づくり、ある

いは地域特産米、高品質米は、先ほど説明したとおり産地づくり事業の方から、「そば」

の方は水田機能維持支援事業費の方から、統廃合を行いまして、水田の有効活用を引き

続き推進する若干の支援に対する予算ということで、３３９万６千円を計上してござい

ます。 

  ナンバー２７、周年いちご栽培支援事業費でございますが、２９年度、太田地域、内

小友地域で施設整備、３件の施設整備ございました。当面、３０年度の事業予定は無い

ということで、今回は廃事業となってございます。ただ、いずれもさらなる拡大という
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意向もございますので、その意向に踏まえた施設整備の際は、再度ご提案してまいりた

いと思ってございます。 

  ナンバー３３の環境保全米生産支援事業費でございますが、こちらＪＧＡＰであると

か、要は「松倉」という松倉地域の無農薬米を使ったお酒あるんですけれども、そちら

の生産を後押ししてきた事業あるんですけれども、そちらも今回組み替えしてございま

す。この事業は予算額ゼロということで、今回は廃事業としてございます。それぞれ  

ＪＧＡＰと無農薬米の方は別事業の方へ組み替えてございます。 

  ナンバー４０の畜産業費負担金でございますが、平成２９年度まで負担金として支援

してまいりました「全国ジャンボうさぎフェスティバル」、こちら今回補助金に振り向

けると、負担金から補助金に変更するということで、今回は畜産業費補助金の方にこの

事業移管してございます。１００万５千円の減となってございます。 

  ナンバー４３の畜産・酪農収益力強化整備等特別補助金でございますが、こちら豚舎

整備と関連付帯設備が２９年度でまず収束するということで廃事業としてございます。 

 ナンバー４５の生活改善センター管理費でございますが、２９年度に施設の改修工事

を実施し、工事が完了したことにより３９７万３千円の減額となってございます。こち

ら１２月の際、定例会の中で条例の一部改正提案いたしました南外の赤平地域多目的集

会所の修繕を計上してあったんですけれども、当然修理済みでありまして、この４月１

日から、赤平地域に施設が譲渡という運びとなります。 

  ナンバー５０、交流プラザ管理費でございますが、こちら太田地域の交流プラザ、軒

裏の張替え工事で修繕費あったんですけれども、これが完了したことにより１００万４

千円の減額となってございます。 

 続きまして、個々の主な事業につきまして。 

○委員長（秩父博樹） 審査の途中ですけど、昼食のため暫時休憩いたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

           午前１１時５９分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午後 １時００分 再  開 

○委員長（秩父博樹） それでは、休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

  午前の部に続きまして、渡辺農業振興課長、引き続きお願いいたします。 

○農業振興課長（渡辺重美） それでは、引き続きよろしくお願いいたします。 
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 今度、個々の主な事業について、ご説明申し上げます。 

  資料の方は、こちらの主な事業の説明書で進めさせていただきます。 

  始めに、５－１ページお願いいたします。 

  ６款１款３目、１６事業大豆産地化推進事業費でございます。 

当初予算額３，５９３万円、２９年度に比べ、４０万１千円の減となってございます。 

  この事業でございますが、大豆栽培モデル対策事業として、２６年度から取り組んで

まいりました。２９年度から産地化推進事業ということでありますが、２８年度におい

ては、平年収量が１０アール当たり１８８キログラム、１・２等級高品質割合が２１パ

ーセントとなってございます。２７年度に比べれば、若干落ち込んでございますが、２

９年度の結果が最近まとまってございます。被害によりまして、全般的に減収の傾向あ

るんですけれども、１０アール当たりで、１４８キログラム、１・２等級高品質割合は

２７パーセントとなってございます。過去５年間で見ますと、単収の方は４番目、品質

の方は２番目というような状況でございます。 

  ３０年度事業の概要ですが、引き続き現地において、現地検討会を開催することとし

ております。こちらの関連経費として８万９千円を計上してございます。 

  あと補助金として、大豆産地化推進助成金でございますが、３，５８４万１千円を計

上してございます。 

  こちらの、作付面積が１ヘクタール以上の経営体を対象としておりまして、１・２等

級の割合、高品質割合が５０パーセントを超え、且つ単収が２２０キログラムを超えた

経営体に対しまして、１０アール当たり１１，０００円を交付する内容でございます。 

  今回、助成要件の緩和ということで、昨年までは１、２等級までということとしてお

りましたが、３等級まで緩和することとしてございます。１１，０００円の半額という

ことで、５，５００円ではありますが、この３等級まで拡大することによって、１・２

等級までを対象とした場合の３倍の方々が大体助成対象に入り込んでくるというふうに

思ってございます。 

  このほか、栽培技術がなかなか始めたばかりの１，２年の方々には同じく軽減すると

ともに、中山間地はなかなか数量が出づらいという状況を考えまして、７５パーセント

の、軽減して緩和するということとしてございます。 

  具体的には、単価で見ますと、１年目の経営体の場合、助成基準が高品質割合、３０

パーセント以上、単収が１０アール当たり１６０キログラム以上の場合、１０アール当



- 97 - 

たり１１，０００円の交付となりますが、緩和の要件を適用することとなれば、品質割

合が６０パーセント以上、１４０キログラム以上取った場合、２分の１の５，５００円

を交付しますという緩和の措置でございます。 

  続きまして、５－２ページよろしくお願いいたします。 

  ３５事業、農業６次産業化推進事業費でございます。 

当初予算額、５４０万４千円、２９年度対比、４１６万６千円の増でございます。 

  事業の目的でございますが、６次産業化を進めるにあたりましては、やりたいという

人の意識の醸成が必要であるというふうに考えてございます。意識を醸成した上で、い

ろいろな６次産業化の情報提供や商品づくり、また、いざ６次化に向くという場合は、

機械施設の導入支援、そして出来上がったものを商品のＰＲ、売り込み支援というかた

ち、さらに概要の方でも説明いたしたんですけれども、原材料、例えば大根、トマトと

いう原材料確保というものも含めて、この事業で一つのパッケージとして６次化を進め

ていきたいという内容でございます。 

  事業の概要でありますが、まず、意識の醸成にあたっては、講演会であるとか、事例

発表会、オーソドックスな話になるんですけれども、まずこちらを開催して進めてまい

ります。また、県、市、ＪＡ、大曲商工会議所、大仙市商工会、観光物産協会、そして

秋田銀行、北都銀行というかたちで、今６次産業化に向けた「大仙市農商観連携連絡会」

という組織を、要は担当者レベルでの、実務者レベルでの連絡会を設立することとして

ございます。こちらで、情報収集やマッチング、あるいは、商品化のサポートをしてい

きたいと考えてございます。また、拡充となりますが、機械の導入として、今まで市単

独でいけば３分の１、１０万円だったものですけれども、今回は３分の１、５０万円ま

での補助額ということで、事業費でいった場合１５０万までは市の単独で考えてござい

ます。これを超えるものについては、県の事業もありますし、あるいは国の事業という

かたちでございますので、その対応に応じた６次化の支援ということで考えてございま

す。また、販売促進にあたっては、ソフト面においても今まで３分の１、１０万円とい

うかたちでしたけれども、なかなか商品化が出来ても商談取引であるとか、そういった

ことで首都圏との行き来であるとか結構掛かるということで、今回２０万円という補助

上限としてございます。また、いぶりがっこ、トマトに関しては、いぶりがっこの場合

は、生大根１キログラム当たり５円、燻った場合で１kg、１０円という原材料に対する

支援を予定してございます。今回、大仙創農、中仙道の駅地内にトマトの搾汁というこ
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とで、露地トマトというかたちになるんですけれども、いずれ拡大の意向等ある場合は、

ちょっと生産費の助成、要は２分の１から１０分の１、これ経年で徐々にシフトして、

シェードアウトしていくというかたちなるんですけれども、まず初動の部分で原材料確

保ということを応援していきたいなと思ってございます。 

 続きまして、５－３ページよろしくお願いいたします。 

  ３８事業、新規就農者研修施設運営費でございます。 

当初予算額、４，７０８万７千円、２９年度に比べ、６万３千円の減でございます。 

  こちらの財源内訳でございますが、県支出金の新規就農総合対策事業費補助金として、

４７２万５千円、市債が、２，８８０万円、その他として、施設で作った生産物の売払

収入、また仙北市・美郷町からの研修生の受け入れに対する財源として、６８４万円を

それぞれ歳入予算に計上し、残り６７２万２千円が一般財源となってございます。これ

まで、延べ１２９名の研修生を受け入れておりまして、担い手の確保、育成において、

定着されてございます。 

 平成２９年度までの見込みとなりますが、通年研修の修了生の実数は６１人で、市内

において自営就農、雇用就農している状況でございます。平成２７年度からは仙北市、

美郷町の研修生も受け入れてあるという状況です。 

  ３０年度においては、東部、西部併せて１４名の方々の研修生、そして、仙北市から

１名、美郷町から２名の方を受け入れて、１４名というかたちで今現状では考えてござ

います。 

  なお、研修生が研修するにあたっては、研修奨励金として、月額７万５千円、年額で

９０万円を奨励金として交付いたします。この負担の割合は県が２分の１、市が２分の

１という状況でございます。 

 続きまして、５－４ページ、よろしくお願いいたします。 

  ６１事業、青年就農給付金事業費でございます。 

当初予算額、８，４６７万５千円でありまして、２９年度対比で、２，４８２万５千

円の減となってございます。ちょっと大きく減額してございますが、こちらの事業、最

長受給期間が５年という状況でありまして、受給を終えた方々がいらっしゃると、また

２９年度からの受給者数が若干減少傾向にあるということによります。 

  財源につきましては、全額、県支出金の青年就農給付金で歳入予算に計上して、本事

業に充当することとしてございます。 
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  事業の目的でございますが、当然地域の担い手の確保ということが大前提で、若い方々

を地域に送り出すという、送り出した際の就農後の一助となる事業でございます。 

これまで、現在は青年就農給付金ではなくて、農業次世代人材投資事業というふうに

名前が変わってございますが、これまで、８２名の方々が市内各地において、新たな地

域農業の担い手として営農を開始されております。 

  こちらは年齢が４５歳未満の方々が対象で、給付期間は営農開始から５年間、給付額

は年間最大１５０万円という事業でございます。 

  また、２９年度から、県の事業で「ミドル就農者経営確立支援事業」というものを立

ち上げてございます。国の事業の対象からちょっと外れてくる４５歳以上６０歳未満の

方々を受給対象としまして、経営開始後３年間、年間最大１２０万円を給付するという

事業でございます。こちら中仙地域豊岡地区の方で１名、ご夫婦で就農するという方が

いらっしゃいまして、今回該当がございます。 

  平成３０年度は、給付対象者を国事業が全期分５６人、半期分５人、県事業が全期分

２人、合わせて６３人の方々を対象として給付予定でございます。国県の事業合わせま

すと、８，４６７万５千円を計上してございます。 

  つづきまして、５－５ページ、よろしくお願いいたします。 

  ６４事業、担い手への農地集積推進事業費でございます。 

当初予算額、９，６７０万３千円でありまして、２９年度に比べ、４，３４３万５千

円の減でございます。これも減額ということなりますが、地域集積協力金、要は地域で

地域内の集積率に応じたパーセンテージで助成金を交付する内容あるんですけれども、

そちらが若干件数が少なくなったという状況でございます。そこが結構大きな減額の要

因となってございます。 

財源の内訳でありますが、全額、県支出金の担い手への農地集積推進事業費補助金を

歳入予算に計上し、本事業に充当してございます。 

  こちら言うまでもなく、農地中間管理機構を通じた、農地の集積・集約化に協力する

農家さんに支援する事業でございます。 

  これまでの実績でございますが、機構を通じて、円滑な農地集積・集約化が進んでご

ざいます。大仙市における機構を使った借り受けは、県下一となってございます。これ

まで、大体県の事業の実績のおよそ２２パーセントが大仙市の実績となってございます。 

  こちらまず、地域集積協力金として、概要でありますが、１，９１８万円の予算を計
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上してございます。こちらは、先ほども言ったんですけれども、地域を、要は外縁、外

郭を明確にした「地域」内での集積率に応じた支援でありまして、今回４地域を想定し

てございます。高屋敷・六合・藪台・大神成、面積にして、１４３ヘクタールを見込ん

でございます。 

 次に、経営転換協力金。いわゆる離農される方、経営を縮小して高収益の農業を進め

ようとする方々が対象となる事業でございますけれども、７，７１４万円の予算を計上

してございます。こちら、想定では２００戸分をこれまでの実績等を踏まえて２００戸、

大体２６０ヘクタール分の面積を見込んでございます。 

 ３番目として、耕作者集積協力金でありますが、３８万３千円を計上してございます。

こちらは、機構が借り受けた農地の隣の農地を、基本になるんですけれども、自分で耕

作されている方々で、所有者はもちろん、で、所有者が、要は別の方で耕作者が別の方

のケースの場合もこの助成協力金の対象となります。１０戸分、大体１０ヘクタールを

見込んだ予算の計上でございます。 

  続きまして、５－６ページ、お願いいたします。 

  ６７事業、農業夢プラン事業費でございます。 

当初予算額、１億９，９４８万１千円で、３，２８８万６千円の減という状況でござ

います。減額の理由でありますが、要望事業量の減少という、単純な状況になります。 

  事業の概要でありますが、当然複合部門にかかる機械、あるいは施設の初期導入、イ

ニシャルコスト軽減ということで、要は助成、補助金を交付するという一つの定着した

事業でございます。まず、未来へアタック農業夢プラン応援事業、こちら認定農業者を

対象として、県が１２分の４、市が１２分の１から１２分の３、通常が１２分の１で、

新規就農の方が１２分の２、元気賞受賞者の場合１２分の３というような嵩上げが変わ

ってまいります。県の戦略作物の生産拡大に必要な機械・施設の整備にかかわる支援で

ございます。 

  ②の新規就農者経営開始支援事業でありますが、こちらは認定の新規就農者、あるい

は先ほどの次世代人材投資事業、青年就農給付金の経営開始型、要は研修を終了して独

立自営就農を進める方々を対象とした事業です。同じく県が１２分の４、市の嵩上げが

１２分の２という状況でございます。 

  ３番目として、元気な中山間地域農業応援事業でありますが、市内の中山間地域の農

業者・農業法人を対象としておりまして、県の補助率が１２分の６でありまして、元気
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賞受賞者に限っては、さらに１２分の１を市が嵩上げするという内容でございます。要

は地域で特色を活かした地域農業づくりというものが対象でありまして、これまで２６

年からこの事業ありまして、土川、あるいは外小友、協和荒川、峰吉川、３０年度の方

は、南楢岡、太田の長信田が計画策定を予定してございます。 

  つぎに、④。秋田のしいたけ販売三冠王獲得事業でございますが、県内のしいたけ販

売量、販売額、販売単価全国１位を目指す、認定農業者、認定就農者を対象とした事業

でございます。県の１２分の４に、市が対象者によりまして、１２分の１から１２分の

３の割合で嵩上げすると、しいたけ栽培に必要な機械であるとか、設備の導入、経費の

一部を支援するものでございます。 

しいたけ三冠王なんですけれども、東京都の中央卸売市場の菌床しいたけの販売量・

額・販売単価の日本一の三冠王を目指すという事業であります。 

２８年度現在において、販売量と販売額は全国第２位で、質の方は秋田県大変よろし

ようで、全国１位という状況です。 

 次に、５－７ページ、よろしくお願いいたします。 

  ７１事業、農業経営等復旧・再開支援事業費でございます。 

こちらは、災害復旧にかかわる３０年度の予定していた、債務負担行為を設定してい

ただいたものです。 

水稲・大豆の種子、あるいは野菜・花きの資材を支援するものでございます。水稲・

大豆は県３分の１、市６分の１。野菜・花きについては、県が３分の２を支援するもの

でございます。 

続きまして、５－８ページ、お願いいたします。 

  ７４事業、ネットワーク型園芸拠点整備事業費でございます。 

先ほども申し上げたんですけれども、しいたけの施設整備、大規模整備ということで、

今回、大曲内小友地区の(有)内小友ファームが施設整備を予定してございます。そちら

の施設整備にかかわる総事業費、１億８３０万４，５６０円に対しまして、県が２分の

１の５，０１４万１千円、市が１０分の１の１，００２万８千円の支援を予定するもの

でございます。 

  位置については、お手元の図面等あるんですけれども、こちら内小友地区の事業の配

置等でございます。 

  平成３０年度においては、赤の線で囲んだ、新設培養棟ハウス３棟、赤の点線で囲ん
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だ、既設ハウスを改修した培養棟３棟、計６棟を３０年度で整備を予定してるものでご

ざいます。 

 続きまして、５－９ページ、お願いいたします。 

  ８２事業、経営体育成支援事業費でございます。 

当初予算額、９２５万円、２９年度対比、３，５１８万４千円の減となってございま

す。減の理由は、要望の減少によるものでございます。 

  補正でも説明いたしたんですけれども、稲作関係の機械、施設の導入に対する支援、

なかなか国の補助では、この事業しかないという状況でございますが、今回３０年度で

は、６件の事業の要望がありまして、総事業費３，３３１万円があったところです。補

助金額の９２５万円を計上してございます。 

  最後になりますが、５－１０ページ、お願いいたします。 

  ２０事業、共同利用堆肥舎整備事業費でございます。 

新規事業でありまして、当初予算額、１，５００万円を計上してございます。 

  畜産経営の多頭化、大規模化、経営構造が変化してございます。伴って、家畜の排せ

つ物の適正な処理が求められる中で、今回、畜産農家が共同で堆肥舎を整備して、自分

たちの力で適正な処理をして、堆肥を地域に還元していくというような資源循環型農業

を推進しようとする事業を応援していくという内容でございます。 

事業の概要は、中仙地域の認定農業者、認定新規就農者、４名の予定でございます。

共同堆肥舎の整備に対して、３分の１を基本とするものでありますけれども、今回、若

手、過半が４５歳未満のしかも大仙農業元気賞受賞者が関わった事業でございます。そ

ちらを市が担い手の加算として６分の１を嵩上げすると、その２分の１の補助率という

ことで、事業費の３，２４０万円に対して、補助金として１，５００万円を予定するも

のでございます。 

こちらも、場所の方は、先ほどの図面の方に落とし込んでございます。 

  ２ページになりますけれども、清水地区の髙橋博志さんの牛舎の北側、字では太田町

との境にあるようでして、そこの農地に堆肥舎を予定してございます。 

参加する若手というのは、草彅昭平さん、豊川地区、同じく豊川の草彅宏明さん、鑓

見内の鈴木邦洋さん、この４名によるものでございます。環境問題については、当然こ

の事業を組む段階で十分住民対策も必要だということで、その上での補助を考えていく

という想定あったんですけれども、当然地域の同意を取った上で、運搬時のルートであ
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るとか、環境面にも配慮しながら堆肥を生産して地元の園芸に供給していくというよう

な流れを組んでいきたいと思ってございます。 

  以上、平成３０年度当初予算のうち、農業振興課が所管しております事業について、

説明申し上げましたが、よろしくご審議いただきまして、ご承認賜りますよう、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方はどうぞお願いいたします。はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 新規就農者研修施設運営費、または青年就農給付金事業にあた 

るかもしれませんけれども、市長の施政方針演説さもあったんですけれども、「営農相

談の実施など就農後の不安の解消に向けた環境づくりに努める」って市長が話ししまし

た。今までいろいろ研修受けで就農してる人おるっしけども、一般質問がらもちょっと

出だったんですけれども、その後の、就農した後のフォローアップ、指導というのは、

「この前やっていぐ」って言ったっけども、そういったやづを現状なんたふうにしてや

っていぐのか聞きたいんですけれども。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 一般質問でもありましたけれども、研修生が修了後のサポ

ート体制とフォローアップということでございますが、今の青年就農給付金次世代人材

投資事業と、この事業の中で、要は全国的な、結構実態が実際は補助金として交付して

はあるんですけれども、営農の実態が伴わないというような全国的な、ちょっと不具合

が散見されたということで、今回強制的に国の方で一人に対して金融、農地、あるいは

経営という部分のサポート体制を一人に対して一つのサポートがつきなさいというふう

に、２９年度から強制的に国の方で制度的に作り上げたところです。月に１回というよ

うな話にはいかないんですけれども、少なくとも、営農状況の報告なりを受ける上で年

に２回程度は就農の実態を確認しながら、就農して困ってること等の聞き取りも当然あ

りますし、その中で、聞き取って、必要な支援等をそれぞれ検討していくという、まだ

始まったばかりですので、具体的な機能してるかというのはこれからという部分もある

んですけれども、それが国の事業にかかわった部分ということなるんですけれども、３

０年度からは支援、要は研修施設側の方で、ある程度定期的に修了生の営農の現場を含

めて回りながら「なんとしてら」というようなかたちで回るような体制をしていきたい

という、まだ漠然とした部分なんですけれども、その辺がこれからちょっと協力に進め



- 104 - 

ていかなければならないという、とっかかりの段階ではあるんですけれども。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） ２９年度はそういう実際行動がなかったということだっしか。

３０年度からという感じだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 市の先ほどの独自のフォローアップというかたちでは実際

３０年度からがスタートするというような状態です。国の事業絡みでは２９年度から始

まっているという状況です。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 就農して上手くいってる人、上手くいってね人、中に辞めたい

と言ってる人たちも何人かいるという話、ちょっと聞いたもんですから、やっぱり青年

就農給付金例えば受けたとしても、５年間ってあるっしよね、就農開始後、最低でも５

年どが、いぎなりって上手くいがねど思うんだよね。そごあだり市でもある程度そうし

た就農後の指導とか助言どかというのは必要だと思うんだっしよね。そこあたりもフォ

ローアップをこれからなんとが、やっていってもらえば、またさらに就農者も安心して、

最初悩むど思うんだよな、いぎなり、ただお金ばりやったがら良いっていう訳でねくて、

いろいろそういったことの今後のフォローをなんとがお願いしたいと思うっしども、な

んただっしべ。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 実際３０から動き始めるという状態ですので、その辺十分

配慮しながら進めてまいりたいと思ってございます。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。はい、冨岡委員。 

○８番（冨岡喜芳） 今小山議員もしゃべったっけしども、そういう場合、普及所どがが

一緒になって指導するもんでねっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 当然先ほどのサポートチームの中には、県の振興局の農業

振興普及課という、担い手担当という職員とともに動いてございます。技術的な部分の

相談だったりすれば、その際に応じるというケースもあったりする状態です。 

○委員長（秩父博樹） ほかに。はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） 補助金廃事業にしたども、これ廃プラな、１０年で軌道さ乗った
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べというような話だども、そうすればこの後の下駄は農協さ「はい」って預けて、それ

で終わりだっしか。この後もその廃プラを農協あたりでは取り上げていがねば、完全に

燃やされだり、自分で投げられたりする可能性あるがらっしよ。その当たりの指導は、

この後なにが農協さどが、やる方向あるっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 当然、今補助金としては廃止ということなるんですけれど

も、今農業用の廃プラの集荷、処理のシステムというのは、１０年掛けてようやく出来

上がった状態です。大体の年間の処理量でいった場合、１２０トンぐらいあるようです。

この中で一番多い処理を依頼する方が、２トンダンプで１台持ってきたりする人もいら

っしゃるようです。大体、処理金額で７万円くらいと、一番多い人で、平均ですと大体

１件当たり処理料金で３，１８５円くらいと、それくらいで済んでいる状況ですので、

引き続き集荷場所は地域の営農センターなりということなると思うんですけれども、そ

の集荷体制が一通り築かれた、ただそれが明らかに崩れるようであれば、ちょっとお互

いのＪＡなり、市の環境交通との関連も多分出てくると思うんですけれども、連携しあ

って、いろいろな注意指導ということももしかすれば出てくるのかもしれないのですけ

れども、今は集荷処理の農家の意識も高揚されたということで廃止という考えに至って

ございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） この事業は廃止にしたども、農協さどがは注意喚起しながら、こ

の後も続けてくださいというような指導はすることだっしな。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 今児玉議員おっしゃられたとおり、そのような対応では当

然してまいります。 

○委員長（秩父博樹） ほかに。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） まず１点、６次産業化の分だけども、いぶり大根の件だったども、

１ｋｇにつき５円助成することは、それはそれでいいんだども、これって、なして普及

いがねがっていえば、重でがったり、収穫するに大変だったりで、この５円補助するよ

り、収穫する機械、こういったものを考えた方いいもんでね。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 確かに５円やってなんぼなるというお話もあるんですけれ
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ども、実際この事業使われている方、今ちょっといぶりがっこが販売環境が結構良いと

いうことで、なかなか原材料調達が難しいという中で、５円だども大変ありがでなとい

う声もございます。ただ、大根の収穫機械とかとなれば、畑作園芸振興事業ってありま

すけれども、市の単独で考えた場合は、そちらの１００万の上限事業費の４分の１とい

うような対応もございますし、これまで内小友地区のいぶりだいこん作って販売してる

業者さんで、収穫コンバインを県の事業を使って導入したりしてます。もしかすれば、

これから重量野菜ということで機械で省ける部分があれば、当然その機械の補助もあわ

せて考えてまいります。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） ５円けだがら、すぐに拡大でぎるがっていえば、なかなか大変だ

し、ましてや、年いげばよ、大根、キャベツ、白菜どがって大変だど思うんだ収穫する

に。蒔くにはなんとかかんとが蒔いでいんだども、そこら付近をもう少し考えた方がい

いんじゃないのかなと思っての発言だけれども、今県の補助どがあるっていえば、そこ

あたりもう少しその、収穫機械の分、手厚くしてもいいんでねがなという思いあるし、

なかなかこれ増えていがねごどだっしべ、実際、５円けだどいいながら。５円でありが

でがもしれねども。大変でねがなと思ってだっしな。 

  それがらもう１点、実は畜産関係の話なるども、放牧場、この借地料、若干ついてる

けれども、今まで出羽丘でやった草地なんかを賃貸してるところまだあるっしべ。あれ

全部あど終わったんだっけが。 

○委員長（秩父博樹） はい、ちょっと休憩します。 

           午後 １時４０分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午後 １時４２分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 再開します。 

  ほかにございませんでしょうか。はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 今回の予算、新しい事業、また拡充された事業、予算的に減っ

た事業あるっしけど、市長が言った「攻めの農業」という概念で、執行部側とせばどご

あたりさ出てるもんだっしべ。 

○委員長（秩父博樹） はい、福田部長。 

○農林部長（福田 浩） 市長の、一般質問の中でも申し述べたと思いますが、６次産業
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化について、先ほどの６次産業化推進事業費は、我々的には大幅に拡充したつもりでご

ざいます。あと、しいたけ、園芸ネットワークのしいたけ事業、それから若者の堆肥舎

の建設事業、この辺のところに力が入っているということでございます。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 新しい事業も良いんだけれども、先ほどのフォローも含めてね、

全体広く見て、これからもお願いしたいなと思います。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

  つぎに、農林整備課所管の説明を求めます。田村農林整備課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 説明の前に、午前中質問いただきましたことについて、資

料をお配りしておりますので、ご説明を申し上げます。 

南外地域の森林総合利用施設でございますが、現在この図面にありますとおり、旧南

外スキー場、現在ＳＰＦの養豚場が建設されている大畑地区でございます。左側の赤で

囲まれたところが今回の対象地域でございます。 

それでは次に、林道台帳という資料がございますが、裏の最終的合計の欄でございま

す。市が管理する林道が７７路線ございまして、１９２．７２キロメートルの延長とな

ってございます。そして、また、交付税対象となってございます。それで、林道施設に

ついての奥地幹線林道とはということでありましたが、幅員が３メートル以上、利用対

象面積が５００ヘクタールということが奥地の規定でございます。 

それでは、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」のうち、農林整備課所

管分につきまして、ご説明申し上げます。 

はじめに、平成３０年度当初予算の概要書により説明し、事業の内容については、主

な事業の説明書により、説明させていただきます。 

平成３０年度当初予算概要、５ページからとなります。 

  はじめに、廃事業及び新規事業について申し上げます。 

７ページの№３２、６款２項２目２３事業、森林総合利用施設管理費でありますが、

南外森林総合利用施設の設置条例の廃止に合わせて廃事業とするものでございます。 

次に、８ページのナンバー４１でございます。 

１１款２項１目１０事業、農地農業用施設災害復旧事業費（単独分）であります。新
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規事業として、災害発生時の迅速な対応を図るため、当初予算に緊急を要する応急工事、

揚水機等の調査委託費を計上するものでございます。 

続きまして、平成３０年度の農林整備課、全体予算の概要についてであります。 

予算概要の５ページ、ナンバー１から６ページのナンバー２１までであります。 

６款１項農業費は、１８事業が計画され、当初予算額１２億１，５０６万２千円、前

年度比では、１億１，６３２万５千円の増額となっております。増額理由といたしまし

ては、県営土地改良事業費で、当初予算と国の２９年度補正予算の割合が、前年度と比

較しまして当初予算の割合が大きくなったためでございます。 

次に、６ページのナンバー２２から７ページのナンバー３７であります。 

６款２項林業費は、１０事業が計画され、予算額７，６９４万３千円、前年度比では、

１千円の増額となっております。主に、森林整備地域活動支援交付金事業が要望なしと

いうことで減額となり、治山局所防災事業では、新規要望があったための増額でありま

す。 

次に、８ページ、ナンバー３８からナンバー４０でありますが、６款３項水産業費は、

３事業が計画され、予算額１，７０７万７千円、前年度比、１７１万８千円の減額とな

っております。昨年と比べまして、ふ化場の施設の改修工事等がなくなったものでござ

います。 

同じく８ページのナンバー４１からナンバー４２でありますが、１１款２項農林水産

施設災害復旧費であります。２事業が計画され、予算額３，９２７万４千円、前年度比、

３，９２７万４千円であります。主に、災害発生時の応急対応の委託費の計上と林道災

害復旧費を２９年度から３０年度に組み替えたためのものでございます。 

６款農林水産業費の内、農林整備課所管分の平成３０年度当初予算の合計額でありま

すが、３３事業が計画され、予算額は、１３億４，８３５万６千円。前年度との比較で

は、３事業の減、１億５，３８８万２千円の増額となっております。 

  増額につきましては、県営土地改良事業と林道災害復旧事業にかかわる３０年度の予

算から増額となったものでございます。 

続いて、主要事業について、主な事業の説明書により、説明いたします。 

資料ナンバー４－１、主な事業の説明書、５－１１ページをご覧願います。 

６款１項６目１７事業、小規模集落元気な地域づくり基盤整備事業費でございます。 

  予算額４４５万６千円、前年度予算額４０４万円、４１万６千円の増額でございます。 
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財源の内訳ですが、４４５万６千円、全額一般財源となっております。 

事業の目的でございますが、中山間地域の基盤整備で、特に山間部は受益面積が補助

要件に満たないとか、担い手不足により、補助事業に参加出来ないなど、狭小なほ場や

利便性の悪い農業環境で営農している状況であります。 

これらを少しでも解消するために地域で必要とする土地改良事業を支援することで過

剰な投資を抑えて、農業経営の持続と利便性の向上を図り、営農が安定することを目的

としております。 

これまでの実績ですが、平成２３年度から２９年度まで、西仙北円行寺他１０地区で

農道の拡幅や用排水路等の整備を実施し、農業施設の機能向上が進められております。 

問題と課題ですが、限られた予算の中で要望のあった地域から、事業内容を精査して

進めておりますが、地域での合意形成というものが一番大切となっております。 

平成３０年度の概要ですが、中仙地域小沼地区で、事業実施年度を平成３０年度から

３１年度の２カ年とし、関係受益面積１９．２ヘクタール、平成３０年度は事業費で４

８１万８千円で、補助率は事業費の９２．５パーセント、４４５万６千円となっており

ます。 

  平成３０年度の工事につきましては、水路工、農道工、また土留め工を予定しており

ます。 

  次に、５－１２ページをお願いいたします。 

６款１項６目２７事業、多面的機能支払交付金事業費であります。 

予算額が７億９，７３４万１千円、前年度予算額７億８，８６５万６千円、８６８万

５千円の増額であります。 

財源の内訳ですが、６億３７万６千円が国県の交付金で、残り１億９，６９６万５千

円につきましては、一般財源となっております。 

事業の目的としては、 地域に存在する農地、農業用水等の資源や農村環境は主に農業

者により守られて維持されております。担い手不足や高齢化により、維持管理が困難な

状況のため、農業者以外でも参加し、資源の保全活動を実施することを目的としており

ます。 

これまでの実績ですが、平成２９年度は、１４２組織が参加し、市内水田面積の８割

に当たる、約１５，１１８ヘクタールについて、活動しております。前年度よりも活動

組織数は広域化により減少しておりますが、活動面積については伸びております。 



- 110 - 

今後の課題ですが、これまでの活動を通じ、地域ぐるみの維持管理の意識と体制が構

築されてきておりますが、高齢化、担い手不足の中で、組織の体制の維持が問題となっ

ており、昨年アンケート調査等を実施して、組織の意向を踏まえ、改良区への事務の委

託や組織の統合等を進めているところでございます。 

平成３０年度事業の概要でありますが、活動組織は２９年度と同じく、１４２組織の

参加を予定しております。 

表の内訳でありますが、草刈り等の「農地維持支払」が１４,９００．０７ヘクタール、

交付金額が４億４，６３２万２００円。既設水路の補修等「資源向上支払」が１４,４１

５．４０ヘクタール、交付金額が２億６，１６４万１，１９６円。水路の新設等「施設

の長寿命化」として２,５２７．８８ヘクタール、交付金額が７，９８７万４，５８０円、

合計で７億８，７８３万５，９７６円が活動組織に交付されることとなっております。

負担内訳としては、国が２分の１、県４分の１、市の負担分も４分の１で、１億９，６

９５万８，９９４円となっております。 

下段の表の推進交付金でございますが、９５０万５，０００円であります。臨時職員

賃金など事業推進事務費として充当されております。 

５－１３ページをお願いいたします。 

６款１項６目５１事業、県営土地改良事業費負担金であります。 

予算額３億４，５０５万９千円、前年度予算額２億８万９千円で、１億４，４９７万

円の増額であります。 

財源の内訳ですが、２億５，１９０万円が市債で、その他として、受益者負担金４５

万円、残り９，２７０万９千円が一般財源となっております。 

事業の目的としては、県営事業で実施される事業費の一部を負担することにより、受

益農家の負担を軽減し、経営の安定化を図るものであります。 

これまでの実績でありますが、平成２９年度末のほ場整備の実績が、１６地区で実施

し、これまでの整備面積１３，２００ヘクタール、整備率７５．８パーセントの見込み

となっております。 

今後の課題ですが、毎年の事業要望により、事業費が膨大となっているため、国の予

算配分次第では、事業の進捗への影響が懸念されております。県や関係機関と綿密な調

整を図っているところでございます。 

今後の方向性と３０年度事業の概要でございますが、市が負担団体として採択を得た、
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県営土地改良事業に対して、国のガイドラインに従い事業費の一部を負担するものであ

ります。 

表の上段から農地集積加速化基盤整備事業（ほ場整備事業）は、１７地区を予定し、

市の負担額は２億７，６４１万円であります。これに２９年度の国の補正分１億８，１

４１万２千円を合わせて、合計で４億５，７８２万２千円の負担金となるものでありま

す。 

次に、県営調査事業でございますが、今後の事業採択に向けた調査業務で、ほ場整備

事業では内小友西部地区他５地区、既存土地改良施設の改修工事に係わる調査業務が２

地区、老朽ため池の調査業務では、協和泉沢ため池他２地区、合計で１１地区を予定し

ております。市の負担金としては、３，０４０万１千円でございます。 

  次に、県営農業河川工作物応急対策事業ですが、大曲内小友地区に用水を供給してい

る横手市大森町の雄物川を水源とする山城堰頭首工の水害被害による改修工事でござい

ます。受益面積が７８７ヘクタールの内、大曲内小友地内は２２７ヘクタールであり、

３４８千円を負担するものであります。 

  この表にあります事業につきましては、一番下の合計欄で、県営事業が３億４，４６

０万９千円。県営土地改良事業費受益者負担金でございますが、４５万円というのは、

西仙北地区の一ト鶴地区で改良区がないために、市が受益者分担金をもらって県に支払

うと、そういうシステムでございます。合計で、３億４，５０５万９千円となっており

ます。 

また、下段の農地集積加速化基盤整備事業ほか、９地区、負担額１億８，４４１万２

千円については、国の２９年度補正予算により今次定例会において補正予算の承認をい

ただき、繰越事業として、３０年度通常予算と合わせて実施するものであります。 

これにより、市の負担は５億２，９４７万１千円となるものであります。 

５－１４ページをお願いいたします。 

６款２項１目１５事業、有害鳥獣駆除対策事業費でありますが、予算額３１５万円、

前年度予算額も３１５万円であります。 

財源の内訳ですが、２２５万円が県の支出金、残り９０万円が一般財源となっており

ます。 

事業の目的ですが、有害鳥獣を駆除することにより、市民の安全の確保、農作物の被

害を最小限に抑えることを目的としております。 
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２９年度の実績ですが、１月３１日現在、クマ６６頭・カラス１４７羽・ウソ７７羽・

カワウ２２羽を駆除しております。 

今後の課題ですが、近年クマが広範囲で目撃されるようになりました。捕獲頭数も６

６頭と大幅に増えております。昨年度は人身被害も発生しておりますので、関係機関と

連携しながら、被害防止に努めてまいります。 

今後の方向性と３０年度事業の概要ですが、鳥獣被害の深刻化、広域化に対し、地域

ぐるみの被害防止活動を行うため、大仙市鳥獣被害対策協議会で情報交換や対策を協議

するとともに、大仙市鳥獣被害対策実施隊の活動に対し、報償費及び活動費を支払い、

緊急事の対応してまいります。 

次に、５－１５ページをお願いいたします。 

６款２項１目１７事業でございます。秋田県水と緑の森づくり税関連事業費ですが、

予算額１，６００万円、前年度予算額８００万円、８００万円の増額であります。 

財源の内訳ですが、１，６００万円、全額、県からの補助金であります。 

事業の目的としては、平成２０年度に創設された「秋田県水と緑の森づくり税」を財

源として、森林環境を整備し、森にふれあえる憩いの場、癒しの場を提供することを目

的としております。 

今後の方向性と平成３０年度事業の概要ですが、「秋田県水と緑の森づくり税」の第

３期計画により、森や木とのふれあい空間整備事業として、事業費１，５００万円。事

業の内容としては、「森林浴・健康づくりの森」「湧水・名水の森」「ボランティアの

森」「学びの森」の４つの視点で、森林にふれあえる拠点の整備を行います。 

  実施予定でありますが、申し訳ありません、地区名を記載してございません。中仙地

域の「十六沢城址公園」の整備を予定しております。主に、管理道路やトイレの改修等

を実施する予定でございます。 

また、新規として、豊かな里山林整備事業費１００万円が計上されております。 

事業の内容としては、クマと人の野生生物の棲み分けということで、緩衝帯を儲ける

というような事業でございます。 

次に、５－１６ページをお願いいたします。 

６款２項５目１０事業、治山局所防災事業費でございます。 

予算額１，５０７万７千円、前年度予算額ゼロ、１，５０７万７千円の増額でありま

す。 
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財源の内訳でありますが、県支出金が９５０万４千円、市債が２３０万円、残り３２

７万３千円が一般財源であります。 

事業の目的としては、国庫補助の対象とならない小規模山地災害について、県の補助

を受けて、安全で安心した暮らしが出来る地域づくりを推進するものでございます。 

３０年度の概要を申し上げますが、南外下荒又地区と小浪滝地区の２箇所で、山腹工

とふとん篭工、植生基材吹付工等を法切工を実施する予定となっております。 

  大変申し訳ございませんが、ナンバー４の数字の中で誤りがございますので訂正をお

願いしたいと思います。委託費のところでございます。２００万８千円となってござい

ますが、２００万９千円で、合計額についても３１９万７千円となりますので、よろし

く訂正の方お願いします。 

次に、５－１７ページをお願いいたします。 

６款２項６目１０事業、県営林道事業費でございます。 

予算額が２，９００万円、前年度予算額も２，９００万円であります。 

財源の内訳としては、全額市債でございます。 

事業の目的でありますが、骨格的な林道及び林業専用道を整備し、高性能林業機械や

適正な森林管理による効率的な林業経営の確率を図り、低コスト生産を進めるものであ

ります。 

３０年度の概要でございますが、平成３２年度の完成を目指し、引続き事業を推進し

てまいります。 

県営林道開設事業は、協和地域前沢線について、事業費１億円、市の負担は、４分の

１の２，５００万円で、開設延長７００メートル、２工区に分けて発注を行う予定でご

ざいます。 

  また、県営林業専用道開設事業については、南外地域北田山田ヶ沢線について、事業

費２，４００万円、市の負担としては、六分の一の４００万円で、開設延長２００メー

トルを予定しているものでございます。 

５－１８ページをお願いいたします。 

６款３項１目１２事業、鮭資源等確保活用事業費であります。 

予算額が１，６６３万６千円、前年度予算額１，８１２万７千円で、１４９万１千円

の減額であります。 

財源の内訳でありますが、県支出金が１７９万８千円、その他として３２０万円、残
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り１，１６３万８千円が、一般財源となっております。 

事業の目的としては、雄物川、玉川の鮭採捕事業及びふ化放流事業を通じて、さけ・

ます資源の増殖及び振興を図るものであります。 

今後の方向性と平成３０年度事業の概要でありますが、サケの採捕事業及びふ化放流

事業により、サケの増殖と事業の振興を図る。サクラマスのふ化及び養殖の実施。協和

畜養施設のイワナふ化技術の指導であります。 

次に、鮭資源確保活用事業費１，６６３万６千円の内訳でありますが、表にあります

ように、ふ化放流事業は、委託費１，０４０万円で、大仙市ふ化放流事業組合に委託す

るものであります。 

採捕業務委託、委託費４４９万円は、雄物川鮭増殖漁業生産組合へ委託するものでご

ざいます。 

玉川河川敷除雪費として、稚魚放流に伴う市道から河川敷までの除雪費２５万円。 

その他の経費として、７４万円ですが、旅費、消耗品、ふ化場の敷地、花館財産区か

らの借り入れの経費であります。 

さけ・ます種苗放流改良調査事業、稚魚買上負担金として、秋田県さけ・ます増殖協

会の稚魚買上げ１５１万２千円の２分の１、７５万６千円を同協会に負担金として払う

ことになっておりまして、これが負担金でございます。 

次に、財源内訳として、４９９万８千円の内訳ですが、県支出金として、秋田県の稚

魚買上げが、１７９万８千円。その他として、秋田県さけ・ます増殖協会の稚魚の買上

は１５１万２千円。水産資源の回復ということで、サケの鰭を切って放すという業務が

１６８万８千円となっております。 

以上、平成３０年度大仙市一般会計予算のうち、農林整備課所管分につきまして、ご

説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方はどうぞお願いいたします。はい、冨岡委員。 

○８番（冨岡喜芳） ５－１４の鳥獣駆除の予算ですけれども、２９年度でクマが６６頭

出て、今回の予算さ２５頭しか捕獲予定ないっていうのは、ちょっと数字的に見れば少

ないように見えますけれども、これはどうしてですか。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○農林整備課長（田村一彦） これだけの頭数が取れるということは、もう想定してはご
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ざいませんでしたので、毎年２５頭で、緊急については予備費で状態でございまして、

次年度も予算は２５頭分というようなかたちで取ってございます。現状としては、足り

ないと思います。 

○委員長（秩父博樹） はい、冨岡委員。 

○８番（冨岡喜芳） 取った時に補填していぐというか、対応していくという感じですか。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○農林整備課長（田村一彦） そのとおりでございます。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） １３の県営土地改良区の関係だども、これは当初３億４，５００

万はいいんだども、これせば昨年の補正１億８，４００万だがら、５億２，３千万の今

年一年でやるということなるんだっしべ。消化でぎるもんだがこれ。今の災害の関係あ

ったりして。大丈夫。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○農林整備課長（田村一彦） この予算ベースにつきましては、昨年も大体こういうかた

ちでございました。近年、当初予算を確保しなければ駄目だという県の考え、土地連の

考え等ございまして、３億ベースになったのは、３０億ベースですね、これ十分の一で

すので、今年からまた久しぶりにこういうかたちになったんですよ。２９年度の補正分、

１億８千万、１８億なんですけど、それは、前は逆で３億５千万くらいが補正分でとい

うことで逆転しました。現在のところ、事業費ベースとしては今年あたりまではこの５

億レベルで推移していくと。２９年度の実施状況見ますと７億２千万、通常分で繰越等

なっておりまして、それは暗渠等が春にやった方が有利だということで、冬はやらない

と、もう少し固くなってがらということで進めているものでございまして、まず今のと

ころほ場整備については、県営事業については、消化しております。 

  そして、また、土木工事が減る中で地域ではこの補助事業をはじめとするこれがなけ

れば県事業の人は容易でないとは良く言われております。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） このペースで、この予算の配分のペースでこいば、先ほど１２地

区ということで何年までできる、今の段階で１２地区やるといえば。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 最終、１２箇所がまだ保留中だということで、１２箇所待
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ってるっていうのあったんですけど、その採択年度がですね、今のところ平成３４年、

それから事業が始まりまして、最低でも６，７年はかかるわけですね。ですから、ちょ

っと後の方になるということは。３反歩区画とか、２反歩区画とか前にほ場事業実施し

ているところがこういうかたちになるとどうしても後に回されるということにはなるん

ですけど。 

○２５番（鎌田 正） それで、今１２地区、赤で囲んだいじど、水色で囲んだいじど分

がるんだども、これって基本的に要望してるということは、地権者の同意は全部オッケ

ーしてるんだが。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 基本的には、そういうかたちで申請を受けてますけど、や

っぱり中には、今現在採択になってる地域もなんですけど、反対者というのは絶対おり

ます。１００パーセントということはまずありえないし、中には本当に困ってしまうよ

うな反対者もおります。 

○２５番（鎌田 正） ということはよ、いずれ基本は地権者全員の１００パーセントの

同意なければやれないということなんだっしよ、基本は。そうでねが。例えば９割以上

どが８割以上どがっていうことあるんだが。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 基本的には鎌田委員申し上げるとおり、１００パーセント

が原則となってはいます。 

○２５番（鎌田 正） なしてそういったこと言うがっていえばよ、いいよって掛かりだ

してがら、俺駄目だったではうまぐねべなど思ってしゃべってるいじだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） やっぱり採択推薦の時はですね、いろんな事業採択なる時

は、やっぱり一杯集めてくるんですね。同意をもらってくるんですよ。いざなるとやっ

ぱり配分等もあるし、同意をしないというような人も後で出てくることもあります。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

  これで議案第４５号にかかる農林部所管の質疑は終結いたしました。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 
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続けていいですか。じゃ、５分休憩します。 

           午後 ２時１６分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午後 ２時２３分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

  次に、請願第３号「米の生産費を償う価格下支え制度を求める請願」を議題といたし

ます。 

  本件に関して、意見や質疑はありませんでしょうか。はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） この請願については、採択でもいいんだけれども、実際なんでも

かんでも補助金さ頼るというのはあんまり好きでねもんだがら、ただ、今回今の３０年

で生産調整も終わるもんだがら、この件についてはしょうがねど思うんだけれども、こ

こさ書いでら、「欧米では当たり前となっている、経営を下支えする政策」ってここさ

あるども、これどういう政策だが分がるが。 

○委員長（秩父博樹） はい、福田部長。 

○農林部長（福田 浩） まずはじめに、欧米のアメリカの方でございますが、１９３０

年辺りからずっと政策が変わってきておりまして、最新では、まず一つは、市場価格が

設定金額を下回った場合に市場価格との差を一部補填する政策、それから農業のリスク

補償といわれる、いわゆる再来年から始まる日本版収入保険みたいなような政策をして

おるようです。それからヨーロッパの方ですが、これはちょっと良く分からないのです

が、まず一つは、アメリカと同じように市場価格が一定価格を下回った場合に買い支え

するという制度、それからグレーニング支払いというのがありまして、要は環境に配慮

した分担金といいますか、支払金といいますか、そういう支払いをしています。その中

では、グリーニングの手続きを手挙げれば、そのうちのいくらかを他品目の畑作に転用

することとかという決まりがありまして、それに対して支払いがあるようでございます。

いずれにしましても、ヨーロッパの場合、若干環境に配慮してお金をやってる、これが

日本版の多面的機能支払金と似ているような感じに見受けられるのですが、そのような

政策が代表としてあるようです。 

○委員長（秩父博樹） いいですか、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） これまでは採択すべど思うども、実際んだがらよ、いろんた下支

えするような、これからそのなんだっけ、保険だっけが、でてくるいじあるべがら、い
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ろんな面で補償どが安全保障の面であっても支える場所あるど思うんだよ。単純にじぇ

んこけれでは駄目だど思うがら、そういうところはいづまでもいづまでもというわけに

はいがねども。ただ、これの請願に関しては俺としてはまず採択でもいいなとは思う。 

○委員長（秩父博樹） ほかに。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） じぇんこもらうことは大したいい事なんだども、別にそれさ特別

反対するつもりは更々ねども、ただ、今までなぜ基盤整備が一時遅れてきたのが、みん

なその国の流れから予算を見ますと、大筋だで、そういう中で、個別補償どが、なんか

基本的に農家にやっちゃえば、基盤整備どがそっちの方、大きく遅れでいぐど思うんだ

よ俺は。したがって、やっぱり今のところきちっとした生産基盤整備をしていかなけれ

ば我々農家そのものは大変でねえのかなと、もちろん担い手云々ってあるったって、誰

も今さっきの基盤整備の話でねども、ちっちゃっこい田さなば誰も入らね。やっぱりみ

なさんが大きく大区画にして農家の仕事しやすいように生産性を上げると。一時間当た

りの生産性上げるためにやっぱり基盤整備して区画整理していかなければできない。そ

の区画整理するためにはやっぱり国からの大分の応援していただいて基盤整備すると。

特に中山間地帯の基盤整備なくして農業振興なんて俺は基本的にないと思ってるんで、

こういうことでなくて、やっぱり基盤整備そのものに対して俺もう少し予算を大幅に付

けて基盤整備を進めてもらっていくためには、俺これあんまり、私個人的には賛成しか

ねるところなんですよ。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 米の生産者からすれば、大した喜ぶかと思うので、私は採択して

もらいたいと思います。ただ、欧米で当たり前となっているっていうのは、まだ誰も詳

しく分がんねがら、意見書出す時このあたり削るとかしてよ、調整して出せば、それで

いいがなと思います。基盤整備も大切ですけれども、基盤整備終わったところからすれ

ば所得補償制度と合わせてやってもらいたいと思います。 

○委員長（秩父博樹） ほかに。児玉さんなんか。 

○１７番（児玉裕一） 恐らく欧米なんていうのは、あっちさいげばかなり手厚く補償し

てもらってるんだよな。特に農家の場合は。それを言ってるんだど思うんだっしよ。だ

からまずここでいけば、バラ撒きのように１万５千円とか７千５百円けだごどだべども、

それもまずねぐなるごどだべし、ただやっぱり、んだがどって、多面的もかなりもらっ

て土地改良なんてもかなり助かってることだがらよ、そのあたりはそれどして、この制
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度がまず我々にせばさっき橋村さん言ったっけども、あまりけるごどうまぐねというこ

とだべども、下支えがある程度のところまでで止めてもらいでということだべがらよ、

今年の米の米価だってわがらねべども、まして今の農協のこと考えれば、上がるという

可能性はねんだよな。下がる要素はあるごどだべども、やっぱり農家にしてみれば切実

な要望でねげ。けるごどはあまり良ぐねごどだべども、やっぱりある程度ねば生活も困

るべし、んだがどいってやっぱり今鎌田さん言ったどもほ場整備でぎでねばかなり難儀

するんだよな。我々だって今十何町歩やってるんだども、一町歩田なってれば余り楽な

もんでよ、一人でなんぼも出来るんだよな、二十町歩でもそこらでも、ただやっぱり、

三反歩田どが一反歩田っていえば、同じごどやらねねがら、倍以上っていうが、三倍も

四倍もかがるごどだがら、それを考えればやっぱりそっちさもう少し、ほ場整備さもう

少し手厚くやってもらって、今ほれ国でも進藤さんなんてもいるもんだがら、やっぱり

予算を獲得して、もう１０年もかかるんたほ場整備なばな、ちょっとうまぐねがらよ、

そのあたりやっぱりもう少し我々も叫んで早くでがしてもらって、生産費を下げて、上

がらねものは仕方ねべがらよ、やっぱり農家の暮らしを楽にしていがねば駄目だど思う

がら、これは今回は仕方ねのがなと思います。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） これ今一俵当たりのよ、基盤整備した後の負担割合というか、例

えば１万５千円だら１万５千円でいいんだども、１万３千円でもいいんだども、基盤整

備したところの負担金あるべった。７．５パーセントが。せば、７．５パーセントって

なんぼくれなるもんなんだがな。俺今言ったように実は俺なば１００パーセント基盤整

備さ国で国土保全という意味がらして、米さよりも基盤整備さ１００パーセント出して

国土整備してもらいで、ほんと基本的にそういう思いあるんですよ。せば、今児玉さん

言ったように、やっぱり一町歩田ど一反歩田の労働力の差なんてな、歴然としたものだ

おんな。 

○２７番（橋村 誠） んだがら、そこが区画しね限り、今の段階ではまだ全部できるわ

げでねがら、そのときはやっぱりある程度の下支え制度というのは必要だと思うだよな、

ある程度な。バラ撒きは駄目だども。ある程度そこの補償、所得補償のこともあるし、

きぱっと基盤整備出来てて、スパッとなった時はこれはしょうがねども、まだそこまで

いってねがら。 

○委員長（秩父博樹） いろんな賛否ある中で、生産者の思い酌めば、まず今回はこれ通
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してもいいんでねがなという方向で。 

それではお諮りいたします。本件につきましては、採択と決することにご異議ござい

ませんでしょうか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は採択すべききものと決しました。 

ただいま採択となりました請願第３号について、意見書の案文について、ご協議いた

だきたいと思います。 

（「意見書案」を配付） 

○委員長（秩父博樹） ただいま配付いたしました意見書案について、ご意見等ございま

せんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 特にないようでございますので、この意見書案のとおりといたし

ます。 

ただいまご協議頂きました意見書案を、会議規則第１４条第２項の規定により、委員

会として議長に提出したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議がないようですので、そのように決定いたします。 

 

○委員長（秩父博樹） 次に、請願第４号「種子法廃止に伴う万全の対策をもとめる請願」

 を議題といたします。 

  本件に関して、意見や質疑等はございませんでしょうか。はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） これ今実際なんとなんだ。種子法ってこれなんだや。今まで県で、

仙北町どがで作ってらったおんな。せば、それ出来ねということなんだが。 

なんと変わったんだ、これ。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 種子法というのは、いわゆる穀物、米、大豆、麦、他に種

苗法って野菜がらなにがらがっくるめだ種苗法というのも、それは引き続き残るんだっ

しども、要は今の国の方で種子というのは大変な戦略物資である。国って今、農業の成

長産業化どがというのを前面に出して、今、諸々の政策組み換えでるんだっしども、要
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はその上で民間が技術力だったり、ノウハウだったりを活かした場合、種子開発という

のはとんでもなく進むという。その種子法があるが故に、都道府県でしか種子開発とか

が進んでいない根底が種子法にある。それを廃止する必要があるでしょうというふうに

しか私ども見れば見えないというところがあります。ただ、廃止されることによっての

メリットというの、せばなんなのか。民間のノウハウ入って、多様な品種開発が進めば、

価格はもしかすれば安くなるかもしれないですし、いろいろな用途に応じた種子の開発

が進んで農家の選択範囲は広がるというメリットはありますっては出してるものの、今

の廃止する理由を考えた場合、どうも民間の参入をなんとか持ち込まないと、種子とい

うのはやっぱり戦略物資としてなかなか切り開けていけないだろうというような廃止の

理由を読み込めばそのようにしか見えないのがちょっと現実です。 

○２７番（橋村 誠） ただよ、基本的にはその米どが、大豆なんて、基本的なものが民

間でやれるようになっちゃえば、特許とればせばいいんだが。俺だせば、じぇんこ払っ

てそれ買わねばだめだぐなってくる。もちろん今もじぇんこ払ってるんだどもよ。とん

でもね話なる場合も無きにしも非ずだと思って、そこあたりちょっと民間組織ていえば、

俺は、いろんた種はいいよ、野菜どが、いろんたいじあるがらな。だがら今、内小友フ

ァームでは菌床のしいたけのやつも種自分でつぐれねば、絶対に儲がらねという。結局、

種全部買わねば駄目だべがら、絶対に儲がらね。これは俺採択だと思う。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 採択どが、採択さねどが抜きにして、俺だもこれ趣旨もよぐ分が

らねでいいどがわりどがっていかがなものかなと思ってること、まず一つ。 

  趣旨は確かにこれ種子法に守られで今まできたど思うんだども、実際せば例えばこの

文だげを見で、我々は麦どがってあまり先なってねども、稲の場合、せばよ、ここ辺り

は「こまち」だら「こまち」しかってねんだども、結構ハイブリッドの米だどが、それ

から今の「コシヒカリ」だどが、ああいったあれも結構流通してるしべ、民間で。せば、

ああいったところはなんてなってるおんなんだべな。誰も分がらねっしべ。したがらこ

ういった良くわがらねもの請願だどってやってよ、おが無責任なこともでぎねのでねが

なと思って。 

○２７番（橋村 誠） んだがら、種子法を廃止するがさねがの問題で、それは俺ださは

関係ね話だがら、これは。あくまでも。 

○２５番（鎌田 正） したがら、種子法そのものもよ、俺だ分がらねべった。正直な話。 
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  実際は、国内では出回ってるごどだべった。したがら、種子法さ基づいて出回ってる

もんだが、あるいは種子法全然関係ねぐそういった米の種でもだで、出回ってるもんだ

べが、そごあだりなんとなんだべ。 

（聞き取り不能） 

○委員長（秩父博樹） それではお諮りいたします。本件につきましては、採択と決する

ことにご異議ございませんでしょうか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は採択すべききものと決しました。 

ただいま採択となりました請願第４号について、意見書の案文について、ご協議いた

だきたいと思います。 

（「意見書案」を配付） 

○委員長（秩父博樹） ただいま配付いたしました意見書案について、ご意見等ございま

せんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 特にないようでございますので、この意見書案のとおりといたし

ます。 

ただいまご協議頂きました意見書案を、会議規則第１４条第２項の規定により、委員

会として議長に提出したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議がないようですので、そのように決定いたします。 

  ここで、渡辺課長から先ほどの回答をお願いします。 

○農業振興課長（渡辺重美） 先ほど鎌田議員より出羽丘陵開発によって、牧野の取り扱

いというお話あった件ですけれども、西仙北で４団地引き続きございます。今現在市が

借り上げております。借り上げ料は、放牧場管理運営費費、６款１項４目の１２事業。 

○２５番（鎌田 正） それって使ってねべった、まず。当時２５年だが借りたことだが

ら、あれがら何年なった、出羽丘陵やりだしてがら、返す段取りさねばでぎねべど思っ

て。なんも使ってねもの借り上げでじぇんこ払ってねったっていがべっていうなだ。 

  なんと思うそれは。したがら、さきたがら何回も同じごどしゃべってるんだども、あ

んた方よぐ分がらねべった。その地域の支所の担当課長でねば分がらねごどいっぺある
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べ。今度来てもらうごどにしたごどだども、したがらやっぱり、あんたがたも含めで、

なにがこういったじぎ、やっぱりわがらねっしべった。俺方で要請せば来るというのは

いいなだよ。要請するがら吝かではねえけども。あんたがただってやっぱり来てもらっ

てら方いぐね、説明しに。誰が説明でぎるが。今俺が言ったことについて。誰もわがら

ねべ、部長をはじめ。したがらさきたがら同じごど何回も俺言ってるなだ。牧場の話ば

りでねぐ。まずい、俺今こごで、ほれしゃべったって、ぶり返した話したってしょうが

ねんだどもよ。 

  将来の戻すことについては、あんたがたなんと思うんだげ。相手もあるごどだし。相

手は２５年間だまってで賃料もらってればいいごどだども。この後、使ってもいねえじ

さ、戻すっていたって相手も、「はい、わがりました。」でもねえがもしれねし。なん

と言うが俺もわがらねよ。そういったごどやっぱりもう少し。その後の、返した時なん

として返すが、俺はその契約書見だごどねえども、現状復帰どがって書いでらんでねが。

大変な話だぎょ、これ。俺見でねがらなんとも言えねよ。なんとも言えねども、そこあ

だりただあんたがた支所がら集めてきた資料をこれさあげで、ハイってやってらがもし

れね。それは俺わがる。 

○委員長（秩父博樹） あどで契約書確認ということで、よろしくお願いいたします。 

  それでは、ここで説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。 

  再開時刻は、５分後。よろしくお願いします。お疲れ様でした。 

           午後 ２時５２分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午後 ２時５５分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

  はじめに、小野地経済産業部長からあいさつがあります。小野地経済産業部長。 

○経済産業部長（小野地洋） お疲れ様です。 

  審査をお願いいたします前に一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

  日頃より当経済産業部の業務遂行に際しましては、大所高所よりご指導ご理解を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

  平成３０年度予算に関しまして、担当する各施策に基づいて、定住人口の促進、地域

経済の活性化を念頭に進めてまいりたいと思います。新年度、観光交流課では２５事業、

予算額２億８４７万６千円により、座間市、宮崎市、宮古市等との地域間交流事業をは
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じめ、韓国唐津市友好交流１０周年記念事業等の交流事業や花火産業構想の推進に努め

てまいりたいと思います。 

  また、企業商工課では、３４事業、予算が８億７，１４４万５千円によりまして、Ａ

ターン就職支援事業、人材獲得応援事業、工業振興奨励事業の拡充等により、雇用創出

の促進を図るほか、大仙市商工会と連携した地域商店街元気づくり事業等を進めてまい

ります。 

  今次定例会におきましては、審査をお願いいたします当部所管の案件は議案第１４号

「大仙市工業等振興条例の一部を改正する条例の制定について」議案第３６号「平成２

９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）」並びに議案第４５号「平成３０年度大仙

市一般会計予算」の３件であります。この後、それぞれ担当課長よりご説明申し上げま

すので、よろしくご審査の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

それでは、順次、審査してまいります。 

出来るだけ簡潔な説明ということで、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第１４号「大仙市工業等振興条例の一部を改正する条例の制定につい

て」を議題といたします。当局の説明を求めます。小松企業商工課長。 

○企業商工課長（小松正美） 議案第１４号「大仙市工業等振興条例の一部を改正する条

例の制定について」ご説明申し上げます。 

 資料№１、議案書の１６ページから１７ページをお願いします。 

 この条例は、産業の振興を図るため、市内に工場等を新設又は増設し、設備投資と雇

用の条件を満たした者に対する固定資産税の課税免除を定めたものでありますが、近年

の有効求人倍率の高止まりによる人材不足の課題を工場等の自動化や高度化によって解

決しようとしている企業の現状に鑑み、設備投資の額と雇用の条件を見直し、企業誘致

と既存企業の事業拡大を促進するため、所要の改正を行うものであります。 

 今回の改正内容は、条例第８条中の「固定資産税の課税免除をするために行う指定の

基準の見直し」で、「設備投資額２，５００万円」を「２，０００万円」に、「工場等

を新設する場合の雇用条件１０人」を「５人」に、「工場等を増設する場合の雇用条件

３人」を「２人」に改めるものであります。 

  施行は、平成３０年４月１日であります。 
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 また、「経過措置」として、この条例の改正後の規定は、この条例の施行日以後に事

業計画書等の申請のあったものについて適用し、同日前に計画書等を受理しているもの

については、従前の例によります。 

 以上で、「大仙市工業等振興条例の一部を改正する条例」の説明を終わりますが、よ

ろしくご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

１４号）」を議題といたします。はじめに、企業商工課所管の説明を求めます。小松企

業商工課長。 

○企業商工課長（小松正美） 議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

１４号）」の歳出について、ご説明申し上げます。 

 資料ナンバー３、平成２９年度大仙市補正予算２４ページをお願いします。 

 ７款商工費、１項商工費、２目商工振興費、６９事業、事業所等再開支援事業費（大

雨災害分）１，８４０万円を減額し、補正後の額を、１，２８０万円とするものであり

ます。 

 この事業は、昨年７月２２日からの大雨災害により、被害を受けた市内の事業者に対

し、事業再開に必要な経費を補助することにより、事業の早期再開を支援することを目

的とするもので、２月末現在で補助金の申請が、５０件と当初の見込みより下回る申請
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件数となっております。 

  市では、この大雨災害後、市長並びに市幹部職員が、お見舞い金と一緒に、事業所再

開支援補助金の御案内チラシを被災者に直接手渡すとともに、市の広報に２回、ホーム

ページに３回掲載しました。また、大曲商工会議所と大仙市商工会の会報にも記事を掲

載いただき、年度内の申請を広く呼びかけてきました。 

  申請しなかった主な理由として、復旧に要した費用が５万円未満だったためと思われ

ます。 

  以上で、議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）」事業所

等再開支援事業費のご説明をいたしました。 

  よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

つぎに、観光交流課所管の説明を求めます。大沼観光交流課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第

１４号）」の内、観光交流課所管分についてご説明致します。 

資料ナンバー３、補正予算〔３月補正②〕の２４ページをお開きください。 

７款１項４目、１３事業「インバウンド観光事業費」につきまして、１，０５０万円

を減額し、補正後の額を２，４２４万７千円とするものであります。 

  本事業は、外国人観光客を呼び込むプロジェクトとして、大仙市、仙北市、美郷町が

連携した「インバウンドサイクリング活用事業」を東北観光復興対策交付金を活用して

実施しております。平成２９年度、要望時点ではコース沿いの公衆トイレの改修費や道

路補修などのハード予算も認められておりましたが、国の交付決定時においてハード予

算が交付金の対象外になったため、平成２９年度の実績見込みを含めながら、１，０５

０万円を減額するものであります。 

  ２９年度の実施事業につきましては、国内外のプロモーション活動、日本語を含めた

英語・中国語・韓国語などのコースマップ及びエリアガイドブックの作成、ＰＲ映像や

ホームページの作成、多言語のコース誘導看板、観光施設誘導看板、案内看板の整備を

行っております。 
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 また、歳出の減額に伴う特定財源の減額につきましては、１３ページの歳入１４款２

項４目１節「商工費補助金」として、東北観光復興対策交付金８４０万円を減額するも

のであります。  

 次に、１６ページ及び２４ページをお開き願います。 

１６ページの歳入１７款１項７目１節観光費寄附金につきまして、２万円を補正する

もので、２４ページの７款１項４目２９事業まほろば唐松管理費に寄附歳入に伴う財源

振替を行うものであります。 

  観光費寄附金につきましては、１団体から寄附があり、水害に遭われました「まほろ

ば唐松能楽殿」の修復に対する寄附金２万円であります。 

  次に、同じく２４ページ、７款１項４目観光費、４０事業「全国花火競技大会振興基

金積立金」につきまして、１千円を補正し、補正後の額を同額とするものであります。 

  これは、全国花火競技大会振興基金の預金利息１千円を積立てる補正をお願いするも

のであります。 

  これにより、平成２９年度末基金見込額は、５３３，９４５円となるものであります。 

次に、２９ページをお開きください。 

１１款４項１目１０事業「観光施設災害復旧事業費（単独分）」につきまして、５３

０万円を一般財源から地方債に財源振替をするものであります。 

  昨年９月定例会の一般会計補正予算におきましてご承認いただきました「まほろば唐

松能楽殿」の敷地内土砂撤去費等にかかる財源が、災害復旧事業債に該当になったため

の財源振替であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い致します。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」を議

題といたします。はじめに、企業商工課所管の説明を求めます。小松企業商工課長。 

○企業商工課長（小松正美） 議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」の内、
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企業商工課に関わる事業について、新規事業及び歳出予算額３００万円以上の事業を中

心に、ご説明申し上げます。 

  歳入につきましては、各事業ごとにご説明致します。 

 それでは、はじめに、５款労働費、大仙市各会計予算書では８２ページ、ここでは、

Ａ４ヨコの「平成３０年度当初予算概要企画産業常任委員会経済産業部」で、概要等を

ご説明申し上げます。 

 はじめに、１ページをご覧下さい。 

   労働費分です。予算概要のナンバー３をお願いします。 

  ５款１項４目１２事業、地域職業訓練センター費、継続であります。 

  予算額１，０６６万円、前年度より７万１千円の減額です。 

    特定財源として、歳入１６款１項１目、土地貸付料３９７万円、大曲技術専門校用地

が充当されており、残り６６９万円が一般財源です。 

    事業の概要については、大曲仙北地域職業訓練センターの指定管理委託料７６０万円、

駐車場除排雪委託料７８万８千円、センターの敷地及び駐車場敷地賃借料２２７万２千

円であります。 

    平成４年の開館以来、平成３０年１月末現在で７６万７千人、年平均約３万人の利用

があり、技能の向上と地域産業の振興が図られております。平成２４年度から指定管理

者制度に移行し、大曲仙北職業訓練協会に管理を委託しており、委託期間は、２７年度

から３１年度までの５年間となっております。 

  今後も大曲仙北地域の職業訓練の要衝として、安定した運営を維持してまいります。 

次に、予算概要の№９をお願いします。 

  ５款１項４目６１事業、シルバー人材センター補助金、継続であります。 

  予算額７４４万円、前年度より４万円の減額です。 

  財源については、全額一般財源となっております。 

大仙市シルバー人材センターの就業機会確保や就労訓練事業に対する補助金であり、

センターからの要請に基づき、市でも国の補助額相当を補助することとしております。 

  なお、国の補助基準額の内訳は、運営費５４４万円、サポート事業費２００万円とな

っております。 

    今後の方向性として、シルバー人材センターは、高年齢者の就労による社会参加や、

生き甲斐を持った生活の促進に寄与しております。今後も、高齢者の生き甲斐づくりや、
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働く意欲のある高齢者がこれまで培った能力や経験を生かして生涯現役で活躍し続けら

れるような環境を整えていくための支援を行ってまいります。 

  また、市としてゼロ予算事業として行っている地域窓口業務については、各支所と企

業商工課における、業務依頼の仮受付や会員の就業報告書取り次ぎ業務など、引き続き

協力してまいります。 

    次に、予算概要の№１１をお願いいたします。 

  ５款１項４目９０事業、勤労者福祉資金預託金、継続であります。 

  予算額５，０００万円、前年度と同額です。 

    特定財源として、歳入２０款３項３目、勤労者福祉資金預託金元金収入、現年度分が

充当されております。 

この事業は、東北労働金庫大曲支店へ、５，０００万円を預託し、労働金庫が労働者

に対する通常融資のほか、勤労者生活支援特別融資制度や、国の職業訓練受講者向けの

支援融資などを行っております。 

    今後の方向性として、労働者に対する融資の一部資金として預託し、貸付環境を整備

するとともに、労働者の生活向上と福祉の増進に寄与しており、労働者に対する融資の

円滑化のために継続してまいります。 

  次に、７款商工費分です。予算書は、９２ページから９３ページが企業商工課分です。 

それでは、同じ資料、予算概要の２ページ、ナンバー１３をお願いします。 

  ７款１項２目１２事業、中心市街地賑わい創出事業費、継続であります。 

  予算額４０７万４千円、３８０万１千円の減額です。 

    特定財源として、大曲ヒカリオ広場利用料１万円、残り４０６万４千円が一般財源と

なっております。 

    事業の概要については、中心市街地の賑わい創出並びに商店街の活性化と商業振興を

図るため、各団体との協働による活性化に向けた取り組みを進めるとともに、大曲ヒカ

リオ広場を活用した新たな交流イベント等を管理するものです。 

  内容としては、中心市街地賑わい創出施設「花火庵」の管理運営を、大仙市観光物産

協会に３２５万８千円で委託するもので、市民の休憩スペース並びに市民団体などの活

動支援スペースとして、賑わいの創出と商業振興を図るものです。 

  また、大曲ヒカリオイベント広場の管理運営を、株式会社ＴＭＯに７１万６千円で委

託するもので、広場の管理や利用調整、電光掲示板の放映映像作成等で広場の賑わい創



- 130 - 

出を図るものです。 

  今後の方向性として、今後は「花火庵」を含めた花火通り商店街と、大曲ヒカリオイ

ベント広場を一体化させた中心市街地の活性化と賑わい創出を図り、様々な取り組みを

支援しながら、賑わい創出事業の充実を進めてまいります。 

次に、ナンバー１６をお願いします。 

  ７款１項２目２１事業、企業誘致対策費、継続であります。 

  予算額１，２９８万６千円、８３８万７千円の増額です。 

    特定財源として、（歳入１５款３項５目）商工費委託金、権限移譲推進交付金（採石

業者登録事務等）６万３千円を見込んでおり、残り１，２９２万３千円は、一般財源と

なっております。 

    事業の概要として、企業誘致活動に要する各種経費を計上しており、企業信用調査の

ための経費、当常任委員会の皆様からも出席頂いている大仙市首都圏企業懇話会の開催

経費と、昨年１０月から採用している首都圏在住の企業専門監２名の配置経費、東京の

秋田県企業立地事務所へ職員を１名派遣し、県と情報を共有しながら、市内や首都圏の

企業訪問を行うとともに、県の企業誘致推進協議会が主催の、東京や名古屋・大阪で行

われる企業懇談会に出席し、企業の動向など情報の収集と誘致活動を、県と連携を取り

ながら活動してまいります。 

    今後の方向性として、市町村合併以来、１３件の新規操業と２２件の事業規模拡大が

あり、設備投資では１３４億５，２７１万６千円、雇用の面では延べ３６０人など、地

域経済への効果があったものと思われます。 

    平成２９年度の実績としては、新規操業１件、規模拡大２件の計３件であります。新

規操業は、「秋田グリーン電力(株)」で、協和地域台林工業団地にバイオマス発電所工

場を新築し、２０人の従業員で３０年１２月から試運転を行い、翌年２月からの売電を

予定しています。 

    規模拡大では、「(株)フルヤモールド」で、自社敷地内に工場を新築し、平成２９年

９月より稼働しております。また「エイブリック株式会社」も自社工場内に設備を増設

し、稼働する予定としております。この会社は、日本政策投資銀行とセイコーインスツ

ルが出資して設立した企業で、前の会社名がエスアイアイ・セミコンダクタであり、半

導体の製造を行っている会社です。 

    この他、民間の土地や空き工場を活用した増設を検討している３社や、自社敷地内に



- 131 - 

工場増設を行う３社と交渉中であり、企業の設備投資の動きが活発化してきていること

から、今後も連絡を密に取りながら、安定した雇用の実現と更なる産業振興を目指し、

様々な支援策に取り組んでまいります。 

    次に、ナンバー２５をお願いします。 

  ７款１項２目６１事業、商工団体補助金、継続であります。 

  予算額２，４２５万円。１００万円の増額です。 

    財源については、全額一般財源となっております。 

    この事業の概要については、内訳は、商工会が１，６５０万円。商工会議所が６７５

万円の補助金です。 

    これは、商工団体による経営改善普及事業を通じて、中小企業の相談業務や経営指導

の促進を図ることにより、商工業の総合的な発展と市経済の健全な発展に資することを

目的としております。 

    また、日本商工会議所青年部の「東北ブロック大会秋田おおまがり大会」が９月７日

から９日までの日程で、大仙市が開催地となることから補助金として市から１００万円

を補助するものです。この大会には、東北全域から２千人の方々が大仙市を訪れ、花火

会場での大懇親会など交流を深める大会となります。 

    今後の方向性として、商工会並びに会議所の補助金については、小規模事業者の経営

指導や技術の改善対策、商工振興対策、労務管理改善指導を行っている商工団体の経営

改善普及事業経費と、事業に携わる人員に対して補助額を設定し、各商工団体の経営指

導員数に応じて補助金を交付しております。今後も、人員の適正化について改善を求め

ながら補助金を継続し、さらなる市商工団体の経営改善普及事業の推進と市経済の発展

に努めてまいります。 

次に、予算概要ナンバー２６と２７をお願いします。 

   ７款１項２目６２・６３事業、中小企業振興融資あっせん制度保証料・融資利子補給

金であります。 

  ６２事業の保証料補給金の予算額は６，４２１万４千円、２２万４千円の減額です。 

  ６３事業の利子補給金の予算額は１，５１０万７千円、３６０万３千円の減額です。 

    財源については、全額一般財源となっております。 

  事業の概要については、この事業は、事業運営上必要とする資金を、大仙市中小企業

振興資金（通称マル仙）と大仙市小口零細企業振興資金（通称マル仙小口）、大仙市創
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業資金（通称マル仙創業）により融資を受けた中小企業者の保証協会に負担すべき保証

料を全額補給するものと、融資利子の一部補給により、市内事業者の金利負担の軽減を

図り、資金調達が円滑に行われ、経営安定及び発展振興に資することを目的に実施する

ものです。 

  ２９年度からは新たに、創業支援として、創業資金制度を創設しております。これは、

マル仙、マル仙小口制度は、事業開始から１年が経過しないと制度を利用できないため、

創業支援制度で融資限度額１，０００万円で保証料を全額補給し、１年後に設備資金の

融資を受けた事業者には利子補給を行います。 

 この事業は、市内事業者の資金調達が円滑に行われ、経営の安定と発展振興が図られ

ております。 

  今後もこの制度は、市内中小企業者の経営安定を図るために必要な制度でありますが、

高水準の保証料補給金の負担が続いており、２９年度から限度額を２，０００万円に引

き下げております。 

次に、予算概要のナンバー３２をお願いします。 

  ７款１項２目９０事業、中小企業融資預託金、継続であります。 

  予算額６億円、２億円の減額です。 

    特定財源として、歳入２０款３項４目、中小企業融資預託金元金収入、現年度分が充

当されております。 

    事業の概要については、市内中小企業者の資金需要に対応するため、大仙市中小企業

振興融資あっせん制度の取り扱い金融機関に対して、資金を預託し融資の促進を図るこ

とにより、市内の中小企業者の経営安定と振興発展に資するものです。 

    平成３０年度は預託金を６億円とし、市内の金融機関、秋田銀行に、３億３，２００

万円、北都銀行に、１億７，２００万円、羽後信用金庫に、９，６００万円をそれぞれ

預託します。 

    以上で、予算概要による説明を終わらせていただき、次に、Ａ４タテ版の平成３０年

度当初予算（案）「主な事業の説明書経済産業部」で説明いたしますので、そちらをお

願いします。 

    はじめに、６－４ページをお願いします。 

    ５款１項４目２４事業、資格取得応援事業費、継続であります。 

   予算額３２７万円、８７万円の増額です。 
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    この事業は、職業スキルアップ事業負担金として、大曲仙北職業訓練協会が実施する

特別教育や技能検定等の講座を市内の在職者・求職者が受講する場合、市がその受講費

を全額負担するもので、大曲地域職業訓練センターの利用拡大と地域産業の振興を図る

目的で行われます。 

  また、若者求職者資格取得補助金として、４５歳未満で大仙市在住の求職者及び非正

規雇用労働者が、資格取得に要する経費を補助するもので、２８年度より大型自動車等

の運転免許資格を追加し、制度内容を拡充強化しております。 

  平成３０年度は、新たに保育士資格と幼稚園教諭資格を対象資格としており、保育士

不足など地域産業が求める専門的資格を有する人材の確保につなげてまいります。 

  続きまして、６－５ページをお願いします。 

    ５款１項４目２５事業、Ａターン就職支援事業費、拡充であります。 

   予算額１０９万１千円、９万１千円の増額です。 

    市内企業の人材獲得と、若者の地元定着を目的として、市内企業へのインターンシッ

プ活動やＡターン希望者の就職活動に対し、交通費と宿泊費を活動者個人に助成するも

のです。 

  交通費支援として、市内企業へインターンシップや就職活動のため交通機関を利用し

た際に、要した経費の２分の１、２万円を上限として補助するものです。 

  宿泊費支援としては、１日５千円を補助上限として、インターンシップの場合は５日

間まで、Ａターン就職活動の場合は１日分を補助するものです。 

    これは、インターンシップを行う際に、学生等が宿泊費や移動費など経済的な理由を

解消するため、旅費等の支援をすることにより、首都圏の大学生やＡターン希望者を市

内企業に紹介し雇用することで、企業の人手不足解消や市の人口減抑制の効果が見込ま

れ、地域の活性化につなげてまいります。 

    次に、６－６ページをお願いします。 

    ５款１項４目２６事業、人材獲得応援事業費、継続であります。 

   予算額６００万円です。 

    この事業は、地元企業が職場環境の充実や福利厚生の強化により、働く人にとって魅

力ある企業となり、優秀な人材の獲得と若者等の定住促進を働きかけるもので、他地域

への人材流出等による人手不足解消を目指すものです。 

  補助対象事業として、１の企業の求人活動やインターンシップ受け入れに要した経費
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や２の社員の研修や講習会に要した経費、３の障害者を雇用した場合の施設整備費や労

働条件の整備等コンサルタント費用などで、各項目ごとの補助上限を昨年度の１０万円

から見直し、トータルで最大上限額１年度４０万円とし、事業所のニーズに幅広く対応

することにより、人材獲得と定住促進を進めてまいります。 

    次に、６－７ページをお願いします。 

  ５款１項４目６２事業、大仙市雇用助成金、継続であります。 

  予算額２，４８０万円、昨年度より２４５万円の増額です。 

    この事業は、新卒者の地元定着と移住者の拡大を目的に、管内企業の新規雇用に対し

助成金を交付するもので、内容は、工業振興雇用助成金、若者定住促進雇用助成金、圏

域雇用助成金の３つの制度を運用してまいります。 

    昨年度から現状の雇用情勢に合わせた補助対象者の見直しとして、若者定住促進と圏

域雇用助成金では、対象者を非正規雇用労働者の正規雇用者、また、母子家庭の母親の

雇用、障害者の雇用を追加し、工業振興雇用助成金では、新卒者の補助金額を３０万円

に、Ａターンを６０万円にしております。 

  さらに、花火創造企業に対する雇用助成金として、一人当たり８０万円としておりま

す。 

    この制度は合併時に創設し、その後は雇用情勢の変化に合わせ制度改革等を行いなが

ら雇用環境の改善に努め、多くの雇用創出を図ってまいりました。２８年度からは、Ａ

ターン雇用枠を設け、また、２９年度からは障害者雇用促進のための障害者枠を設ける

など、雇用情勢の変化に合わせながら見直し等を行い、今後も制度の充実を図り継続し

てまいります。 

続きまして、６－８ページをお願いします。ここからは、７款商工費分です。 

   ７款１項２目２４事業、工業振興奨励事業費、新規であります。 

  予算額３，０５３万６千円です。 

    この事業は、新規誘致企業や増設設備投資を行う企業に対し、用地取得費や増設に伴

うインフラ整備経費・除雪に係る経費等を助成することで、企業誘致の促進と雇用の維

持により地域経済の活性化を図るものです。 

  はじめに、①「企業雪対策支援補助金」として、「工業等振興条例」並びに「空き工

場等再利用助成金」いずれかの制度要件を満たす企業が、雪対策にかかった経費の２分

の１を、新規は上限３００万円を３年間、その他は上限１００万円を１年間補助するも
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のです。 

  平成３０年度の対象企業は、「アゼアス」「大仙物流」「秋田平野」「東電化」の４

社で、予算は２００万円となっております。 

  次に、②「工場等用地取得等助成金」として、制度要件を満たす企業に対し、２，５

００平方メートル以上の工場用地取得費の３０パーセント、上限１億円。借地の場合は、

借地料の２０パーセントを３年間補助するものです。雇用要件として、新設の場合は５

人以上。増設の場合は２人以上の雇用増による操業をした企業となっております。 

  平成３０年度の対象企業は、「北斗通信工業」「秋田グリーン電力」「秋田平野」の

３社を想定し、予算は２，６５３万６千円となっております。 

  次に、③「企業立地インフラ整備支援補助金」として、制度要件を満たす企業が、イ

ンフラ整備に係る経費の２分の１、１００万円を上限として補助するものです。 

  平成３０年度の対象企業は、「秋田平野」「北斗通信工業」の２社を想定し、２００

万円の予算となっております。 

  先の条例改正で説明しましたが、人材を募集しても集まらない人手不足の状況が見ら

れることから、「工業等振興条例」と「空き工場等再利用助成金」の２つの制度の雇用

要件を引き下げ、併せて設備投資額の要件も引き下げ、企業への支援を手厚くするもの

です。 

続きまして、６－１０ページをお願いします。 

  ７款１項２目４０事業、地域商店街元気づくり事業費、新規であります。 

  予算額３７６万４千円です。 

この事業は、地域商店街の活性化と持続的発展を図るため、各地域の特色を活かした

事業の実施や地域資源を活用して地域の課題を解消する商店街における新たな「仕事づ

くり」を推進し、大仙市商工会と連携を図りながら地域商店街に賑わいと活力を創出す

るため、地域商店街の現状把握調査等を行うものです。 

  事業の取組として、現地調査による「現状把握」と「課題の分析」や商店主へのアン

ケート調査、商店街等の共通認識のための座談会の開催、商店街活性化の専門家を招い

ての講演会の開催など、課題解消に向けた事業を行ってまいります。 

    ６－１１ページをお願い致します。 

  ７款１項２目６５事業、創業支援事業費、拡充であります。 

  予算額４５０万円、３２万円の減額です。 
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    この事業は、大仙市内で創業を目指す方々に対し、その創業に要する経費や新規雇用

に要する費用の一部を助成することで、新たな雇用の創出を促すとともに、地域経済の

活性化を図る目的で行うものです。 

    さらに、県外から移住して創業をする方への支援も手厚くし、大仙市への定住促進を

図ります。 

    補助対象者は、市民であること、事前に商工会議所や商工会が実施する創業塾や経営

指導等を受講していること、市税等を滞納していないこと等で、補助対象経費は、事業

拠点費として、事務所や店舗の借り受けに係る敷金や礼金、改装費や看板等の構築物に

係る経費、事業運営に必要な備品やソフトウェア等の購入費、新聞広告やホームページ

作成費等の宣伝広告費等です。 

    この事業は、２９年度からの新事業で、大仙市内のどの場所で創業しても良いことと、

対象経費の２分の１以内で上限３０万円に、さらに、６つの要件に該当した場合、その

要件ごとに、１０万円づつ加算するものです。 

    また、さらに県外から移住し、移住後１年以内の創業である場合は、加算後の合計額

の倍額を補助し、移住者への手厚い支援も行ってまいります。 

  また、３０年度からは、市内で既に事業を行っている方が、空き店舗等を活用し全く

異なる新分野へ進出する際の支援も追加し、地域経済の活性化に努めてまいります。 

    以上で、平成３０年度一般会計予算における企業商工課所管事業のご説明を申し上げ

ましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 勤労者福祉資金預託金って、どのような人利用しているもんだ

っしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 労働金庫に預託しまして、その部分を、お金を借りる方々

にすぐ使ってもらえるように預託してということで、信用金庫の方でその５千万円を利

用して、一般の誰でも借りれます。 

○委員長（秩父博樹） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 福祉とついてますが、特別福祉だと、そういうものではあ

りません。 
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○副委員長（小山緑郎） あど、先ほどちょっと説明いただいたんですけれども、企業誘

致対策事業費で、いろんな会社来たって今説明してけだっけども、東京で二人いるっし

ね、採用した人、あの人たちの実績ということだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 昨年１０月から二人を企業専門監として雇用しております

が、昨年１０月１日から、この２月２８日まで訪問件数が二人で１８９社訪問しており

ます。これは首都圏企業へ本社へ訪問し、市の情報を提供する。それから、首都圏企業

とのマッチングの窓口となっていることで、大仙市の企業誘致ガイドを配布したり、市

内企業とのマッチングを進めるなど、最前線で接触しております。 

○副委員長（小山緑郎） その際の実績がさっき説明した会社、いろいろここ来たと、あ

っこ来たと。その人たちの営業効果ということだっしな。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○企業商工課長（小松正美） 実際にそれが今すぐに企業誘致に結びつくというかたちで

はありませんが、そういう意味で、今まで私たちが東京に行っても会えない企業とか、

そういう企業、あなたたち持ってるノウハウも今までの仕事の実績でありますので、そ

ういう方、企業にですね、いろいろな大仙市の情報を新たに提供しているわけです。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） せば、まだ形としては現れてねということでいいんだが。 

○企業商工課長（小松正美） まだ現れておりません。 

  一応、今月末に二人からこちらの方に市長に報告に来ていただくことになっておりま

すので、その面でまた新たな、毎月報告はもらってるんですが、いろいろな面で、そう

いう面で大仙市に適した企業をこれから今度改めてトップセールスするなり、そういう

面で参考にしていきたいと思っております。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 資格取得応援事業費の新規事業。保育士資格、幼稚園教諭資格。

これはどこやるんですか。講師はだれ。ここで資格とるんですか。中身ちょっと。 

○委員長（秩父博樹） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） これは保育園、それから幼稚園は、学生は駄目なんですよ

ね。例えば、普段勤めていて、自分で通信教育とか、そういうのありますので、大体８

万円くらいかかるんだそうですが、通信教育とかそういうもので、新たに自分で勉強し
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て保育士資格、幼稚園教諭資格を取ろうとする方々の応援です。昨年までなかったんで

すが、今年度もう４件くらい、そういうのやってませんかという問い合わせとかあった

もんですから、今保育士が足りないということで３０年度からその資格も中にいれまし

ょうということで３０年度からやることにしました。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 大仙市雇用助成金、新卒３０万、Ａターン６０万、花火創造企

業だけが８０万って、根拠はなんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 今まで最高額が６０万円でした。花火創造企業だけがなん

で８０万がというのは、市で創業に対する支援する企業ということで、６０万円プラス

２０万円って、特別な根拠はないんですが、工場の経営を安定化させるために市でも応

援するためということで８０万円ということで平成２７年度から行っている事業で５年

間です。５年間ですので、３１年度まで、再来年度までで終わるということです。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 市が関係してるがら、こごだげ８０万っていうことだが。他と

違ってちょっとプラスアルファ多いなと思って。 

○企業商工課長（小松正美） ５年の時限立法ということで。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

  つぎに、観光交流課所管の説明を求めます。大沼観光交流課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」の内、

観光交流課所管に係る主な事業について、説明いたします。 

 ここではＡ４版横の「平成３０年度当初予算概要企画産業常任委員会経済産業部」で、

主な概要等を説明させていただきますのでよろしくお願いします。 

  はじめに４ページをお願いいたします。 

  最初にナンバー２、２款１項１０目４４事業、国際交流事業費２２７万７千円につき

ましては、韓国唐津市・大仙市青少年交流事業。８月の大曲の花火に招聘する唐津市訪

問団招聘事業。それから、大仙市国際交流協会への補助金などであります。 

 次に№９、７款１項４目１１事業、観光推進事業費２，３３０万円につきましては、
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ここでは予算額の大きなところで、雄物川河川敷花火会場環境整備事業費負担金２，０

００万円であります。 

  雄物川河川敷花火会場環境整備につきましては、２９年度は観覧会場において、滞水

場所の整地や桟敷席の傾斜改善を図り、また、側溝改良、舗装改良を行っております。 

  ３０年度につきましては、観覧場所中央付近の舗装、及び２９年度に引き続き桟敷席

エリアの滞水対策の整地を行うこととしております。 

  次に、５ページをお願いいたします。 

  ナンバー１０、７款１項４目１２事業、大仙市観光情報センタ－管理運営費につきま

しては、２，３０７万２千円の予算額になっております。ＪＲ大曲駅にある観光情報セ

ンタ－の施設管理委託料９２５万５千円。光熱水費６６０万円。それから、修繕料３０

万円のほか、ＪＲ東日本への土地賃借料６６３万８千円であります。 

 次に６ページをお願いいたします。 

  ナンバー２２、７款１項４目２９事業、まほろば唐松管理費６６６万７千円につきま

しては、能楽殿や資料館などの「まほろば中世の館」、ツリーハウスやキャンプ場など

の「まほろば唐松公園」など一体施設として２９年度に指定管理者の募集を行う予定で

ありましたが、昨年７月の大雨被害により施設運営の休止を余儀なくされたため、３０

年度につきましては指定管理を行わず、市の直営施設として必要経費を予算計上したも

のであります。 

  内容といたしましては、施設管理業務委託費３７３万７千円、能楽殿資料室の空調修

繕費６５万円などであります。 

  次に７ページをお願いいたします。 

  上段のナンバー２５、７款１項４目３４事業、道の駅協和管理費２，５６２万５千円

につきましては、光熱水費などの維持管理費のほか、売店箇所の雨漏りによる屋根の防

水工事１２０万円とレストラン及び厨房などの空調設備改修工事１，４７５万円などで

あります。 

  空調工事につきましては、２９年度に一期工事といたしまして、直売コーナー及び売

店コーナー、それから事務室の空調改修工事を行っております。３０年度につきまして

は、二期工事として行うものであり、以前は動力が灯油と電気でしたが、改修時には電

気式ヒートポンプの省電力空調設備を導入して経費節減に努めるということで、レスト

ラン、それから厨房の部分の空調改修工事を行うこととしております。 
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  次に８ページをお願いいたします。 

  ナンバー３９、１１款４項１目１０事業、観光施設災害復旧事業費（単独分）１，０

３６万２千円につきましては、先程のまほろば唐松管理費との関連もありますが、大雨

被害による「まほろば唐松能楽殿」裏山の土砂の流入及び立木の倒壊により建物屋根及

び裏手白壁等の修復工事として６１３万１千円。それから、庭園整備などの工事費とし

て２４８万４千円。それから、工事設計管理委託５６万７千円などであります。 

  財源としましては、建物損害共済金６１３万円を充当いたします。 

  今後の災害復旧のスケジュールとしましては、復旧工事設計管理業務を４月に発注し

まして、設計業務が完了次第工事を発注いたします。最終的には、８月末までには完了

したいと考えております。 

 以上で予算概要の説明を終わらせていただき、続いて「平成３０年度当初予算（案）

の主な事業の説明書経済産業部」で説明いたしますのでよろしくお願いいたします。 

最初に６－１ページをお願いいたします。 

２款１項１０目４３事業、地域間交流事業費につきましては、５５２万円を計上し、

前年度に対し２０４万７千円の増となっております。 

  友好交流都市の座間市と有縁交流都市の宮崎市佐土原とは、相互理解を深め交流を推

進し、双方の地域の活性化を図って来たところであります。 

  これに３０年度新たに、災害復興支援を通じて交流のある岩手県宮古市との交流・連

携の発展を図ることとしております。 

  座間市とは、座間市の祭り・イベント等への参加や市民及び青少年団体の派遣、また、

受け入れを行っております。宮崎市佐土原とは、イベント等への参加や青少年の相互交

流事業を継続して実施してまいりました。 

  宮古市とは、被災者招待事業として、８月の「大曲の花火」に招待したほか、両市の

イベントへの相互参加などの交流関係が続いております。 

 平成３０年度は、座間市とは、市民団体の相互交流及び青少年交流の受け入れを継続

的に実施いたします。 

  また、宮崎市佐土原とは、宮崎市へ本市の青少年を派遣し、ホームステイやサーフィ

ンなどの体験。また、有縁交流事業として宮崎市において、「大仙市さどわら会」と「宮

崎市きょうわ会」との交流事業。また、戊辰戦争１５０周年記念事業として、本市にお

いて、アーカイブズと共同で、講演会や慰霊祭を実施することとしております。 
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  宮古市とは、「宮古市民との交流事業」として宮古市民８０名を本市に招待し「大曲

の花火」を鑑賞していただくこととしております。 

次に、６－２ページをお願いいたします。 

２款１項１０目４６事業、国際教養大学交流事業費につきましては、７３万円を計上

し、前年度に対し１万６千円の減となっております。 

  本事業は、異文化理解を深め国際社会に対応できる、次代を担う青少年を育成するた

め、国際教養大学の協力を得て実施してきたものであります。 

 これまで交流回数は毎年５０回近く、大学生の参加者２５０名を超える事業となって

おりますが、大学の体制やカリキュラムの変更等の影響により、参加児童・生徒が減少

してきております。 

 今後につきましては、事業の目的達成のため、引き続き大学の協力をお願いすると共

に、保育園、幼稚園をはじめ教育委員会と連携し幼・保・小中学校への積極的な周知を

図るとともに、報道機関への情報提供も積極的に行い、事業を実施して参ります。 

次に、６－３ページをお願いいたします。 

２款１項１０目４９事業、韓国唐津市友好交流１０周年記念事業費につきましては、

新規事業といたしまして６４２万円を計上しております。 

  その他の財源としまして、自治体国際化協会の国際交流支援事業助成金を充当してお

ります。 

 韓国唐津市との友好交流締結１０周年を迎え、２９年度に唐津市において記念事業を

開催し、これまでの交流を振り返り、さらに絆を強固にすることで合意したほか、新た

に相互の経済団体による経済交流会議を実施しております。 

  これまで、綱引きをとおしての文化交流を６回、行政間交流を１１回、青少年交流と

して相互交流を８回、スポーツ交流を２回行っております。 

 ３０年度は、本市において「大仙市－唐津市 友好交流に関する協定」締結１０周年

記念事業を開催し、更なる友好関係の構築を目指すこととしており、唐津市の市長はじ

め市関係者、機池市綱引き保存会、唐津市経済団体関係者約３０名を招聘し、本年１０

月の「大曲の花火～秋の章～」を挟む４日間滞在していただく予定であります。 

  内容につきましては、記念式典・公演・記念植樹・機池市綱引特別展、経済交流会議

などを行い、１０月１３日開催の「大曲の花火～秋の章～」の鑑賞を想定しております。 

  今後も、青少年交流、文化交流、行政間交流を継続すると共に、民間主導による交流
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も促進してまいります。 

次に、６－９ページをお願いいたします。 

７款１項２目３４事業、花火産業構想アクションプラン推進事業費につきましては、

５，７０６万円を計上し、前年度に対し１，９２４万７千円の増となっております。 

  財源といたしましては、地方創生推進交付金と市債を充てるものであります。 

 本事業は、観光、商業、農業など様々な分野において「大曲の花火」ブランドの戦略

的活用による国内外に向けた販路の開拓と通年型観光振興、それから産業振興を総合的

に推進するものであります。 

  ２９年度の観光入込客数は、４月の国際花火シンポジウム、大曲の花火～春の章～や、

観光ＰＲ、観光情報発信の強化により、見込みで２７３万５千人と前年度より約１０万

人増加しております。 

  物産関係では、大仙市観光物産協会のお土産品売上額において、２７年８月から始め

たインターネットショップ及びカタログ販売が順調に売り上げを伸ばしております。 

  引き続き地域特性を踏まえ、商業、農業とも、大仙市らしい商品の開発と、国内外へ

の販路の開拓が必要だと考えております。 

 ３０年度は、観光誘客に必要な観光素材の充実と情報発信強化の取り組みを継続的に

実施するとともに、８月に開館予定の花火伝統文化継承資料館などを組み合わせた周遊

ルートを構築し、旅行会社等への売り込みなどを一層進めてまいります。 

  以下、事業説明書に明記しております取り組み内容をご説明いたします。 

始めに①、花火師育成・花火師確保支援事業５９万６千円につきましては、足利工業

大学から協力をいただき、市内外の花火会社向け資格取得講座及び高校生向けの花火講

座を継続して実施してまいります。 

次に②、「メイド・イン・大仙」の花火玉原料開発・普及事業３，２１７万円につき

ましては、現在、地場産の間伐材を使用したマツ炭を製造するために、市で炭焼き窯な

どの備品を購入しまして、大仙市観光物産協会に貸与し製造しております。２月末で製

造した炭は、２，０００ｋｇを超えており、今後、株式会社花火創造企業に提供する予

定です。 

  ３０年度は、地元でマツ炭の普及を図るため、花火創造企業で炭粉砕施設を整備する

こととしており、その整備費に対し８割を市の方で補助したいと考えております。 

  炭粉砕施設整備の総事業費の見込みは、３，５００万円で、建物で１，１００万円、
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ハンマーブレーカーなどの粉砕設備で２，４００万円であります。 

  新年度早々に導入する粉砕設備を決定しまして、また、建物の発注も行い、最終的に

１０月中には粉砕設備が完成し稼働する予定であります。 

次に③、お土産商品ブランド開発事業５８２万８千円につきましては、先ほど委員の

皆様にお配りしておりますリーフレットをご覧いただきながら内容を説明いたします。

旅行者や出張で本市へ訪れる方にお土産商品の販売強化を目指して、共通のブランドコ

ンセプト、ブランドロゴを使用し、本市の農水産物を原料とした競争力のあるお土産商

品の開発を行うもので、「大曲の花火」というブランド力のある本市の新たなお土産品

を発信していくものであります。 

  コンセプトは、「米どころ・あきた大仙 無上の食膳」とし、日本有数の米処で、米

を中心に様々な食べ物を提供できる地域が大仙市であることを示しております。 

  ロゴにつきましては、ブランドネーミングを「秋田・大仙 せんのぜん」とし、「せ

ん」は大仙市のことであると同時に、優れたもの、非凡なものという意味をもち、「ぜ

ん」という言葉の韻を踏むことで、覚えやすい響きとしています。 

  マークにつきましては、田んぼと膳を組み合わせた四角の中に、お椀や小鉢に見立て

た丸、それから、稲に見立てた線、大豆に見立てた点を配置しているマークになってお

ります。 

  これまで、大曲商工会議所食品関連部会会員、それから大仙市商工会食品製造加工業

者の方にいろいろご案内をいたしまして、最終的に意欲的な地元業者５社、７品目を認

定しております。３月６日から本日９日まで千葉の幕張メッセで開催しております国際

食品・飲料展「フーデックス ジャパン２０１８」にも出展しております。国内外のバ

イヤーとの商談をしていると、今日まで商談をしております。また、３月末を目途に、

駅の観光情報センターでの販売開始と記者発表を予定しております。 

  ３０年度は、更なる商品の充実と首都圏でのテスト販売を行う予定であります。 

次に④、「大曲の花・美（はな・び）」開発事業４１９万１千円につきましては、２

８年度及び２９年度に引き続き、「大曲の花火ダリア」の品種開発をするものでありま

す。平成２８年度には６品種、２９年度には２品種、そして３０年度は２品種開発し、

目標としていた合計１０品種を開発するというかたちになります。 

次⑤、インバウンド推進・特産品の海外販路開拓４５４万７千円につきましては、台

湾での旅行エージェント商談会や台湾旅行博に参加するためのブース出展料やパンフレ
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ット作成料などであります。 

⑥花火イベント等情報発信事業３４３万８千円につきましては、ＦＭはなびによる観

光情報やイベント情報の発信を行うものであります。 

⑦「花火のまち・大仙」キャラバン隊事業５７９万円につきましては、東京有楽町駅

前において毎年開催しております「大仙市ふるさとフェア」にかかる経費と３０年度新

たに、浅草の浅草寺の近くにあります「まるごとにっぽん」イベントスペースにおいて

観光・物産展を開催するための経費であります。この「まるごとにっぽん」の場所とい

うのが、国内外からの観光客が多い場所ということで、インバウンドを含む誘客の効果

が期待できると考えております。 

次に⑧、花火のまちのまるごとスタンプラリー開催事業５０万円につきましては、大

仙市商工会が行う花火イベントを巡るスタンプラリー事業に継続して支援を行うもので

あります。 

次に、６－１２ページをお願いいたします。 

７款１項４目１３事業、インバウンド観光事業費につきましては、２，２９９万８千

円を計上し、前年度に対し１３５万９千円の減となっております。 

  財源には、東北観光復興対策交付金を充当しております。 

 交付金を活用し、近隣自治体と連携しながら外国人の誘客、滞在期間の増加を促進し、

経済の活性化を図る目的で事業を推進しております。 

  この事業につきましては、２８年度から実施しておりまして、本市、それから仙北市、

美郷町との連携による「インバウンドサイクリングコース活用事業」では、これまで、

コース設定、それからプロモーション映像の製作、ホームページの製作、それからエリ

アガイド、マップなどを作成しております。また、案内板の設置などと並行しまして、

事業運営主体の選定を進め、実施体制の整備を行ってきております。 

  ３０年度は、サイクリング人気が高い、台湾やオーストラリアでＰＲイベントに参加

し周知を図ることとしており、また、エリアコースを活用した、地域住民と交流できる

サイクリングイベントも予定しております。また、サイクリングツアーに対応できるガ

イド養成も計画しております。 

  同じく、本市、秋田市、仙北市、男鹿市との連携による「秋田中央横軸連携ＦＩＴ受

入モデル地域整備事業」では、４市の周遊タクシーの実証実験を踏まえ、二次アクセス

整備に向けた協議を進めております。また、外国人観光客が街歩き出来るような英語版
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のマップの作成と外国人による周遊モニターツアーを実施しております。 

  ３０年度は、２９年度に実施した周遊タクシーの実証実験を引き続き視点を変えて実

施するとともに、ＰＲ動画の作成、韓国語と台湾向けの中国語（繁体字）の街歩きマッ

プの作成などを実施することとしております。 

  どちらの事業も、３０年度で交付金が終了することに伴い、３１年度以降については、

民間事業者で運営を目指すこととしており、今現在準備を進めております。 

次に、６－１３ページをお願いいたします。 

７款１項４目５３事業、地域の花火大会等応援事業費につきましては、２，６４０万

円を計上し、前年度に対し１，１８０万円の増となっております。 

  「花火のまち・大仙市」を広くＰＲするため、市内で開催される特色ある花火大会等

を支援することにより、花火産業構想の目標である観光入込み客数の増加、交流人口の

拡大による地域経済の活性化を図るものであります。 

  花火大会等への地元協賛が年々減少傾向にあり、イベントの縮小等が検討される中で

「毎月花火が上がるまち大仙市」を掲げ、花火産業構想の目標である誘客増を進めてい

る市としては、イベントを支援する必要があります。 

 ３０年度は、２９年度に開催されました国際花火シンポジウム関連経費により支援し

てきておりました「大曲の花火～春の章～」を新たに本事業に統一し、これまでの各地

域のイベント、花火大会等を拡充しながら継続的な支援を行うものであります。 

  支援を行う大会等は、次の１３の大会・イベント等となっております。 

次に、６－１４ページをお願いいたします。 

７款１項４目６４事業、温泉入浴券発行支援事業費につきましては、２２６万２千円

を計上し、前年度に対し４千円の減となっております。 

  温泉施設利用者が年々減少傾向にある中、市内温泉施設が共同で実施する温泉入浴券

事業を支援することにより、利用者数の増と利用者へのサービスの向上、市民の健康の

保持と交流の促進を図るものであります。 

 毎年入浴券の利用率は９５パーセントを超える高い状況であります。 

しかし、市民の方から好評を得ておりますが、各温泉施設の負担が大きい状況である

ため、３０年度は温泉施設への支援率を２分の１から５分の３に引き上げ、温泉施設の

負担を軽減することとしております。 

  対象温泉施設は、市の関連する８施設で、１枚２，０００円で７回入浴できる入浴券
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を５，０００枚発行いたします。 

次に、６－１５ページをお願いいたします。 

７款１項４目６７事業、観光ＰＲイベント事業費につきましては、７１１万７千円を

計上し、前年度に対し７７２万１千円の減となっております。 

 これまでも、座間市、世田谷区、宮古市等のイベントや物産展に参加し、物販や観光

ＰＲを行っており、年々実績は上がっております。 

  また、座間市の「大凧まつり」や「市民ふるさとまつり」、それから「宮古市産業ま

つり」には昼花火を上げるなど、徐々に本市の魅力や知名度が向上してきております。 

  ３０年度は、引き続き各イベントの観光・物産ＰＲで参加するほか、ＪＲ東日本が秋

田県及び県内市町村や観光事業者等と連携しながら、秋田県の魅力を集中的に国内外へ

情報発信を行う、大型観光キャンペーンとして「重点販売地域」に本年９月から１１月

までの３カ月にわたり指定されることに伴い、ＪＲ東日本や県内の関係者と一緒に首都

圏の主要駅での観光キャラバンを実施することとしております。 

次に、６－１６ページをお願いいたします。 

７款１項４目、温泉施設管理費につきましては、９，８７７万４千円を計上し、前年

度に対しまして、１，６５１万円の増となっております。 

  市民の健康保持、交流の場として、また、観光施設として適切な維持管理、運営を行

うことにより、利用者の安全と快適性を確保するものでありますが、施設の老朽化に伴

い、温泉や施設設備に不具合が年々多く生じてきております。そのため、計画的に修繕

等を行っているほか、突発的なものについても施設と協議しながら対応しております。 

  今後も、施設を継続するためには、各施設とも定期的なメンテナンスが必要であると

ともに、施設のあり方についても検討が必要であると考えております。 

 ３０年度は、次の通り、各施設において修理・修繕を行うほか、突発的な事案につき

ましては、利用者に不便をかけること、また、施設側の収入減につながることから、適

宜対応して参ります。 

  それでは、施設毎に内容を説明いたします。 

  嶽の湯につきましては、３０７万１千円の予算を計上しております。屋外冷凍庫冷凍

ユニット交換工事のほか、通常の保守点検の予算を計上しております。 

  次に、ユメリアの３，８０１万２千円につきましては、指定管理料のほか、源泉の揚

湯管入替工事１，５００万円及び浄化槽改修工事２７８万９千円のほか屋根補修や浴場
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換気扇交換工事であります。 

  次に、さくら荘の１，１９４万５千円につきましては、指定管理料のほか、源泉ポン

プ及び水中ケーブルの交換工事となっております。 

  次に、四季の湯の８３１万６千円につきましては、指定管理料のほか、四季の湯玄関

屋根の雨漏り修繕８２万円及び浴室天井張替実施設計業務となっております。なお、浴

室天井張替の工事費につきましては、実施設計が終わり次第６月補正で対応したいと考

えております。 

  次に、南外ふるさと館の１，６６０万３千円につきましては、指定管理料のほか、１

号井戸の水中ポンプ及び揚湯管入替工事１８０万円であります。 

  次に、柵の湯の２５９万４千円につきましては、土地の賃借料１１４万４千円と厨房

内プレハブ冷蔵庫の更新１４５万円になっております。 

  次に、中里温泉の１，５２３万３千円につきましては、指定管理料のほか、源泉水中

ポンプの購入費３２０万円及び太田就業改善センターと太田南部コミュニティーセンタ

ーの耐震診断業務６４６万円であります。 

  次の市所有温泉施設管理費３００万円につきましては、温泉管理費全体に小破等修繕

に対する予算を観光交流課に集約しながら対応していくものであります。 

 以上、観光交流課所管の予算についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議のう

え、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） これの４ページ。観光推進事業費ということで、花火に環境整備

事業費負担金に２千万やってるんだども、それはいいんだども、これトータルでなんぼ

かがるんだっしか。その２千万のほかに。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） ２９年度、今年度ですけれども、打ち上げ会場で約９９９

万円。それから、観覧会場の方で１，９９０万円。３０年度につきましては、打ち上げ

会場の方で約１千万ということで、こちらの方まず予算的には２千万の負担金というこ

とで。 

  観覧会場と打ち上げ会場、トータルで約５千万ほどかかります。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 
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○２５番（鎌田 正） ５千万もかがるがら、２千万負担してほしいということなんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） ２９年度も約２千万、それから３０年度も２千万というこ

とで。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） いやいや、２千万いい。別にほれさどうのこうのでねくて、トー

タルで５千万かがるがら、２千万負担してほしいという要請あるななべと言ってるなだ

で。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） そのとおりでございまして、打ち上げ会場は会議所で対応

すると、で、観覧会場は市で対応していただきたいという要望がありました。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） これって、ずっと前からそういった棲み分けしてるんだ。今言っ

た打ち上げの分は会議所でやって、この観覧会場の方は市でやってけれどがって。そう

いった棲み分けあるんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） ２８年度に会議所と協定を結んでおりまして、その中で、

打ち上げ会場は会議所の方で、観覧会場の方は市の方でということで協定を結んでおり

ます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） そうすればよ、その観覧会場の方、まず打ち上げは会議所で出す

ことだがらいいんだども、観覧会場の方、２千万。それってせば、２千万であの会場で

ぎるわげだ。観覧会場。 

○観光交流課長（大沼利樹） すべてではなくて、年度ごとに計画を立てまして、３０年

度につきましては、桟敷席の中央部分の舗装、それから水が溜まらないように整地をす

るという計画を立てております。３１年度以降もまだ整備がしなければいけない部分が

あったらその部分を整備していただきたいと。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） それはいいのよ。なんぼでもいいんだども。したがら、基本的に

２千万程度で出来るわげだ。その観覧会場。 
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○委員長（秩父博樹） はい、小野地部長。 

○経済産業部長（小野地洋） 議員ご案内のとおり、雨が近年予想以上に降ったりしまし

て、打ち上げ会場の状態悪かったり、あるいは観覧会場の状態が悪かったりということ

で開催が危ぶまれる状態が続いております。これを安定的に開催できるように年次計画

で整備をしていこうということでただいま大沼課長が申し上げましたとおり協定を結び、

金額の受け持ちを決めまして、３ヵ年を基本に整備をしていきましょうということで始

めております。２８、２９、３０で、急ぐところといいますか、お客さんに迷惑かから

ないように水溜りの激しいところとか、勾配のとれていないところ。 

○２５番（鎌田 正） 俺の言ってるごど違うんだ。質問違うんだよ。基本的に、その観

覧会場って２千万で出来るのが。その雨の分わがった。それは俺も十三分ぐれわがって

るがら。２千万ででぎるのがって言ってるなだ。その観覧会場を。 

○経済産業部長（小野地洋） 地盤を均す工事だっす。傾斜直したり。 

○２５番（鎌田 正） そうだばいいども。観覧席って、２千万ぐれで出来てるのがなっ

て今思ってるのよ。したがら、おがしなど思って俺考えでる。 

○委員長（秩父博樹） はい、部長。 

○経済産業部長（小野地洋） 通常の運営費の予算は桟敷の売り上げ６億なんぼの予算の

中で、６億５千万なりの決算書出てますけれども、その中で、その仮設費の中で我々見

る桟敷は作られてます。この今お願いしている予算の２千万円は、下地のデコボコ直す

といいますか、雨水溜まらないように排水の舗装どが、側溝の改良どが、そういったご

どです。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） それはわがった。わがったけれども、したがら、何回も言うども、

観覧席ってなんぼかがるがって聞いだなだ。今言ったように６億、本当に６億もかがる。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 観覧席の設置部分は、２億かかってます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） そうすれば、その２億わがったども、２億も会議所で出すんだ、

それ。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 全体の予算が６億ってありますけれども、これはすべて観
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覧席の収益の部分で賄っているという。 

○２５番（鎌田 正） 観覧席の収入、じぇんこ、わがった。したがら、観覧席は１億な

もんだが、２億なもんだが、なんぼかがるもんだって聞いでるの。して、それを１億か

がれば１億かがってもいいども、２億でもいいんだども、それを商工会議所でやってる

なだしかって聞いでるんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 観覧席設置の部分で２億かかるということで、その部分は

すべてその花火の実行委員会、商工会議所中心となってる実行委員会の方で全部予算を

持ってるということです。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 毎年２億づつ観覧席のために事業費あるごどだっしべ。それをそ

の実行委員会、基本的には商工会議所だど思うんだども、そういった、して収支決算な

んて出てるおんだ。実行委員会の。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 実行委員会の中で収支決算は出てます。 

○２５番（鎌田 正） あんた方、見だごどある。 

○観光交流課長（大沼利樹） うちだちも実行委員の下部の組織の人間なので。 

○２５番（鎌田 正） ひとおべだごどしゃべってるつもりもないし、そういったごど、

ちゃんときちっと、６億なら６億でもいいし、１０億でもいいんだども、したがら今言

ったように２千万も出すいじ俺なんも反対もしてねし、明瞭会計でねば出来ねべなって

言ってるごどなんだ。俺言ってるのは。したがって、実行委員会でその収支決算も出し

てるし、ちゃんと皆さんさ見せでるんだよって言えばあどそれでいいなだ。 

○委員長（秩父博樹） 部長、せば委員会の中で、こういう話が出たということで、まず

今後検討していただくようにお願いいたします。 

  はい、部長。 

○経済産業部長（小野地洋） ただいまご要望ありました件、きちんと対応してまいりま

す。 

○委員長（秩父博樹） ほかに。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 関連してだどもっしよ。やっぱりじぇんここうやってやるってい

えば、普通集落でもんだし、きちっと報告書求めるっしべ。補助金出すときは。これは
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補助金のほかに、市役所の職員動員かげられで、全体でやって事業成功させでるんだが

ら、せめて今言ったいじはポンポンポンと答えられるようによ、全体のじぇんこの流れ

どが、なんぼ使ったどが、担当課としてきちっと掴めでおがねばねやんでね。それなん

と、補助金やって実際は分かりませんではちょっと。ということで、決算書は。 

  それど、これちょっと関係ねども、よぐ聞かれるいじは、大曲の花火７０万人集まっ

た。７４万人集まったって、なんとして計算してるなだって聞かれるども。これでもほ

ら、８万人集まったどが、３千人どが、なんとしてやってるなだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 夏の大会の大曲の花火の公表につきましては、商工会議所

の方で公表してますけれども、観覧会場、姫神橋から昔の金谷橋の間のところの観覧会

場すべて満杯に入ると２０万人という想定されております。それ以外に丸子川の堤防の

面積も計算して、その中に人数が入る、その面積によって人数が数えられるということ

で、それを会議所の方で全部計算しまして７０万人だったり、７４万人だったりという

計算をしてますけども、実際のところ正確な数字というかたちではあまりその計算は出

来ないような感じだと思います。 

  桟敷席とかのパイプイス席の数で人数が大体把握できるということで、夏の大会以外

の春の章だったり、秋の章につきましてもパイプイス席が１万席ということで、その何

割の人数が入ってるプラス自由観覧席の方でどのぐらいの人数入ってるということを会

議所の方ですべて全部こう確認しながら、例えば春の章が８万人というようなカウント

をしているという話です。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） この観光客数は商工会議所任せ。向こうの発表をこっちで採用し

てるっていうごど。数字は。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 花火に関しましては、夏の大会、それから春の章、秋の章

につきましては、会議所の方からそういう公式発表といいますか、公式人数の発表され

てるということです。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） もう１点。温泉関連だどもっしよ。 

  隣の横手で、大変こう、難儀して整理してるんだけれども、大仙市の施設に関する考
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え方というのは、なんたふうになってる。 

○委員長（秩父博樹） はい、小野地部長。 

○経済産業部長（小野地洋） 温泉施設、大仙市にございます。合併前からの、町村から

の財産を引き継ぎ、これを地域の様々な分野に活用していくということで、残し活かし

ていくというのが大前提であります。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 残していくのはいいども、指定管理でずっとやっていくのか、毎

年こうやってぶっ壊れてくるいじを補修して指定管理でやっていぐのが、民間譲渡での

考えあるのかないのか。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 各温泉施設もかなり老朽化してるということもありまして、

今後その施設のあり方、横手の施策も参考にしながら今後市長とも協議しながら対応し

ていきたいと思っております。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

これで、議案第４５号にかかる経済産業部所管の質疑は終結いたしました。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、陳情第６号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求

める陳情」を議題といたします。 

本件に関して、意見や質疑等ございませんでしょうか。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 大仙市内の最低賃金って、なんぼぐれだ。  

○企業商工課長（小松正美） ７３８円。ちなみに東京は、その２００円くらい高い。 

  秋田県もビリではないんですが、ちょっとビリに近い方。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑等を終結いたします。 

それではお諮りいたします。本件につきましては、採択と決することにご異議ござい

ませんか。 
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          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は採択すべききものと決しました。 

ただいま採択となりました陳情第６号について、意見書の案文について、ご協議いた

だきたいと思います。 

（「意見書案」を配付） 

○委員長（秩父博樹） ただいま配付いたしました意見書案について、ご意見等ございま

せんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 特にないようでございますので、この意見書案のとおりといたし

ます。 

ただいまご協議頂きました意見書案を、会議規則第１４条第２項の規定により、委員

会として議長に提出したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議がないようですので、そのように決定いたします。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。５分ほど休憩します。 

           午後 ４時３５分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午後 ４時４０分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。工藤農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（工藤明良） 農業委員会事務局の工藤でございます。お疲れのと

ころよろしくお願い申し上げます。 

それでは、本日出席の職員をご紹介いたします。総務・振興班班長佐々木参事でござ

います。農地班班長太田副主幹でございます。よろしくお願い申し上げます。 

説明に入る前に、昨年は農業委員会法の大幅な改正により、市長が選任し議会の同意

を得て任命される新農業委員につきまして、議員の皆様のご理解のもと、スムーズに新

体制に移行することが出来ました。改めて感謝申し上げます。今後ともよろしくお願い

申し上げます。 
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 それでは、議案第４５号「平成３０年度一般会計当初予算」農業委員会事務局所管の

予算についてご説明申し上げます。大変失礼ですが座って説明させて頂きます。 

 平成３０年度当初予算概要農業委員会事務局をご覧願います。 

当初予算概要の最後のページの９ページになります。 

 ご存じのように農業委員会予算は、事務費や負担金でありますので、この当初予算概

要にてご説明申し上げます。 

はじめに、６款１項１目１事業、農業委員会委員報酬です。 

 昨年７月３１日に任命されました農業委員２４名の委員報酬と、農地利用最適化推進

委員４０名の委員報酬１２ヶ月分を合わせまして、２，９０８万２千円の委員報酬とし

ております。 

  報酬の内訳は、会長が６１，５００円、会長職務代理者が５３，０００円及び委員が

４９，５００円、また、農地利用最適化推進委員が３０，５００円の月額報酬でありま

す。前年度より６８万２千円の増としております。 

次に、６款１項１目１０事業、農業委員会費事務費です。 

 農業委員会の一般事務に係る経費で、３６８万１千円であります。前年度より、７８

万円の減としております。 

  旅費は、農業委員及び農地利用最適化推進委員が総会等へ出席する際の旅費と会長及

び職員の一般旅費１３０万円であります。 

  その他需用費は、農業委員会だより年２回発行の印刷費及び消耗品費として、農業委

員及び農地利用最適化推進委員に係る、委員手帳、業務必携、活動記録ノートなどの委

員活動に必要な消耗品の経費として１９１万９千円であります。 

  また、役務費は郵便料、広告料で、委託料につきましては、総会議事録を作成するた

めの委託料で、併せて４６万２千円を計上しております。 

  この事業には、県からの委託金であります権限移譲事務交付金４９万１千円が充当さ

れます。 

次に、６款１項１目１１事業、会長交際費です。 

 予算額は、１０万円で、前年度と同様であります。 

主な支出は、慶弔費であります。 

次に、６款１項１目１２事業、農業者年金事務経費です。 

 予算額は、１９３万２千円で前年度より２３万５千円の減としております。農業者年
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金基金からの委託事業であります。旅費は、年金加入推進にかかる農業委員の先進地研

修費が主なもので、１１６万６千円であります。その他需用費は、年金加入推進のリー

フレット及び消耗品等の購入で、５５万９千円で、役務費は郵便料として２０万７千円

であります。 

  この事業には、財源として、農業者年金基金からの業務委託費１９３万２千円が充当

されます。 

次に、６款１項１目１３事業、機構集積支援事業費です。 

 この事業は、農地法に基づく事務の適正実施、農地の有効利用促進、広域的農地利用

調整の活動及び遊休農地の所有者の農地利用の意向確認支援事業を行うもので、国から

の１００％補助事業であります。 

  予算額は、３９７万２千円で前年度比較では、２２１万３千円の増となっております。

予算の増額の主な理由は、「地域の未来を描く！あきた農地利用最適化１・２・３運動」

という事業が２９年度から始まっております。 

これは、秋田県・秋田県農業公社・秋田県農業会議が、共通の認識のもと、新体制と

なった農業委員会による農地利用の最適化の活動が円滑に実施できるよう、委員及び農

地利用最適化推進委員によるアンケート調査をはじめ、農地の出し手と受け手のマッチ

ングを推進する運動を展開する事業であり、委員及び農地利用最適化推進委員の１人１

人が、２人３脚で、３年間推進することから「１・２・３運動」と呼んでいるものであ

ります。 

  事業内容は、アンケート調査の実施が主なもので、昨年度は農業法人を対象に実施し

ましたが、今年度は１０アール以上の農家を対象にアンケート調査を実施することから

需用費、役務費が増になったことが原因であります。 

  また、農地情報公開システム地図更新費用であります委託料も増になっております。 

  内訳といたしましては、旅費は、農地法許可申請に係る調査、農地利用状況調査等に

関する旅費及び全国農業担い手サミットなどの旅費で１０５万円であります。 

 需用費は、「あきた１・２・３運動」の一環として行うアンケート調査にかかる印刷

製本費や消耗品費等として、昨年度より、３７万９千円増の４６万６千円であります。 

役務費は、それにかかる郵便料で、昨年度より１１６万１千円増の１３１万８千円で

あります。 

委託料は、農地情報公開システム地図更新費用として、１１０万５千円であります。 
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  負担金につきましては、３万３千円であります。 

  この事業には財源として、機構集積支援事業費補助金３９７万２千円が充当されます。 

次に、６款１項１目１６事業、農地等情報管理システム運用経費です。 

 大仙市が独自に導入している農地台帳システム等に要する保守業務委託料で、昨年同

様９１万８千円であります。 

システム保守業務委託料は、２９年度から全国農業会議所が進めている農地情報公開

システムに切り替わる予定としていることから、国の補助対象から外れたものでありま

す。しかし、新システムが既存の農地台帳システムと同様の処理ができることの検証が

できておりませんので、農地の管理及び議案等の作成業務については欠かせないものと

しており、新システムへ確実に移行できるまでは保守委託料が必要となるものでありま

す。 

次に、６款１項１目１７事業、農地保有合理化促進事業費です。 

予算額は、１４万５千円で、前年度より２千円の減としております。 

  この事業は、秋田県農業公社と農業経営基盤強化促進法に基づき、農地の効率的、計

画的な集積を図るため、利用調整会議へ出席する際の委員の費用弁償や嘱託登記に係る

経費であります。 

  旅費は、農用地利用調整会議出席者への費用弁償６万５千円であります。 

  需用費は、消耗品費等で１万円であります。 

役務費は、郵便料で７万円であります。 

  この事業には、秋田県農業公社から農地保有合理化促進事業費等業務委託費として、

１０万円が充当されます。 

次に、６款１項１目５０事業、農業委員会費負担金です。 

 農業委員会関係団体への負担金であります。 

 予算額は、秋田県農業会議等負担金１３２万２千円。秋田県都市農業委員会会長会負

担金４万円。県南地区農業委員会会長会負担金７万７千円。合計で、１４３万９千円で

前年度と同額としております。 

  以上、簡単にご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますよう

お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。はい、冨岡委員。 
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○８番（冨岡喜芳） 予算にちょっと関係ないんですけれども、今大仙市で所有者の分か

らない農地というのは、どれくらいあるもんですか。分かりますか。 

○委員長（秩父博樹） はい、工藤局長。 

○農業委員会事務局長（工藤明良） 所有者の分からない農地というか、はっきりはうち

の方で調べておりませんけれども、やはりこのごろ出ているのは、所有者の分からない

というよりも、相続登記の関係で、相続を家族全員が、被相続人がすべて放棄するとい

うようなかたちで、農地が浮いてくるというような場合があります。それを調べていき

ますと結構かなりの量になるのかなとは思いますけれども、ちょっと今手元には資料ご

ざいませんので、すみません。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ質疑を終結いたします。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

これで、農業委員会所管の議案審査は終了いたしました。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。再開は、揃い次第ということ

でお願いします。 

           午後 ４時５２分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

           午後 ４時５４分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

議案第３６号「平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）」をふたたび議題

といたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 
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○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第４５号「平成３０年度大仙市一般会計予算」をふ

たたび議題といたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

○委員長（秩父博樹） 次に、閉会中の継続審査および調査の申し出にかかる事件につい

てをお諮りいたします。 

お手元に配付いたしました事件につきましては、議長に対し、閉会中の継続審査およ

び調査の申し出をいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

 

○委員長（秩父博樹） 以上で、当委員会に審査付託となりました事件の審査は、すべて

終了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委員長

にご一任願いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、そのように決しました。 

これを持ちまして、企画産業常任委員会を閉会いたします。大変お疲れ様でした。 

 

          午後４時５６分 閉  会 
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